
第119図　遺構外出土石器⑳
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第120図　遺構外出土石器⑳
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第121図　遺構外出土石器⑳
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第122図　遺構外出土石器⑳
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第123図　遺構外出土石器⑳
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第124図　遺構外出土石器⑫
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第125図　遺構外出土石器⑳
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第126図　遺構外出土石器⑳
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第127図　遺構外出土石器⑮
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第128図　遺構外出土石器⑳
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第129図　遺構外出土石器⑳



第130図　遺構外出土石器⑳
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第131図　遺構外出土石器⑳
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第132図　遺構外出土石器⑲



0　　（1：3）（655－660）　10cm

第133図　遺構外出土石器⑪
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第134図　遺構外出土石器⑫
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第135図　遺構外出土石器⑬
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第136図　遺構外出土石器⑭
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第137図　遺構外出土石器⑮
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第138図　遺構外出土石器⑬
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第139図　遺構外出土石器⑰
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第140図　遺構外出土石器⑬
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第141図　遺構外出土石器⑲
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第142図　遺構外出土石器⑳
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第143図　遺構外出土石器◎



第144図　遺構外出土石器⑫
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第145図　遺構外出土石器⑳
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第146図　遺構外出土石器⑳
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番号 器種 出土位置 層位 形態 装着 素材 石材
長 さ

（m皿）

幅

（nm ）

厚 さ

（皿皿）

重 さ

（g ）
備考

1 石錐 I H 2 2 凹基 黒曜石 12 ．0 10 ．0 3 ．0 0 ．2 非常 に小形。右側カエ シ部わずかに欠損。

2 石鍛 I H 2 2 凹基 黒曜石 16 ．0 12 ．0 4 ．0 0 ．4 右側 カエ シ部わずかに欠損。

3 石鍛 I H 2 2 凹基 黒曜石 17 ．0 11 ．0 3 ．0 0 ．3 カエ シ部欠損。

4 石鍍 I H 2 2 凹基 黒曜石 2 1 ．0 13 ．0 4 ．0 0 ．5 カエ シ部わずかに欠損。先端尖 る。

5 石錐 I H 2 2 凹基 黒曜石 11 ．0 13 ．0 3 ．5 0 ．3 右側 カエ シ部わずかに欠損。

6 石鍛 Ⅱ H 4 7 凹基 黒曜石 （赤 ） 14 ．0 15 ．0 3 ．5 0 ．4 先端部わずかに欠損。

7 石鍾 I H 2 4 凹基 黒曜石 （漆黒） 19 ．0 14 ．0 2 ．5 0 ．4 ・ 右側 カエ シ部欠損。

8 石金鉄 Ⅱ H 4 4 凹基 黒曜石 18 ．0 12 ．0 3 ．0 0 ．4 右側欠損。

9 石錐 E ．カ．15 凹基 黒曜石 1 9 ．0 15 ．0 4 ．0 0 ．6 基部挟 り深い。

10 石鍍 I H 2 2 凹基 黒曜石 2 3 ．0 15 ．0 5 ．0 0 ．8 左側 カエ シ部欠損。裏面平坦に整形。

11 石鍛 I H 2 2 凹基 黒曜石 19 ．0 19 ．0 4 ．0 0 ．8 基部挟 り深い。

12 石鍼 坪の内古墳 半 凹基 黒曜石 1 7 ．0 14 ．0 4 ．5 0 ．7 先端部、カエシ部欠損。

13 石鍼 坪の内古墳 半 凹基 黒曜石 2 2 ．0 13 ．0 3 ．5 0 ．7 左側 カエ シ部欠損。

14 石銀 I H 2 1 凹基 黒曜石 1 5 ．0 15 ．0 4 ．5 0 ．8 先端部欠損。

15 石鋏 I H 2 2 凹基 縦長剥片 黒曜石 2 0 ．0 13 ．0 5 ．0 0 ．8 左側は急角度剥離で整形。素材面を残す。

16 石錐 I H 2 2 凹基 チャー ト 2 3 ．0 15 ．0 5 ．0 1 ．2 裏面に平坦面を もつ。

17 石鍼 Ⅱ D 5 4 凹基 黒曜石 1 9 ．0 18 ．0 4 ．0 0 ．9 先端部欠損。両側を細かい鋸歯線状にする。

18 石鍍 工H 3 1 壁溝 凹基 貢岩 3 0 ．0 2 0 ．0 5 ．0 ・ 2 ．0 1 カエ シ部の作出が特徴的。

19 石錨 I H 2 2 黒曜石 13 ．0 15 ．0 4 ．0 0 ．4 先端部尖る。基部欠損。

20 石錐 I H 2 2 黒曜石 1 7 ．0 19 ．0 3 ．0 0 ．7 先端部の破片。先端部に さらに突出部が作出。

21 石鍍 I H 1 7 凹基 黒曜石 2 8 ．0 2 0．0 4 ．0 1 ．3 先端部が尖 る。

22 石錐 ？ F ．ク．11 黒曜石 2 0 ．0 16．0 7 ．5 2 ．1 下部欠損。

23 石鍍 F ．ケ．12 黒曜石 （漆黒） 2 6 ．0 1 8．0 6 ．5 2 ．2 右側 カエシ部欠損。器体が湾曲。

24 石鍛 Ⅲ F 8 黒曜石 2 5 ．0 18．0 4 ．0 1 ．2 基部欠損。

25 石錐 ？ I H 2 4 チ ャー ト 3 0 ．0 2 1．0 10 ．5 5 ．5 表裏にコブ状の部分を残す。

26 石錐 ？ F ．サ．11 頁岩 2 7 ．0 2 2．0 7 ．0 2 ．1 小破片。尖頭器の先端あるいは基部の可能性。

27 石鍍 ？ F ．オ ．14 黒曜石 （漆窯） 1 6 ．0 2 3．0 ‘4 ．5 1 ．3 裏面はあま り加工 されてお らず未成品の可能性。

28 石錬 F ．カ．12 黒曜石 （漆黒） 2 8 ．0 1 9．0 4 ．0 1 ．0 右側欠損 9

29 石鍍 I H 1 3 凹基 黒曜石 3 0 ．0 1 7．0 3 ．5 1 ．1 大形石鍍破片。優品である。

30 石鍍 Ⅲ F I）5 円基 黒曜石 2 3 ．0 1 2．0 3．0 0 ．5 両側を鋸歯線状にするこ

31 石錐 ‘F ．コ．12 円基 頁岩 2 7 ．0 1 8．0 1 0．0 2 ．9 表面側にコブが残．る。

32 小形両面加工 Ⅱ H 4 4 横 黒曜石 1 7 ．0 1 4．0 3．0 0 ．6 摘み部を急角度剥離で作出。

33 小形両面加工 I ．オ．3 横 黒曜石 2 1 ．0 1 3．0 3．5 0 ．6 摘み部をわずかに作出。裏面は平坦面を作 出。

34 小形両面加工 I M 1 8 凹基 黒曜石 1 5 ．0 1 8．0 4．5 0 ．7 先端部とカエシ部わずかに欠駄 右側は W H H P で整形。石錐破損後再加工か。

35 小形両面加工 I H 2 2 横 横長剥片 黒曜石 2 1 ．0 1 5．0 4－．5 1 ．1 素材面を残す。摘み部をわずかに作出。刃部は急角度剥離。

36 小形両面加工 I ．ト．12 横 横長剥片 黒曜石 2 2 ．0 1 6．0 6．0 2 ．3 下部は両面か ら急角度剥離で整形。わずかに摩耗。

37 小形両面加工 坪の内古墳 床面東半 横 黒曜石 2 2．0 1 8．0 6．0 1 ．3 先端部とカエシ部わずかに欠軋 右側は W H H P で整形。石鍛破損後再加工か。

38 小形両面加工 F ．コ．10 横長剥片 黒曜石 2 0．0 1 9．0 6．5 1 ．6 両側を急角度剥離で整形 。

39 小形両面加工 J ．カ．19 泥炭層 横 黒曜石 2 3．0 1 6．0 7．0 2 ．0 刃部は急角度剥離で整形。

40 小形両面加工 F ．サ．11 チ ャー ト 2 2．0 1 8．0 7．0 1 ．9 ． 右側わずかに欠損。

41 小形両面加工 F ．オ．14 黒 曜石 2 7．0 1 9．0 7．0 2 ．7 先端部細工入念で、摘み部はわずかに作出。

42 小形両面加工 I D 8 8 横 黒 曜石 1 8．0 1 9．0 5．0 1 ．2 わずかに摘み部を作 出。

43 小形両面加工 F ．ク．13 黒曜石 2 0．0 1 9．0 6．5 2 ．2 小 さい摘みを作出。右側 わずかに欠損。

44 小形両面加工 工H 2 3 横 黒曜石 （挟 雑） 2 1．0 2 1．0 7．0 2 ．4

45 小形両面加工 I H 4 0 P 6 横 黒曜石 （漆 黒） 2 0．0 2 3．0 9．0 3．8 刃部やや摩耗。

46 小形両面加工 坪の内古墳 床面東半 黒 曜石 2 3．0 2 2．0 ・ 9．0 3．6 摘み部欠損。両面加 工。

47 小形両面加工 I H 2 6 P 26 チ ャー ト 2 2．5 2 0．0 ． 7．0 2．7 ミニチュア　 基部を角度剥離で作出。

48 小形両面加工 J ．工．17 黒 曜石 2 3．0 2 2．0 1 0．0 3．2 先端部わずかに摩耗 。

49 小形両面加工 J ．キ．19 泥炭層 黒 曜石 2 5．0 2 0．0 6．0 2．4 ミニチュア石匙 の未成 品 ？

50 小形両面加工 Ⅱ区表 採 横 チ ャー ト 2 3．0 2 2．0 9 ．0 4．0 摘み部の決 りは SI で作 出。

51 小形両面加工 L ．ツ．8 ．横 横長剥 片 頁岩 2 0．0 2 2．0 6 ．5 2．7 刃部に M F 。

52 小形両面加工 F ．コ．12 黒 曜石 2 6．0 2 1．0 8 ．0 3．1 刃部を急角度剥 離で整形 。

53 小形両面加工 I M 1 7 横 横 長剥 片 黒 曜石 2 6．0 2 4．0 8 ．0 3．6 摘み部のみ加工。右側 M F あ り。

5 4 小形両面加工 J ．カ．18 泥炭層 黒 曜石 2 8．0 19 ．0 5．5 2．2 ミニチュア石匙 の刃部破 片か。下端 部に M F 。

5 5 小形両面加工 F ．コ．12 黒 曜石 2 5．0 2 2．0 8 ．0 3．5 一部欠損しており全体形 不明。ミニチュア石箆か石匙の可能性 。

5 6 小形両面加工 F ．コ．13 黒 曜石 2 5．0 23 ．0 6 ．0 2．0 左側 欠損 。 ミニチュア石箆 か石匙 の可能性 。

5 7 小形両面加工 J ．キ．18 瀾 炭層 横 縦長剥 片 チ ャー ト 3 8．0 29 ．0 8 ．0 8．6 小形 。摘み部わずかに欠損 。片面加 工。

5 8 小形両面加工 I H 33 セクション 縦 黒曜石 18 ．0 12 ．0 5 ．0 0．8 摘みをわずかに作 出。

5 9 小形両面加工 I．ト．13 横 黒曜石 （漆黒 ） 2 0．0 10 ．0 5 ．0 0．8 末端 辺りに M F 顕 著。基部を両面加工で整 形。

6 0 小形両面加工 I 区表採 黒曜石 ・20 ．0 15 ．0 6 ．5 1．6 裏面から急角度剥離で基部を整形。刃部も急角度剥離で刃つぶれあり。

6 1 小形両面加工 I 区表採 黒曜石 19 ．0 16 ．0 6 ．0 1．3 左側 は急 角度剥離 で整形 。

6 2 小形両面加工 I．ナ．13 縦長剥 片 黒曜石 ．24 ．0 15 ．0 5 ．5 1．7

6 3 小形両面加工 I M 4 黒曜石 14 ．0 13 ．0 5 ．0 0．8 石匙 の可 能性 あり。小破 片。

6 4 小形両面加工 I．ト．12 黒曜石 20 ．0 16 ．0 8 ．0 2．0

6 5 小形両面加工 Ⅱ H 29 黒曜石 20 ．0 15 ．0 5 ．0 1．1

6 6 小形両面加工 F ．ケ．12 チャー ト 23 ．0 16 ．．0 7 ．0 1．‾9

6 7 小形両面加工 F ．コ．10 黒曜石 22 ．0 17 ．0 7 ．0 1．8 両側 を急 角度剥離で整形 。

6 8 小形両面加工 F ．シ．1 1 黒曜石 20 ．0 18 ．0 7 ．0 2．0 上部 欠損 。両面加工 。

6 9 小形両面加工 F ．ケ．12 黒曜石 27 ．0 19 ．0 7 ．0 2．5 器体 シルエッ トは打製石斧の形態 に相似。

7 0 小形両面加工 F ．工．1 5 黒曜石 28 ．0 2 1．0 9 ．0 3 ．7 下端 部急 角度剥離。

　7 1 小形両面加工 N ．ケ．2 泥炭層 黒曜石 28 ．0 23 ．0 10 ．0 4 ．9 ミニチュア。上部欠損。両面加工で左側 は急 角度剥離 で整形 。

第66表　遺構外出土石器観察表①
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番号 器種 出土位置 層位 形態 装着 素材 石材 長 さ
（mm ）

幅
（m皿）
厚 さ
（m皿）

重 さ
（g ）

備考

7 2 加工 F ．キ．1 3 黒曜石 28 ．0 24 ．0 5 ．0 2 ．6 ミニチュア石箆の未成品 ？

7 3 小型両面加工 F ．ク．1 2 黒曜石 25 ．0 24 ．0 7 ．0 3 ．2 先端部欠損こ

7 4 小型両面加工 I．こ．15 黒曜石 30 ．0 27 ．0 8 ．0 4 ．7 両面加工 で平坦剥離で整形。

7 5 小型両面加工 F ．ス．9 チヤ‾－ ト 38 ．0 32 ．0 15 ．0 12 ．6 加工 は裏面側 からおこなう。

7 6 小型両面加工 F．サ．1 1 黒曜石 （挟雑） 24 ．0 21 ．0 6 ．0 2 ．1 下部 欠損。石箆の基部の可能性。

7 7 小型両面加工 F．ク．r1 3 黒曜石 24 ．0 14 ．0 5 ．5 1 ．2

7 8 小型両面加工 ‘F．サ．1 1 チャー ト 28 ．0 12 ．0 6 ．5 2 ．3 右側 欠損。

79 小型両面加工 F．サ．1rl 黒曜石 29 ．0 16 ．0 8 ．0 3 ．3 下端部 に M F 顕著 。

80 小型両面加工 F．ク．1 3 チャー ト 38 ．0 22 ．0 9 ．5 6 ．5 右側 は加工 なし。

8 1 小型両面加工 F．サ．1 1 黒曜石 28 ．0 26 ．0 11 ．0 6 ．5 左側に M F 顕著。右側はやや急角度剥離で整形。末端は自然面を残す。

82 小型両面加工 I．ナ．13 チャー ト 33 ．0 30 ．0 12 ．0 9 ．6 未成品 ？

83 小型両面加工 J．ク．2 0 泥炭層 黒曜石 （漆黒） 16 ．0 21 ．0 5 ．5 1 ．8 右側欠損。刃部 に M F 顕著。

84 小型両面加工 I区表採 黒曜石 26 ．0 17 ．0 5 ．0 1 ．7

85 小型両面加工 F．オ．1 5 黒曜石 （漆黒） 20 ．0 17 ．0 6 ．0 1 ．9 ミニ チュ ア石匙の未成品 ？

86 小型両面加工 F．ケ．1 1 チャー ト 23 ．0 21 ．0 8 ．5 3 ．3 ミニチュア石匙 ？

87 小型両面加工 集石過構 黒曜石 17 ．0 14 ．0 5 ．0 0 ．9 ミニチ ュア。刃部裏面は原礫面。

88 小型両面加工 ⅡD 27 横 黒嘘石 18 ．0 16 ．0 6 ．0 1 ．3 ミニチ ュア。左側欠損。

89 小型両面加工 F．オ．1 4 黒曜石 （漆黒） 19 ．0 17 ．0 5 ．0 1 ．3 石錐未成品の可能性 もあ る。

90 小型両面加工 F．カ．1 3 ・黒曜石 2 1 ．0 16 ．0 5 ．0 1 ．1 右側 に M F 。

9 1 小型両面加工 F．オ．1 4 黒曜石 （漆黒） 2 0 ．0 17 ．0 6 ．0 1 ．5

92 小型両面加工 ⅡH 22 黒曜石 17 ．0 15 ．0 3 ．0 0 ．6 右 、下部わずかに欠損。

　93 小型両面加工 ⅢH 44 黒曜石 2 1 ．0 16 ．0 6 ．0 1 ．6 上部欠損。刃部がやや摩耗。

94 小型両面加工 ⅢD 20 黒曜石 2 0 ．0 18 ．0 6 ．0 1 ，5 上部欠損。

95 小型両面加工 F．カ．1 4 横長剥片 黒曜石 （漆黒） 2 2 ．0 17 ．0 6 ．0 1 ．3 小形貝殻状剥片。石鍾未成品か。

96 小型両面加工 J．コ．1 9 泥炭 層 黒曜石 2 3 ．0 2 1 ．0 9 ．0 3 ．6 小形円盤状。

97 小型両面加工 工H 23 縦長剥片 黒曜石 2 3 ．0 19 ．0 9 ．0 3 ．0 末端辺に M F 顕著。

98 小型両面加工 I H 22 黒曜石 2 0 ．0 19 ．0 4 ．0 1 ．3 右側欠損。

・ 99 小型両面加工 I P 3 4 黒曜石 2 0 ．0 1 8 ．0 4 ．0 1 ．3 摘み部挟 りが明瞭で、巾が広い。

100 小型両面加工 F．コ．1 2 黒曜石 2 1 ．0 1 9 ．0 4 ．0 1 ．4 下部欠損。

101 小形両面加工 F．オ．13 横長剥片 黒曜石 17 ．0 2 2 ．0 6 ．0 1 ．6 刃部に M F 顕著。

1 02 小型両面加工 I H 22 黒曜石 1 6 ．0 1 6 ．0 4 ．0 0 ．9 左側欠損。

1 03 小型両面加工 F．カ．12 黒曜石 1 6．0 1 9．0 9 ．0 2 ．7 小形。

1 04 小型両面加工 F．ク．12 黒曜石 2 1 ．0 1 9．0 7 ．0 2 ．3 両面加工で ミニチュア石匙か石箆の破片。

1 05 小型両面加工 J．キ．2 0 泥炭層 黒曜石 2 5．0 2 2．0 1 0 ．0 4 ．2 小形円盤状。

1 06 小型両面加工 I 区表採 横長 剥片 黒曜石 2 2．0 1 9．0 9 ．0 2 ．9 下部欠損。

1 07 小型両面加工 L．セ．2 黒曜石 2 1．0 2 2．0 8 ．0 3 ．1 石匙破片 ？

1 08 小型両面加工 I H 21 貼床下 黒曜石 2 7．0 1 7．0 8 ．0 3 ．2

1 09 小型両面加工 F．シ．9 縦長 剥片 チ ャー ト 3 1．0 2 0．0 7 ．0 3 ．9

1 10 小型両面加工 F．カ．14 チ ャー ト 2 9．0 2 2．0 7 ．0 4．3 左側に M F 。

1 11 小型画面加工 F．サ．12 黒曜石 2 7．0 1 9．0 7 ．0 2．6 下部にわずかに欠損。

1 12 小型両面加工 I H 19 黒曜石 2 5．0 2 1．0 1 2．0 5．9 小形。尖頭部を作出。

1 13 小型両面加工 F．ス．9 チ ャー ト 3 0．0 2 6．0 1 1．．0 6．2

1 14 小型両面加工 J．工．1 7 チ ャー ト 2 7．0 23 ．0 1 0．0 5．4

1 15 小型両面加工 F．サ．11 黒曜石 2 7．0 2 1．0 9．0 4．2 下郡欠損。石匙の破片 ？

1 16 小型両面加工 J．キ．1 8 泥炭層 黒曜 石 26 ．0 2 5．0 1 2．0 5．2 摘み部を作出。

1・17 小型両面加工 F．ス．10 黒曜 石 3 1．0 20 ．0 7．0 3．7 ．左側欠損。

1 18 小型両面加工 J．サ．2 0 泥炭層 黒曜石 29 ．0 29 ．0 10 ．0 6．0 左側下端部に尖頭 部を作 出。

1 19 小型両面加工 F．コ．12 黒曜石 19 ．0 26 ．0 9 ．0 4．9 刃部に M F 。

12 0 小型両面加工 F．ク 12 黒曜石 30 ．0 17 ．0 10 ．0 4．3 左側に M F 。

12 1 削器 P 41 縦長剥片 黒曜石 （漆黒） 32 ．0 15 ．0 6 ．0 1．7 左側に M F 顕著。

12 2 削器 J．キ．19 泥炭層 縦長剥片 黒曜石 （漆黒） 27 ．0 16 ．0 7 ．0 1．8 両側を急角度剥離 で整形 。M F あり。

12 3 削器 J．キ．18 泥炭層 横長剥片 黒曜石 （漆黒） 19 ．0 2 1．0 9 ．0 2．8 刃部に M F 顕著。

12 4 削器 I H 2 2 横長剥片 黒曜石 17 ．0 20 ．0 6 ．0 1．0 刃部に M F 顕著。

12 5 小型両面加工 J．キ．18 横 黒曜石 （漆黒） 21 ．0 26 ．0 5 ．0 1．9 上部欠損 。

12 6 ・削器 F ．オ．13 横長剥片 黒曜石 27 ．0 17 ．0 7 ．0 2 ．1 尖 頭部を作 出。先端部 に M F 。

12 7 削器 F ．コ．1 3 縦長剥片 チ ャー ト 29 ．0 18 ．0 8 ．0 3 ．4 末端辺 に M F 。

12 8 削器 F ．ケ．1 1 縦長剥片 黒曜石 28 ．0 12 ．0 8 ．0 1．9 右側 に M F 顕 著。

12 9 削器 J．ク．18 泥炭層 縦長剥片 黒曜石 30 ．0 11 ．0 7 ．0 1．9 わずかに内湾す る右側 に M F 顕 著。

13 0 削器 F ．ス．9 縦長剥片 チ ャー ト 32 ．0 15 ．0 5 ．0 1．8 尖豆貞部 を作 出。

13 1 削器 F ．カ．1 5 黒曜石 3 L O 18 ．0 9 ．0 4 ．3 下部 に M F 。

13 2 即器 I．テ．13 縦長剥片 黒曜石 30 ．0 11 ．0 6 ．0 1 ．5 基部 は、片面加工の平坦剥離で整形。

13 3 削器 F ．サ．1 1 細長剥片 チャー ト 37 ．0 19 ．0 9 ．0 4 ．0 左側下端部 に M F 顕著 。

13 4 削器 I．タ．10 縦長剥片 黒曜石 33 ．0 24 ．‾0 10 ．0 8 ．4 下部欠損。

13 5 削器 F ．キ．1 2 横長剥片 チャー ト 18 ．0 34 ．0 12 ．0 7 ．3 素材 は、礫打面 をの こし、H D で剥離。

13 6 削器 J．キ．18 泥炭層 埴長剥片 黒曜石 16 ．0 3 3 ．0 8 ．0 2 ．8 末端辺 に加工。 ミニチ ュアの石匙 の未成品か。

13 7 掻器 J．ク．18 泥炭層 横長剥片 頁岩 30 ．0 3 7 ．0 12 ．0 10 ．9 刃部 に M F 顕著。

13 8 削器 N ．ク．2 泥炭層 縦長剥片 黒曜石 35 ．0 20 ．0 9 ．0 4 ．5 刃部 に M F 顕著。

13 9 削器 Ⅱ区一括 縦長剥片 黒曜石 42 ．0 2 3 ．0 13 ．0 3 ．8 両側 に M F 顕著。

14 0 小形両面加工 F ．ケ．1 1 横長剥片 安山岩 3 9 ．0 5 1 ．0 13 ．5 26 ．7 尖頭部 を作出。

14 1 小形両面加工 J．ク．20 泥炭層 ホル ンフェルス 4 2 ．0 6 4 ．5 16 ．5 42 ．3 上部わずか に欠損。

142 削器‾ 工区衰採 縦長剥片 黒曜石 4 1 ．0 2 7 ．0 10 ．0 6 ．7 左側 に M F 。
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番号 器種 出土位置 層位 形態 装着 素材 石材
長 さ

（皿皿）

幅

（mm ）

厚 さ

（mm ）

重 さ

（g ）
備 考

14 3 削器 F ．シ．10 チャー ト 3 8 ．0 26 ．0 10 ．0 6 ．4 尖頭部 を作出。

14 4 削器 I 区表採 横長剥片 黒曜石 3 2 ．0 3 6 ．0 9 ．0 8 ．0 右側に M F 顕著。素材 は、H D で剥離。

14 5 ．削器 F ．オ．14 横 安山岩 3 1 ．0 ＿ 3 1 ．0 14 ．0 8 ．8 右側欠損。尖頭部を もつ。

14 6 削器 F．ウ．14 横 横長剥片 頁岩 4 8 ．0 27 ．0 9 ．0 9 ．5 挟 りは明瞭ではない。尖頭部 をもつ。

14 7 削器 1 H 12 頁岩 3 9 ．0 24 ．0 9 ．0 8 ．0 先端部破片

14 8 削器 ⅢH 9 横長剥片 チャー ト？ 3 4 ．0 51 ．0 12 ．0 16 ．4 主要剥離面側がよ く摩耗 してい る。

14 9 削器 F．ス．9 横長剥片 貞岩 3 6 ．0 4 9 ．0 13 ．0 14 ．8 素材は、平坦打面をの こし、 H D で剥離。右側に M F 。

15 0 削器 J．オ．1 9 縦長剥片 安山岩 3 2 ．0 5 3 ．0 9 ．0 14 ．4 剥片 H D で剥離。

15 1 削器 H ．テ．1 2 剥片 安山岩 3 3 ．0 5 1 ．0 13 ．5 2 0 ．3 上部欠損。

15 2 削器 F ．ケ．12 礫端片 ホルンフェルス 4 5 ．0 5 5 ．5 9 ．0 17 ．1 素材端片 を刃部。

15 3 削器 J．ィ．1 4 礫端片 ホル ンフェルス 58 ．5 5 4 ．0 12 ．0 3 5 ．7 右側欠損。‘

15 4 削器 J．エ．1 7 礫端片 ホル ンフェルス 6 7 ．5 75 ．0 2 4 ．0 10 8 ．7 表面側に刃 こぼれが見 られ る。

15 5 削器 F ．オ．12 扇平礫 頁岩 ？ 5 1 ．0 6 0 ．0 16 ．5 4 9 ．0 小礫の一側辺に二次加工。

1°5 6 削器 J．カ．1 7 縦長剥片 黒曜石 6 0 ．0 2 7 ．0 13 ．0 15 ．2 末端部欠損。左側に M F 顕著。

15 7 削器 F ．シ．10 泥岩 5 1 ．0 4 2 ．0 15 ．0 2 6 ．5 右側欠損。

15 8 削器 F ．カ．15 横長剥片 ホル スフェノレス ？ 9 6 ．0 4 0 ．5 19 ．5 6 9 ．3 右側にわずかに M F 。

15 9 削器 F ．オ．13 横車剥片 ホルンフェルス 4 8 ．0 8 2 ．5 9 ．0 3 6 ．8 刃部に刃 こぼれ。

16 0 削器 Ⅲ H 24 横長剥片 貢岩 10 6 ．5 4 9 ．5 1 6 ．5 7 6 ．1 左側刃部に摩耗。刃 こぼれわずか。

16 1 削器 J．カ．1 9 泥炭層 横長剥片 ホルンフェルス 5 1 ．0 7 6 ．5 1 6 ．5 4 9 ．1 左右側欠損。素材は、礫打面を残 し、 H D で剥離。

16 2 削器 ⅡH lZ 横長剥片 頁岩 ？ 4 9 ．5 9 3 ．0 － 1 8 ．0 5 6 ．9
素材は、切 り子打面 から SI で剥離 されてい る可能 性が ある。

素材剥片の上部は S D で成形。

16 3 削器 J．オ．1 7 横長剥片 安山岩 5 4 ．0 9 3 ．0 1 5 ．0 7 7 ．7 刃部の剥 離は素材の面に沿った、平坦剥離。刃部 わずかに摩耗。

16 4 削器 F ．カ．14 横長剥片 ホルンフェルス 6 1 ．5 10 8 ．0 1 8 ．0 9 3 ．1 素材は礫打面をのこ し、 H D で剥離。

16 5 削器 F ．ケ．12 安山岩 5 7 ．0 8 2 ．5 2 5 ．5 9 2 ．3 刃部が H N D で剥離。

16 6 削器 I．サ．7 縦長剥片 チ ャー ト 4 8 ．0 4 9 ．0 1 0 ．0 1 8 ．3 素材礫打面をのこす。素材は、 H D で剥離。

16 7 削器 ，Ⅲ区一括 検出面 横長剥片 安山岩 5 8 ．0 7 1 ．0 1 6．0 5 5 ．6 三角形になるよ うに両側を折 り取っている ようで ある。

16 8 削器 J．ケ．1 8 泥炭層 縦 長剥片 ホルンフェルス 7 5 ．0 5 8 ．5 2 2 ．5 9 1 ．9 素材は、平坦打面 を残 し、H D で剥離。

16 9 削器 J．オ．1 8 三角 礫端片 ホルンフェルス 9 7 ．5 7 9 ．5 2 1．0 11 6 ．5． 三辺に H N D で二次 加工を施す。

17 0 削器 J．ク．1 8 泥炭層 縦長剥片 砂岩 7 8 7 ．0 6 9 ．0 2 5．5 17 2．1 刃部は刃つぶれと摩耗が見 られる。

17 1 削器 F ．ケ．12 ホルンフェルス　ー 5 7 ．0 5 5 ．5 1 9．5 6 2 ．9 一部欠損。挟 り部が摩耗。

17 2 削器 J．ク．1 8 泥炭層 礫端片 ホルンフェルス 9 7 ．5 7 2 ．0 2 1．0 16 0．0 左側か ら末端辺にかけて刃こぼれ。

17 3 削器 J．工．1 8 横長剥片 泥岩 8 4 ．0 9 6 ．0 9．0 7 1 ．3 薄い素材剥片を用いる。左右側は一部欠損。

17 4 石錐 F ．ケ．10 棒状 黒曜石 1 5 ．0 6 ．0 3．0 0．3 刃部破片。刃部摩耗。

17 5 石錐 F ．ク．13 棒状 黒曜石 2 0 ．5 9 ．0 6．0 1．0 非常に小形。全体を急角度剥離で整形。

17 6 石錐 F ．カ．15 棒状 横長剥片 黒曜石 （漆黒） 1 9 ．0 9 ．0 5．0 0．8 刃部わずかに欠損。

17 7 石錐 I H 3 2 北セクション 黒曜石 1 6 ．0 8 ．0 4．0 0．4 刃部欠損。小形。基部は両面加工。

17 8 石錐 皿H 2 4 一括 棒状 裂片 黒曜石 2 2 ．5 8 ．5 5．0 0．5 刃部は、素材部を多 く残 し、加工はご くわずか。

17 9 石錐 ⅡP 2 05 71 棒状 縦 長剥片 黒曜石 ‘2 2 ．5 ’7．5 4．0 0．6 基部にわずかに正方向か ら挟 りが入る。

・18 0 石錐 F ．ケ．12 棒状 チ ャー ト 2 4 ．0 7．0 7．0 1．3 刃部のみ両面加工。

18 1 石錐 F ．オ．13 棒状 チ ャー ト 2 4 ．5 8．0 6．0 1．1 急角度剥離で両面加工。

18 2 石錐 F ．コ．13 棒状 黒曜石 2 4 ．0 9．0 ‘ 7．0 1．1 刃部わずかに摩耗。

18 3 ’石錐 F ．コ．13 棒状 黒曜石 2 1．5 1 0．0 7．0 1．1 刃部欠損。

18 4 石錐 F ．ケ．12 棒状 黒曜石 2 1．0 9．5 4．0 0．8 刃部欠損。急角度の両面加工。

18 5 石錐 F ．シ．10 棒状 横 長剥 片 黒曜石 2 9．0 8．5 6．0 1．3 刃部は、正方向からの急角度剥離で整形。

18 6 石錐 F ．ケ．12 棒状 黒曜石 3 0．5 9．0 6．0 1．0 刃部は側急角度剥離の両 面加工。

18 7 石錐 ⅡH 2 2 形 裂片 黒曜石 3 1．0 9．0 6．0 1．5 上下に刃部を作出。

18 8 石錐 J．ィ．13 摘み 黒曜石 2 6．0 1 1．5 8．0 1．3 刃部のみ両面加工。

18 9 石錐 I．ト．13 棒状 黒曜石 2 9．0 1 0．5 7．5 1．7 刃部わずかに欠損 。

19 0 石錐 J．キ．19 泥炭層 棒状 黒曜 石 （揆 雑） 2 3．5 1 0．5 7．5 1．8 急角度剥離で両面加工。

19 1 石錐 F ．コ．1 1 棒状 黒曜 石 （漆 黒） 2 1．5 9．0 6．5 1．3 上 下部欠損。

19 2 ・石錐 F ．サ．1 1 黒 曜石 1 9．5 9．5 6．0 0．7 刃部破 片。刃部摩耗。

19 3 石錐 F ．ケ．1 2 形 黒 曜石 2 4．5 1 0．0 5．5 1．0 上下先 端部に摩耗 。

19 4 石錐 F ．ケ．1 3 棒状 黒曜石 2 5．0 9．5 4．5 1．0 全体に急角度剥離の両面加工。刃部摩耗。．

19 5 石錐 F ．シ．1 0 形 ．チ ャー ト 2 8．0 1 0．5 7．5 1．8 刃部摩耗。

19 6 石錐 F ．コ．1 3 棒状 黒曜石 3 0．0 1 0．0 6．0 1．6 刃部わずかに摩耗 。急 角度剥 離で整 形。

19 7 石錐 I．ト．12 形 黒曜石 2 9．0 1 2．0 8．5 2．0 刃部わずかに欠損 。

19 8 石錐 I区表採 形 チ ャー ト 3 8．0 1 2．0 8．5 3．2 刃部摩耗。

19 9 石 錐 F ．カ．1 4 形 チ ャー ト 3 2．0 1 2．5 7．0 2．1 刃部わずかに摩耗。形態は有茎錐に似る。急角度の両面加工。

20 0 石 錐 J．エ ．17 形 黒曜石 2 4．0 1 1．0 5．0 1．3 刃部に M F 顕著。わずかに摩耗。

20 1 石 錐 F ．ク．1 3 棒状 黒曜石 2 7．5 1 0．5 8 ．5 1．8 刃部摩 耗。全体 を急角度剥 離で整形 。

20 2 石 錐 F ．ケ．1 1 形 チ ャー ト 3 6．0 1 2．0 6 ．0 2．2 刃部摩 耗。刃部 は急 角度 で剥 離整形 。

20 3 石 錐 F ．ケ．1 1 棒状 チ ャ「 ト 4 2．5 1 2．0 7．0 3 ．9 刃部 わずかに欠損 。

204 石 錐 I．シ．5 形 チ ャー ト 3 5．5 1．7．0 8 ．0 4 ．5 急 角度 剥離で両面加工 。

20 5 石錐 F ．ケ．1 1 棒状 黒曜石 2 2．0 1 0．0 7 ．0 1．5 上下 欠損。急 角度剥離 の両面加工 。

206 石 錐 F ．ケ．1 1 棒状 チ ャー ト 23 ．0 1 4．5 6 ．5 2 ．4 刃部 欠損。左側 は急 角度剥離 の両 面加工。

20 7 石錐 F．キ．1 4 棒状 チ ャー ト 32 ．0 1 4．0 9 ．0 3 ．4 刃部摩 耗。急角度 の両面加工 。

208 石錐 ． F．ス．1 0

泥 炭層

三角 横長剥片 チ ャー ト 4 1．0 1 3．0 10 ．0 6 ．3 刃部摩 耗。

209 石錐 J．キ．18 形 チャー ト 2 1．0 1 9．0 6 ．0 1．2 石線形 で、刃部 わずかに摩耗 。刃部 は急 角度剥離で整形。

210 石錐 F．カ．1 5 三角 チ ャー ト 20 ．0 1 4．0 6 ．0 1．1 刃部 のみ両面加工 。

2 1 1 石錐 F．ク．1 3 棒状 チャー ト 24 ．0 1 4．0 6 ．0 1．7 上部に石匙の摘み部のようなものが作出。刃部欠損。両面加工 。

2 12 石錐 ？ I区表採 三角 黒曜石 34 ．0 1 9．0 10 ．0 4 ．0 両 目加 工で先端部をとがらすが、ミニチュア石箆の可能性あり。
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番号 器種 出土位置 層位 形態 装着 素材 石材
長 さ
（mm ）

幅
（皿皿）

厚 さ

（mm ）
重 さ
（g ）

備考

2 13 石錐 F．コ．13 三角 黒曜石 （挟雑） 39 ．0 21 ．0 12 ．5 8 ．7 刃部摩耗。

2 14 石錐 F．サ．11 摘あ 頁岩 31 ．0 21 ．0 7 ．0 3 ．3 刃部欠損。摘み部 を作 出。

2 15 石錐 F．オ．14 摘み 横長剥片 黒曜石 35 ．0 21 ．0 7 ．0 3 ．1 摘み部 を件出。

2 16 石錐 F．カ．13 摘み 黒曜石 24 ．0 11 ．0 7 ．0 1 ．8 刃部欠損、摩耗。

2 17 石錐 ID 2 1 泥炭層 摘み 縦長剥片 頁岩 26 ．0 14 ．0 4 ．0 1 ．3
基部 に挟 りを作出。刃部わず かに欠損 。急 角度剥 離で整形。

礫打面 を残 し、 S I で剥離。

2 18 石錐 J．オ．1 8 黒曜石 23 ．0 15 ．0 6 ．0 1 ．4 刃部両側に摩耗。

2 19 石錐 F．カ．13 縦長剥片 チャー ト 30 ．0 14 ．0 7 ．0 2 ．5 基部 に．料S H P で挟 りが入 る。先端部 がわず かに摩耗 。

2 20 欠番

2 2 1 石錐 J．キ．2 0 泥炭層 摘み 黒曜石 25 ．0 14 ．0 7 ．0 1 ．3 刃部のみ両面加工。

2 22 石錐 J．キ．1 7 泥炭層 摘み 縦長剥片 黒曜石 22 ．0 16 ．0 4 ．0 1 ．0 刃部のみ正 と反方向か ら加工。

2 23 石錐 I．テ．1 2 摘み 安山岩 26 ．0 25 ．‾0 4 ．0 1 ．9 素材剥片が薄い。

2 24 石錐 F．オ．15 摘み 横長剥片 黒曜石 33 ．0 19 ．0 5 ．5 2 ．0 刃部のみ両面加工。

2 25 石錐 F．カ．14 横長剥片 黒曜石 26 ．0 21 ．0 7 ．0 1 ．8 刃部は、反方向か らの急角度剥離 で整形 。

2 26 石錐 F．コ．11 摘み 横長剥片 黒曜石 35 ．0 23 ．0 8 ．0 2 ．9 左側 を加工。先端部わずか に M F 。

2 27 石錐 17 F ．カ．12 摘み 横長剥片 チャー ト 27 ．0 20 ．0 9 ．0 4 ．3 右側 に M F が見 られ る。

2 28 石錐 F．シ．10 摘み 横長剥片 チ ャー ト （赤） 36 ．0 20 ．0 10 ．0 5 ．8 折れ剥片 を用いて、折れ面 から刃部 を整形 。

2 29 石錐 F．コ．11 摘み 横長剥片 頁岩 44 ．0 34 ．0 11 ．0 11 ．6 刃部欠損。刃部 は急角度の両面加工 。

2 30 石錐 1 J ．ク．1 9 縦長剥片 黒曜石 46 ．0 17 ．0 18 ．0 7 ．4 刃部は素材末端部 を使用。刃部 に M F と摩 耗。

2 3 1 石錐 J．オ．1 7 三角 横長剥片 ホル ンフェル ス 73 ．5 48 ．0 16 ．5 3 3 ．8 刃部わずかに摩耗。

2 32 石匙 F．ケ．12 横 黒曜石 14 ．0 22 ．0 3 ．5 0 ．7 左側に角がつ く。

2 33 石匙 F．ク．13 横 黒曜石 13 ．5 23 ．5 4 ．0 1 ．0 ミニチュア。右側欠損。

2 34 石匙 ⅡH 22 縦 黒曜石 12 ．0 17 ．0 5 ．0 0 ．9 刃部に M F 。 ミニチ ュア。

2 35 石匙 J．キ．1 8 泥炭層 頁石 21 ．0 26 ．0 8 ．5 2 ．9 摘み部のみの破片。挟 り部 は S I で成形 。

2 36 石匙 J．ィ．1 5 横 頁石 29 ．5 3 4 ．0 9 ．0 6 ．3 被熱。右側わずか に欠損。

2 37 石匙 I．ト．1 3 横 横長剥片 ホル ンフェル ス 21 ．0 3 9 ．0 5 ．5 2 ．9 刃部は素材剥片のエ ッジを用い 、M F 顕著 。

2 38 石匙 F．コ．10 横
横長

剥片 ？
頁岩 23 ．5 4 8 ．0 7 ．0 4 ．7 摘み部が長 く、屈曲す る。刃部 に止 M F 顕 著。

2 39 石匙 ⅡH 15 横 横長剥片 7 22 ．5 59 ．0 6 ．0 6 ．0 刃部に M F 顕著。右側尖 る。

2 40 石匙 F．オ．14 横 横長剥片 ホルンフェルス ？ 33 ．0 72 ．0 8 ．0 8 ．0 風化激 しい。

2 4 1 石匙 I．タ．7 横 横長剥片 ホル ンフェル ス 35 ．0 　74 ．0 9 ．5 2 0 ．5 打製石斧の作 り方で整形。

2 42 石匙 N ．ク．2 泥炭層 チャー ト 26 ．0 29 ．0 10 ．5 7 ．1． 摘み部のみの破片。

2 43 石匙 F．サ．11 縦 ？
横長

剥片 ？
安山岩 32 ．0 3 3 ．0 8 ．0 6 ．4

下端部欠損。摘みが長 く、屈曲す る。左側 に素材剥 片の礫打

面が くる。

2 44 石匙 N ．ケ．2 泥炭層 横
横長

剥片 ？
チャー ト 23 ．0 3 6 ．0 8 ．5 4 ．9 小形。

2 45 石匙 F．コ．11 縦 縦長剥片 頁岩 30 ．5 4 3 ．0 8 ．0 6 ．9
右側 を素材剥片の打面側にす る。刃部 は加工 がほどこされず、

素材剥片のエ ッジを利用す る。 M F が顕著。

2 46 石匙 F．オ．13 横
横長

剥片 7
頁岩 35 ．5 3 6 ．0 10 ．0 9 ．6 左側に素材剥片のバル ブが くる。

2 47 石匙 F．カ．12 横 横長剥片 ホル ンフェルス ？ 40 ．0 4 1 ．0 10 ．5 13 ．0 素材剥片のバルブ付近に摘み を作出。素材 は、H D で剥離 。

2 48 石匙 F．カ．12 横 ‾
横長

剥片 ？
チ ャー ト （赤） 28 ．0 3 7 ．0 8 ．0 5 ．5

小形。刃部 は M F が顕著。左側 下部 にわずか に尖 る角が作

出。

2 49 ’石匙 F．ク．12 横
横長

剥片 ？
頁岩 25 ．5 2 6 ．0 5 ．5 2 ．9 左側欠損。右側部分に素材剥剥片のバル ブがくる。

2 50 石匙 F．キ．13 横 チ ャー ト （赤） 33 ．5 2 6 ．5 10 ．5 5 ．4 左側欠損。

2 51 石匙 J．オ．1 7 横 横長剥片 頁岩 27 ．0 4 1 ．0 10 ．0 7 ．1 摘み部は S I で成形。

2 52 石匙 J．カ．1 7 泥炭層 横 横長剥片 頁岩 31 ．5 3 6 ．5 10 ．0 8 ．7 左側欠損。摘み部項部にわずか に扶 りが入 る。

2 53 石匙 F．コ．11 横 チャー ト 27 ．0 4 7 ．5 8 ．5 5 ．9 摘み部が長い。右側が尖 る。

2 54 石匙 F．サ．12 ． 横 チャー ト 26 ．5 3 2 ．0 7 ．0 3 ．2 小形。摘み部長い。

2 55 石匙 F．キ．14 横 チャー ト 3 3 ．0 4 9 ．0 11 ．0 9 ．5 摘み部が長い。摘みは扶 りが深 くない。

2 56 石匙 J．エ．1 8 泥炭層 横
縦長

剥片 ？
．チャー ト 3 0 ．5 3 4 ．0 9 ．0 5 ．6 右側欠損。

2 57 石匙 F．コ．11 横 縦長剥片 頁岩 r3 3 ．0 4 7 ．0 8 ．5 8 ．7 左側部分に素材剥片バルブが くる。

2 58 石匙 J．カ．1 9 泥炭層 横
横長

剥片 ？ チャー ト 29 ．0 4 1 ．0 9 ．0 6 ．0 小形。

2 59 石匙 F．キ．12 横 黒曜石 3 3 ．0 3 4 ．0 9 ．0 7 ．3 左右側辺欠損。摘み部が長い。

2 60 石匙 I．ト．1 5 横 縦長剥片 ホル ンフェルス 3 2 ．5 5 5 ．0 9 ．0 7 ．8 摘み部一部欠損。

2 61 石匙 I．ツ．8 ・ 横 横長剥片 頁岩 3 0 ．0 3 9 ．0 10 ．0 8 ．1 摘み部欠損。刃部は S I で成形途中か。

2 62 石匙 J．工．1 5 横 縦長剥片 チャー ト 4 4 ．0 4 9 ．0 12 ．5 17 ．8 刃部に M F 顕著。

2 63 石匙 I 区衷採 横 縦長剥片 ホルン フェルス 4 4 ．5 5 2 ．5 11 ．0 1 7 ．9 摘み部が長い。

2 64 石匙 F．キ．12 横 横長剥片 頁岩 4 2 ．0 6 4 ．5 10 ．5 1 9 ．4

摘みは素材剥片のバルブ付近に作出。摘み部頂部 に礫打面残

る。．刃部 は、 W S I の可能性 がある。右側 辺の下 部 に尖 る角
がつ く。

2 65 石匙 I．テ．1 3 横 縦長剥 片 チャー ト ＿（赤） 2 7 ．5 6 2 ．0 10 ．5 12 ．4 裏面は原礫面を残す。右側尖 る。

2 66 石匙 I P ll O 横 横長剥片 チ ャー ト 19 ．．0 2 6 ．0 8 ．0 3 ．3 刃部に急角度の M F 顕著。

2 67 石匙 I．ト．13 横 横長剥片 黒曜石 （漆黒） 2 0 ．0 2 3 ．0 1 0 ．0 3 ．4 下部欠損。

2 68 石匙 L．セ．2 癖 縦長剥片 頁岩 2 7 ．0 4 3 ．0 10 ．0 8 ．3 ミニチュア。刃部は急角度剥離で整形。

2 69 石匙 F．ケ．13

泥炭層

横

・縦

横長剥 片 黒曜石 2 3 ．0 3 1 ．0 7 ．0 3 ．1 右側にわずかに M F 。

2 70 石匙 J．土．1 6 黒曜石 2 2 ．0 2 0 ．0 9 ．0 3 ．6 摘み部破片。

2 71 石匙 J．カ．1 9

横長剥 片

貢岩 ？ 3 1 ．0 6 6 ．0 18 ．0 2 7 ．3 刃部に M F 顕著。

2 72 石匙 F ．コ．12 頁岩 4 1 ．0 3 1 ．0 8 ．0 6 ．0 下部欠損。

2 73 石匙 ？ 工区一括

麟

縦

横長剥 片 頁岩 3 9 ．0 5 7 ．0 1 2 ．0 2 4 ．7 加工が両面加工で石匙の刃部加工と同じであるので、石匙の可能性がある。

2 74

2 75

石匙

石匙

F．コ．13

F ．ケ．13

横長剥 片 頁岩

チ ャー ト

3 9 ．0

2 2 ．0

6 4 ．0

1 6 ．0

11．0

7 ．0

1 9 ．1

1 ．8

左側欠損。
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番号 器種 出土位置 層位 形態 装着 素材 石村 長 さ
（皿皿）

幅

（mm ）

厚 さ

（m皿）

重 さ

（g ），
備考

27 6 石匙 I．ト．12 縦 横長剥片 黒曜石 1 8 ．0 1 7．0 4．0 1 ．1 ミニチュア。摘み部わずか に欠損。

27 7 石匙 J．工．18 黒曜石 （挟雑） 1 8 ．0 1 1．0 3．5 0 ．5 摘み部の破片。

27 8 石匙 J．ク．20 泥炭層 横長剥片 黒曜石 2 2 ．0 1 3．0 6．0 1 ．0 ミニチュア。刃部に M F 顕著。

27 9 石匙 F ．ケ．13 縦 黒曜石 （漆黒） 2 3 ．0 1 1．0 6．0 1 ．2 ミニチュア。全面に摩耗。

28 0 石匙 F ．ケ．11 縦 縦長剥片 黒曜石 2 9 ．0 1 3．0 6．0 1 ．9 ミニチュア。挟 りは右側のみで、左側 は、急角度剥離で成形。

28 1 石匙 F ．工．14 縦 黒曜石 （漆黒） 4 5 ．0 15．0 1 4．0 5 ．8 棒状で、摘み部の挟 りは、不明瞭。

28 2 石匙 J．コ．18 泥炭層 縦 横長剥片 黒曜石 2 8 ．0 1 4．0 4．5 1 ．1 ミニチュア。右側に素材剥片のバルブがくる。左側は加工がなくM F 顕著。

28 3 石匙 J．キ．10 縦 縦長剥片 黒曜石 （挟雑） 3 6 ．0 1 8．5 7．5 2 ．9 刃部は加工がな く素材剥片のエ ッジを用い る。 M F 顕著。

28 4 石匙 F ．サ．11 縦 縦長剥片 チャー ト 3 7 ．5 1 7．5 7．0 3 ．5 下端部わずかに欠損。右側 は、お そらく S I で整形。

28 5 石匙 F ．ケ．12 縦 縦長剥片 黒曜石 4 3 ．5 2 2．0 1 1．0 4 ．5 刃部は M F が顕著。摘み部項部 に礫打面残 す。

28 6 石匙 F ．キ．13 縦 横長剥片 黒曜石 ・3 8 ．0 2 0．0 8．0 4 ．6 刃部に M F 顕著。摘み部欠損。

28 7 石匙 F ．シ．10 縦 黒曜石 （挟雑） 3 2 ．0 2 1．0 8．5 5 ．6 摘み部が長い。両側に M F 。

28 8 石匙 J．キ．18 泥炭層 縦 縦長剥片 チャー ト 3 2 ．0 2 7．5 7．5 4 ．3 下端部欠損。左側に M F 。右側 は、急角度剥離で整形。

28 9 石匙 ‘ J．カ．19 泥炭層 縦 縦長剥片 黒曜石 4 3 ．0 2 2．0 8．5 7 ．2 左側に M F 顕著。

29 0 石匙 F ．ケ．11 横 縦長剥片 貞岩 4 6 ．0 3 3．0 1 3．0 1 3 ．3 下端部欠損。

29 1 石匙 F ．サ．12 縦 横長剥片 安山岩 9 0 ．5 2 2．0 1 3．0 1 9 ．8 下端部が尖 り、挟 り部が S I で成形。

29 2 石匙 F ．オ．14 縦 チャー ト 3 6 ．0 3 2．5 1 1．0 8 ，7 下端部欠損。

29 3 石匙 F ．ケ．11 縦
縦長

剥片 ？
安山岩 5 2 ．5 4 2．0 7．0 1 3 ．5

摘み部は素材剥片のバルブ付近に作出。摘み部項部は礫打面

残す。左側下部に尖る角がつ く。

29 4 石匙 F．ス．9 横 チャー ト 4 4 ．0 6 7．0 1 5．0 2 7 ．9 一方向の挟 りのみで摘み部 を成形。

29 5 石匙 F ．キ．10 横 横長剥片 ホル・ンフェルス 3 7 ．0 4 0．0 1 0．0 1 0 ．1 小形。

29 6 石匙 J．ィ．13 横 黒曜石 1 4 ．0 3 1．0 5．0 2 ．0 摘み部欠損。刃部に M F 。

29 7 石匙 ？ I 区一括 横 チャー ト 1 8 ．0 2 8．0 9．5 4 ．5 左側欠損。

29 8 石匙 J．ケ．20 泥炭層 横 頁岩 ？ 5 2 ．5 5 0．5 1 0．5 2 7 ．4 下端部に M F 。

29 9 石匙 F ．サ．10 ‘横 チャー ト 3 1 ．0 4 2．0 1 3．0 9 ．6 刃部に M F 。摘み部挟 りは明瞭では ない。

30 0 石匙 J．キ．18 泥炭層 横長剥片 安山岩 4 9 ．5 5 7．0 1 0．5 3 4 ．4 摘み部欠損。

30 1 石匙 J．ィ．17 横 横長剥片 頁岩 4 2 ．0 6 9．0 1 4．5 3 1 ．2 素材剥片の平坦打面を残す。

30 2 石匙 F 区埋没谷 9 T L 縦 縦長剥片 泥岩 6 4 ．0 3 4．0 1 5．0 2 6 ．0 摘み部の挟 りが不明瞭。極わずか に作出。

30 3 石匙 J．ク．18 泥炭層 横 横長剥片 ホル ンフ ェルス 5 4 ．0 6 0．0 1 2．0 3 1 ．0 摘み部の挟 りはわずか。

30 4 石匙 I 区一括 縦 剥片 頁岩 5 2 ．5 5 4．0 1 3．5 2 5 ．1 刃部欠損。摘み部を作出。

30 5 石匙 J．ウ．19 縦 剥片 安山岩 12 3 ．0 9 3．0 2 1．0 14 1 ．4 素材剥片の打点部に摘み を作出。刃部 は左側辺。

30 6 掻器 F ．サ．11 縦長剥片 黒曜石 （漆黒） 2 9 ．0 1 8．0 9．0 4 ．0 刃部に M F 。

30 7 掻器 F ．ケ．13 横長剥片 黒曜石 2 3 ．0 2 2．0 7．0 3 ．4 刃部に M F 顕著。

30 8 掻器 J．キ．18 泥炭層 横長剥片 黒曜石 2 7 ．0 2 6．0 9．0 4 ．0 刃部に M F 顕著。

30 9 掻器 I．ト．13 横長剥片 黒曜石 （挟雑） 2 6 ．0 2 7．0 8．0 6 ．4 刃部は M F 。

31 0 掻器 I．こ．13 縦長剥片 黒曜石 2 8 ．0 2 2．0 1 2．0 5 ．7 刃部に M F 。

31 1 掻器 F ．シ．10 両極剥片 チャー ト 2 5 ．0 3 0．0 1 3．0 7 ．7 ・刃部は M F 、摩耗顕著。

31 2 掻器 J．キ．17 泥炭層 横長剥片 黒曜石 （赤 ） 1 9 ．0 2 2．0 5．0 1 ．9 刃部わずかに M F 。

31 3 掻器 J．キ．18 泥炭層 横長剥片 黒曜石 3 4 ．0 19．0 8．0 3 ．4 基部にわずかに加工が入 る。末端辺‾は M F が顕著。

31 4 掻器 J．ケ．18 泥炭層 横長剥片 黒曜石 （漆黒） 2 4 ．0 1 8．0 7．0 2 ．0 周縁に M F 顕著。

31 5 掻器 I H 2 2 横長剥片 黒曜石 （漆黒） 2 4 ．0 2 9．0 8．．0 4 ．5 刃部には M F が顕著。

31 6 掻器 F ．カ．12 横長剥片 チ ャー ト （赤） 17 ．0 2 9．0 9．0 3 ．4 刃部に M F 。

31 7 掻器 F ．ケ．11 横長剥片 チャー ト 2 5 ．0 3 5．0 1 0．0 7 ．2 刃部に M F 。

31 8 掻器 J．ア．13 横長剥片 黒曜石 （挟雑） 3 0 ．0 3 2．0 1 0．0 8．7 刃部に M F 。

31 9 掻器 I．セ．7 縦長剥片 黒曜石 3 2 ．0 2 2．0 7．0 5 ．0 打面をのぞ く周縁部に M F 顕著。

32 0 削器 F ．ス．10 チャー ト 4 3 ．0 3 0．0 1 2．0 1 2 ．6 右側欠損。

32 1 異形石器 ⅡD 1 15 黒曜石 （漆黒） 1 9 ．0 1 6．0 6．0 0．9 両側扶りが入る。上下に角が作出。打製石斧のミニチュアの可能性もある。

32 2 異形石器 工H 3 6 泥炭層 横長剥片 黒曜石 2 9 ．0 1 0．0 6．0 1．4 両側に挟 りを入れる。

32 3 石箆 F ．コ．12
剥片

（厚い）
頁岩 ． 7 9 ．5 4 8．0 1 8．0 8 0．5

異系統な石器。東北の石箆に相似。二次加工が表面だけで未

成品の可能性あ り。基部欠損。

32 4 二次加工剥片 F ．カ．13 黒曜石 （漆黒） 3 5 ．0 2 4．0 7．0 3．3 上部欠損。

32 5 二次加工剥片 F ．キ．13 チャー ト 3 0 ．0 2 7．0 1 0．5 8．6 石錐未成品 ？

32 6 二次加工剥片 F ．キ．13 チャー ト 2 7 ．0 1 6．0 8．0 3．2 石錐未成品 ？基部の加工か ら成形か。

32 7 二次加工剥片 F ．キ．13 チャー ト 2 6 ．0 1 9．0 9．0 3．9 石錐未成品 ？右側と下端部のみ加工。

32 8 二次加工剥片 F ．工．15 ホル ンフェルス 3 2 ．0 2 8．0 8．0 6．0 小破 片。．

32 9 二次加工剥片 F ．セ．19 チャー ト 3 1 ．0 3 1．0 9．0 6．0 下端部に M F 。両側わずかに加工。未成品 をその まま使用か。

33 0 二次加工剥片 F ．キ．13 チャー ト 2 2 ．0 2 2．0 6．0 1．8 ミニチュア石匙 ？左側に急角度剥離で整形。

33 1 三次加工剥片 F ．ケ．13 横長剥片 チャー ト 3 5 ．0 1 9．0 9．5 6．3 未成 品。

33 2 二次加工剥片 F ．ク．13 安山岩 2 8 ．0 2 4．0 7．0 3．9 先端 部わずかに加工。

33 3 二次加工剥片 J．キ．18 泥炭層 頁岩 3 4 ．0 2 6．0 1 3．0 9．5 未成 品。

33 4 二次加工剥片 J．ア．13 横長剥片 チャー ト 3 8 ．0 2 1．0 8．5 5．6 先 端部欠損。石鍾未成品 ？

33 5 二次加工剥片 Ⅲ H 2 8 黒曜石 （茶） 2 5．0 1 6．0 5．0 1．6 ミニチュア石匙の未成品 ？

33 6 二次加工剥片 J．ク．20 泥炭層 黒嘘石 （漆黒） 2 9．0 1 6．0 4．0 1．4 右側 折れ。

33 7 二次加工剥片 I．ト．11 裂片 黒曜石 3 7 ．0 1 1．0 5．0 1．8 右側 わずかに加工。

33 8 二次加工剥片 ⅡH 8 縦長剥片 黒曜石 2 1．0 1 5．0 ・ 6．0 1．2 上下部欠損。

33 9 二次加工剥片 I H 15 南側 黒曜石 2 2．0 1 4．・0 6．0 1．1 ミニチュア石匙か石箆の破片。

34 0 二次加工剥片 F．セ．8 縦 縦長剥片 黒曜石 2 6．0 1 7．0 8．0 2．2 刃部は未加工。摘み部の挟 りだけ作出。

34 1 二次加工剥片 J．カ．18 泥炭層 黒曜石 2 5．0 1 2．0 5．0 1．4 刃部 に M F 。右側は折れ面。

34 2 二次加工剥片 工H 2 3 縦 縦 長剥片 黒曜石 1 9．0 1 9．0 7．0 1．4 刃部に M F 。両側 にわずかに挟 りが入 る。

34 3 二次加工剥片 F ．カ．12 横 チ ャー ト 2 1．0 1 8．0 8．0 2．8 石匙 の破 片の可能性。

34 4 二次加工剥片 J．キ．18 泥炭層 ≡ 縦 長剥片 黒曜石 2 1．0 1 7．0 5．0 1．1 ミニチュア石匙の東成品 ？下端部に M F がわ ずかにみられ る。

34 5 二次加工剥片 E ．ク．14 裂片 ・頁岩 ？ 2 3．0 1 7．0 7．0 2．6 小形 。一．ヶ所だけ剥離がはいる。

34 6 二次加工剥片 I．ツ．10 縦 長剥片 黒曜石 1 5．0 2 1．0 8．0 2．4 右側 は刃つぶれ状の剥離を呈 している。
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番号 器種 出土位置 層位 形態 装着 素材 石材
長 さ

（mm ）

幅

（mm ）

厚 さ

（mm ）

重 さ

（g ）
備考

3 47 二次加工剥片 F．ケ．10 黒曜石 22 ．0 1 6 ．0 5 ．0 1 ．5 上部わずかに欠損。両面加工。

3 48 二次加工剥片 工区表採 チャー ト 14 ．0 2 2 ．0 7 ．0 ・3 ．0 下端辺は両面加工。

3 49 二次加工剥片 J．キ．1 9 横長剥片 黒曜石 （漆黒） 20 ．0 2 2 ．0 9 ．0 2 ．9 ミニチュア石匙の未成品 ？

3 50 二次加工剥片 I．テ．1 1 黒曜石 20 ．0 1 0 ．0 5 ．0 1 ．4 下部欠損。

3 51 二次加工承片 J．カ．1 9 泥炭層 縦長剥片 黒曜石 （漆黒） 26 ．0 1 9 ．0 8 ．0 2 ．5 小形。石鍼未成品か。

3 52 二次加工承片 ⅡD 27 床面 黒曜石 24 ．0 1 8 ．0 6 ．0 2 ．9 ミニチュア石器の未成品 ？

3 53 二次加工示片 ⅡH 15 南側 横長剥片 チ ャー ト （赤） 19 ．0 2 8 ．0 4 ．0 2 ．7 下端部わずかに欠損。石銀の未成品か。

3 54 二次加工承片 J．ク．2 0 黒曜石 23 ．0 2 0 ．0 5 ．0 2 ．2 下部欠損。

3 55 二次加工尋片 J．オ．1 8 黒曜石 25 ．0 1 5 ．0 9 ．0 3 ．0 素材は、両極剥離で剥離。

3 56 二次加工京片 ⅡH 14 ° 縦長剥片 黒曜石 2 8 ．0 1 7 ．0 6 ．0 2 ．3 刃部に M F 顕著。

3 57 二次加工京片 F．コ．13 黒曜石 （漆黒） 2 6 ．0 2 0 ．0 9 ．0 3 ．2 未成品 ？

3 58 二次加工承片 F．カ．13 チャー ト 2 1 ．0 2 3 ．0 11 ．0 4 ．9 ．上部欠損。石匙の破片の可能性 あり。

3 59 二次加工承片 J．ク．1 8 泥炭層 黒曜石 2 6 ．0 1 3 ．0 1 0 ．0 2 ．5 石錐の可能性 もあ る。

3 60 二次加工示片 I H 17 チャー ト 2 5 ．0 1 9 ．0 9．0 3 ．3 下部欠損。

36 1 二次加工承片 工M 5 縦長剥片 黒曜石 2 4 ．0 1 8 ．0 9．0 3 ．0 未成品 ？

36 2 二次加工承片 F．ク．13 横長剥片 黒曜石 ．2 17 ．0 2 2 ．0 9．0 3 ．7 裏面に原礫面を残す。未成品 ？

36 3 二次加工承片 I．ツ．1 1 縦長剥片 黒曜石 2 7 ．0 1 9．0 1 1．0 4 ．8 未成品。

36 4 二次加工剥片 I M 2 縦長剥片 黒曜石 2 8 ．0 1 7．0 9．0 3 ．3 上端部に M F 顕著。

36 5 二次加工承片 I．ト．1 2 チャー ト 2 2 ．0 2 3．0 8．0 3 ．5 上部欠損。 ミニチュア石匙の破片 ？

36 6 二次加工示片 F ．ク．13 玉髄 ？ 2 3 ．0 2 6．0 1 0．0 4．6 下部欠損。縁辺に M F 。

36 7 二次加工承片 F ．ケ．13 横長剥片 チャー ト 2 1 ．0 1 9．0 5．0 1 ．7 小形貝殻 状剥片。加工はご くわずか。

36 8 二次加工剥片 I P 8 横長剥片 頁岩 2 0 ．0 2 9．0 8．0 3．2 ミニチュア石匙の未成品 ？

36 9 二次加工、片 F ．ケ．11 黒曜石 2 1 ．0 2 8．0 8．0 4．3 未成品。

37 0 二次加工承片 ’I 区表採 横長剥片 黒曜石 （漆黒） 2 8 ．0 2 4．0 7．0 3．0 小形貝殻 状剥片。

37 1 二次加工承片 I．ト．13 横長剥片 黒曜石 2 9 ．0 1 8．0 9．0 4．5 左側欠損。

37 2 二次加工京片 J．オ．1 9 横長剥片 黒曜石 （漆黒） 2 9 ．0 2 4．0 9．0 5．9 素材は、H D で剥 離。

37 3 二次加工京片 J．キ．1 9 泥炭層 縦長剥片 黒曜石 ． 2 8 ．0 2 3．0 1 1．0 6．2 打点周辺 に潰れが見 られる。

37 4 二次加工承片 ⅡH 14 カマド一括 チャー ト 2 7 ．0 2 4．0 1 0．0 5．3 未成品。

37 5 二次加工京片 J．ク．1 9 泥炭層 黒曜石 2 7 ．0 2 9．0 1 1．0 6．6 未成品。

37 6 二次加工承片 F．ス．9 チャー ト 3 0 ．0 2 9．0 1 1．0 7．8 ミニチュア石 器の未成品 ？

37 7 二次加工京片 F ．キ．13 チ ャー ト 2 8．0 2 9．0 1 0．0 7．5 ミニチュア石 器の未成晶 ？

37 8 二次加工剥片 F ．コ．11 頁岩 3 2 ．0 2 8．0 1 0．0 8．5 ミニチュア石器の未成品 ？

37 9 二次加工剥片 Ⅱ M 9 東側 縦 長剥 片 黒曜石 2 6．0 2 3．0 9．0 3．6 ’小 形貝殻状剥 片。末端辺に反方向の平坦剥離が入る。

38 0 二次加工剥片 ⅡH 2 2 横 ？ 横長剥 片 頁岩 2 5．0 2 7．0 1 2．0 5．6 被熱。刃部破 片。刃部 M F 顕著。

38 1 二次加工剥片 J．工．1 7 横長剥 片 チ ャー ト 2 6．0 30 ．0 10 ．0 8．8

38 2 二次加工剥片 F ．エ．1 4 黒曜石 3 2．0 26 ．0 1 2．0 8．0 左側 は両面加 工。

38 3 二次加工京片 F ．シ．1 1 チ ャー ト 3 0．0 2 5．0 14 ．0 9．6

38 4 二次加工尋片 F ．ク．1 2 チ ャー ト 3 5．0 2 5．0 12 ．0 6 ．6 尖頭 部を作 出。

38 5 二次加工承片 F ．ウ．14 チ ャー ト ’2 6．0 28 ．0 1 1．0 8 ．0 対 行剥離 はないが剥 離面は H V D であ る。

38 6 二次加工承片 F ．ク．1 1 チャー ト （赤） 1 8．0 25 ．0 8 ．0 3 ．5 上 部欠損 。

38 7 二次加工承片 B ．キ．12 縦 長剥 片 チ ャー ト 3 7．0 22 ．0 12 ．0 7 ．4 バ ルブを除去 するような加工を施す。

38 8 二次加工京片 J．ク．18 泥炭層 黒曜石 2 2．0 26 ．0 8 ．0 4 ．3 未成 品 ？

38 9 二次加工剥片 ．工H 2 3 黒 曜石 （漆 黒） 2 5．0 27 ．0 8 ．0 6 ．6 摘 み部 を作 出。

39 0 二次加工剥片 ⅢH 1 7 横長剥 片 黒曜石 3 2．0 17 ．0 6 ．0 2 ．6 ミニチュア石匙 の末成 品か。

39 1 二次加工剥片 F ．コ．1 1 ホルンフェルス 3 6．0 19 ．0 16 ．0 7 ．6 両面加工。両側急 角度剥 離で整形 。

39 2 二次加工剥片 F ．ス．1 0 頁岩 2 9．0 24 ．0 9 ．0 6 ．0 左側 欠損。石匙 の破 片の可能性 がある。

39 3 二次加工承片 F ．キ．1 4 横長剥 片 黒 曜石 19 ．0 38 ．0 12 ．0 8 ．2

39 4 二次加工承片 J．ケ．18 泥炭層 縦長剥 片 黒曜 石 （挟雑 ） 38 ．0 ・17 ．0 10 ．0 4 ．9 石錐 の未成品 か ？

39 5 二次加工承片 F ．ス．1 0 縦長剥片 黒曜石 36 ．0 17 ．0 13 ．0 5 ．2 左側 に加工。．

39 6 二次加工京片 J．ク．18 泥炭層 縦長剥 片 黒曜石 36 ．0 27 ．0 10 ．0 6 ．1 石匙 の禾成品 か ？

39 7 二次加工示片 F ．シ．1 0 縦長剥片 頁岩 3 1．0 36 ．0 13 ．0 10 ．6 正方 向の急角度剥細 で加工 。

398 二次加工承片 I H 2 9 横長剥片 黒曜石 （漆黒 ） 22 ．0 41 ．0 9 ．0 7 ．7 右側 に加工が入 るの み。

399 二次加工剥片 J．コ．18 泥炭層 横長剥片 黒曜石 2 1．0 37 ．0 8 ．0 4 ．6 刃部 は、わず かに M F が見 られる。

4 00 二次加工承片 ⅡD 28 黒曜石 33 ．0 22 ．0 9 ．0 5 ．8 左側折れ。

4 0 1 二次加工承片 F．ケ．1 3 横長剥片 黒曜石 34 ．0 22 ．0 8 ．0 3 ．2 ・素材剥片 は両極剥片の ようである。

4 02 二次加工承片 工H 47 横長剥片 黒曜石 15 ．P 32 ．0 9 ．0 2 ．7 両端部に尖頭部 を成形。石錐の未成 品 ？

4 03 二次加工承片 I H 32 掘方 両極剥片 黒曜石 37 ．0 23 ．0 14 ．0 9 ．0 右側のみ加工。

4 04 二次加工承片 I F ．9 横長剥片 チ ャー ト 29 ．0 32 ．0 11 ．0 8 ．9 加工 は極一部。

4 05 二次加工剥片 F．サ．1 1 黒曜石 43 ．0 17 ．0 14 ．0 9 ．1 両側 は両極剥離で成形。

4 06 二次加工剥片 F．コ．1 1 頁石 37 ．0 26 ．0 14 ．0 11 ．7 上部右側に尖頭部作出。

4 07 二次加工剥片 F．シ．1 0 頁石 41 ．0 26 ．0 14 ．0 13 ．6 石箆の未成品 ？

4 08 二次加工承片 F．コ．1 3 横長剥片 チ ャー ト 38 ．0 29 ．0 11 ．0 9 ．2 左側欠損。

4 09 二次加耳承片 J．ク．1 8 泥 炭層 横長剥片 チ ャー ト （赤） 48 ．0 33 ．0 11 ．0 9 ．2 石匙の未成品 ？

4 10 二次加工京片 I．ト．1 3 黒曜石 38 ．0 23 ．0 14 ．0 7 ．5 未成品 ？

4 11 二次加工承片 ⅡH 22 ホル ンフェル ス 44 ．0 23 ．0 11 ．0 21 ．9 尖頭部を作出。

4 12 二次加工剥片 F．カ．13 ホル ンフェル ス 31 ．0 3 2 ．0 8 ．0 23 ．4 上部欠損。

4 13 二次加工剥片 F．ス．10 縦長剥片 安山岩 39 ．0 6 1 ．5 10 ．5 23 ．1 摘み部は明瞭ではないが、わずか に挟 りをいれ る。

4 14 二次加工剥片 F．セ．7 礫端 片 ホルンフェルス ？ 57 ．0 4 5 ．0 2 1 ．0 4 7 ．0 未成品。

4 15 二次加工示片 J．ク．1 8 横長剥片 チャー ト 29 ．0 4 1 ．0 15 ．0 16 ．4 未成晶。素材 を薄 くす るために両極剥離が施 され る。

4 16 二次加工承片 F．ケ．12 黒曜石 40 ．0 2 3 ．0 10 ．0 9 ．3 摘みの作 りが貧弱。

4 17 二次加工示片 J．コ．2 0 泥炭層 裂片 黒曜石 48 ．0 2 2 ．0 19 ．0 8 ．4 両側わずかに加工。

4 18 二次加工剥片 J．キ．1 8 泥炭層 縦長剥片 チャーー ト 53 ．0 2 6 ．0 15 ．0 16 ．6 素材は、 H D で剥離。

第71表　遺構外出土石器観察表⑥

ー　224　－



番号 器種 出土位置 層位 形態 装着 素材 石材
長 さ
（m皿）

幅
（m皿）
厚 さ
（m皿）

重 さ
（g ）

備考

41 9 二次加工剥片 F．ク．1 3 横長尋片 チャー ト 61 ．0 23 ．0 9 ．0 10 ．5 左側 のみ加工 。

420 二次加工剥片 ⅡD lO 6 縦長尋片 黒曜石 56 ．0 28 ．0 12 ．0 17 ．7 石匙 未成品 ？

42 1 二次加工剥片 L ．サ．3 黒曜石 51 ．0 35 ．0 9 ．0 17 ．0 右側 を急 角度 で成形 。

42 2 二次加工剥片 I．ツ．11 横長承片 頁岩 21 ．0 46 ．0 34 ．0 2 1．8 剥 片は H D で剥 離。

42 3 二次加工剥片 J．キ．17 泥炭層 縦長承片 ホル ンフェル ス 48 ．0 69 ．0 15 ．0 52 ．3 素 材は、礫打面 を残 し、H D で剥離。

42 4 二次加工剥片 I．テ．11 横長承片 ホル ンフェル ス 51 ．0 78 ．0 13 ．5 60 ．2 加 工は極 一部 。

42 5 二次加工剥片 F．ケ．1 3 礫端片 ホル ンフェル ス 76 ．5 48 ．0 9 ．0 37 ．6 打 製石 斧の破損 ？

426 二次加工剥片 J．工．18 縦長剥片 玄武岩 ？ 40 ．5 81 ．0 19 ．5 60 ．4 下端 部に M F 顕 著。剥片は SI で剥離の可能性。

42 7 二次加工剥片 J．エ．16 剥片 頁岩 60 ．0 49 ．5 18 ．0 54 ．6 左側 欠損 。

428 二次加工剥片 F ．キ．1 4 横長剥片 ホル ンフェル ス 52 ．5 58 ．5 15 ．0 50 ．2 左側の剥離はがじりの可能性がある。主要剥離面とのパティナに差がある。

42 9 二次加工剥片 F．カ．1 3 剥片 安山岩 1 02 ．0 69 ．0 28 ．．5 135 ．8 未成 品 ？

43 0 二次加工剥片 F．コ．1 1 剥片 安山岩 ‾ 99 ．0 66 ．0 21 ．0 123 ．3 刃部は急 角度剥離 で整形。

43 1 二次加工剥片 I 区表採 縦長剥片 ホル ンフ工ル ス 1 12 ‘．5 51 ．0 18 ．0 80 ．8 右側辺 に二次加工 。

43 2 二次加工剥片 N ．ケ．2 泥炭層 ホル ンフェル ス 82 ．5 67 ．5 21 ．0 140 ．7 未成 品 ？

433 二次加工剥片 F 区埋没谷 9′It ． 剥片 ホル ンフェル ズ 70 ．5 64 ．5 16 ．5 56 ．0 左側 欠損 。

43 4 使用痕剥片 工H 4 7 黒曜石 18 ．0 14 ．0 4 ．0 0 ．5 左側 に M F 。

43 5 使用痕剥片 I D 1 6 縦長尋片 黒曜石 22 ．0 14 ．0 5 ．0 1 ．3 末端辺 に M F 顕 著。

43 6 使用痕剥片 F．カ．1 2 縦長承片 黒曜石 25 ．0 17 ．0 5 ．5 2 ．5 周縁部 に M F 顕 著。

43 7 使用痕剥片 F ．ク．1 1 縦長承片 黒曜石 （漆黒） 30 ．0 14 ．0 4 ．0 0 ．9 右側上部 に M F が顕 著。

438 使用痕剥片 J．カ．19 泥炭層 縦長承片 黒曜石 ・25 ．0 21 ．0 7 ．0 2 ．3 右側 内湾 部に M F 顕 著。

43 9 使用痕剥片 ⅡH 2 2 縦長承片 黒曜石 20 ．0 16 ．0 4 ．0 1．4 右側 と下端部 に M F 顕著 。

440 使用痕剥片 I．キ．12 横長承片 チャー ト 20 ．0 21 ．0 4 ．0 2 ．0 小形貝殻状剥片。両側 M F 顕著 。

44 1 使用痕剥片 F ．カ．1 4 縦長承片 黒曜石 39 ．0 28 ．0 7 ．5 3 ．8 右側 に M F 顕著 。

442 使用痕剥片 F ．ィ．2 横長承片 黒曜石 24 ．0 ． 19 ．0 8 ．0 2 ．1 左側 に M F 。

443 使用痕剥片 J．ケ．18 縦長承片 チャー ト 25 ．0 21 ．．0 8 ．0 3 ．1 末端部 に M F 顕 著。

444 使用痕剥片 L ．ケ．5 縦長承片 チャー ト 22 ．0 31 ．0 7 ．0 3 ．1 右側 にわずかに M F 。

4 4 5 使用痕剥片 J．ケ．19 泥炭層 横長承片 黒曜石 28 ．0 32 ．0 8 ．0 4 ．9 末端辺 にわず かに M F 。

446 使用痕剥片 F ．ス．1 0 黒曜石 24 ．0 23 ．0 11 ．0 4 ．4 下端部 に M F 顕 著。

4 4 7 使用痕剥片 F ．ケ．1 1 横長承片 黒曜石 31 ．0 18 ．0 10 ．0 3 ．2 末端辺 に M F 顕著 。

448 使用痕剥片 F ．サ．1 0 横長承片 チャー ト 31 ．0 32 ．0 10 ．0 7 ．4 左側尖頭部 に M F 。

449 使用痕剥片 F．ケ．1 1 縦長承片 黒曜石 28 ．0 26 ．0 8 ．0 2 ．1 右側 に M F 顕 著。

450 使用痕剥片 F ．オ．1 4 縦長承片 黒曜石 39 ．0 24 ．0 10 ．0 5 ．6 左側 に M F 顕著 。素材 は、H D で剥離。

4 5 1 使用痕剥片 J．コ．19 泥炭層 縦長承片 黒曜石 35 ．0 20 ．0 8 ．0 2 ．8 右側 に M F 顕著 。

452 使用痕剥片 J．カ．19 泥炭層 横長承片 黒曜石 28 ．0 28 ．0 9 ．0 3 ．4 右側 、末端辺 に M F 顕著 。

453 使用痕剥片 F ．コ．1 3 縦長承片 黒曜石 33 ．0 25 ．0 8 ．0 5 ．4 左側 に M F 顕 著。

454 使用痕剥片 F ．サ．1 0 縦長承片 チャー ト 36 ．0 害7 ．0 10 ．0 7 ．6 左側 と末端辺 に M F 顕著 。

455 使用痕剥片 F ．ケ．1 1 縦長示片 黒曜石 40 ．0 23 ．0 10 ．0 6 ．9 左側 に M F 。素材 は H D で剥離。

4 56 使用痕剥片 I H 2 6 縦長京片 黒曜石 38 ．0 20 ．0 7 ．5 4 ．1 両側 に M F 顕著 。

4 5 7 使用痕剥片 J．ケ．19 泥炭層 縦長承片 黒曜石 34 ．0 8 ．0 6 ．0 1 ．5 両側 に M F 顕著 。

4 58 使用痕剥片 F．ク．1 3 縦長承片 黒曜石 ・25 ．0 17 ．0 10 ．0 3 ．8 末端 部と左側 に M F 。

459 使用痕剥片 I H 1 2 縦長剥片 黒曜石 39 ．0 21 ．0 7 ．0 4 ．0
右 側に M F 顕著。左側 には ノッチ状 の挟 りがあ る。素 材剥

片 は切 り子打面 から S D で剥離 され る。

460 使用痕剥片 F ．ケ．1 1 縦長承片 黒曜石 （挟雑） 36 ．0 20 ．0 8 ．0 3 ．8 両側 に M F 顕著 。素材 は、H D で剥離。

46 1 使用痕剥片 J．ケ．19 泥炭層 縦長尋片 黒曜石 35 ．0 22 ．0 10 ．0 5 ．9 右側 に M F 顕著 。

4 62 使用痕剥片 J．ク．18 泥炭層 縦長承片 黒曜石 40．．0 19 ．0 11 ．0 4 ．6 被熱 。末端辺 に M F 。

463 使用痕剥片 F ．カ．1 5 横長示片 黒曜石 45 ．0 16 ．0 10 ．0 5 ．7 右側 に M F 顕著 。

4 64 使用痕剥片 工F ．9 縦長承片 黒曜石 40 ．0 17 ．0 11 ．0 5 ．1 ．刃部 は M F 顕著 で、刃つ ぶれ が見られ る。

4 65 使用痕剥片 ⅡT a16 縦長承片 ホル ンフェル ス 43 ．0 23 ．0 6 ニ0 4 ．9 両側 のエッジが摩耗。

4 66 使用痕剥片 I．ツ．11 縦長承片 黒曜石 51 ．0 43 ．0 16 ．0 29 ．8 素材 は、H D で剥離。左側 に M F 顕著。

4 67 使用痕剥片 J．カ．19 泥炭層 縦長尋片 安山草 52 ．0 26 ．0 11 ．0 12 ．0 左側 に M F 顕著 。

4 68 使用痕剥片 F．キ．1 3 横長承片 ホル ンフェル ス 66 ．0 94 ．5 15 ．0 82 ．9 刃部 に M F 顕著 。素材 は、礫打面 をもち H D で剥離 。

4 69 使用痕剥片 J．オ．19 礫端片 硬砂岩 75 ．0 64 ．5 18 ．0 97 ．7 素材 は末端辺 に使用痕剥離。わずかに摩 耗。

470 使用痕剥片 ⅢH 2 8 縦長承片 ホル ンフェル ス 1 15 ．5 42 ．0 12 ．0 45 ．4 右側 内湾部．に M F 顕著 。

4 7 1 ピエス ⅡM 9 両極尋片 黒曜石 20 ．0 19 ．0 6 ．0 2 ．5

4 72 ピエス J．ア．13 両極承片 黒曜石 ‘ 23 ．0 24 ．0 7 ．0 3 ．3

4 73 ピエス N ．ク．2 泥炭層 両極尋片 黒曜石 26 ．0 18 ．0 7 ．0 2 ．7

4 74 ピエ ス J 区埋没谷 両極承片 黒曜石 29 ．0 19 ．0 10 ．0 4 ．6

4 75 ピエス F．サ．1 0 両極承片 チャー ト 28 ．0 31 ．0 19 ．0 7 ．7

4 76 ピエ ス 工H 30 両極承片 チャー ト 39 ．0 26 ．0 8 ．0 5 ．9

4 77 ピエス F．カ．1 3 両極承片 黒曜石 （挟雑） 29 ．0 28 ．0 15 ．0 7 ．6

4 78 ピエ ス I H 33 泥炭層 チャー ト 22 ．0 26 ．0 8 ．0 4 ．8 打点 を変 えて打 って いる。

4 79 打 製石 斧 工H l l 屈曲 縦 ？ 横長剥片 安山岩 55 ．5 39 ．0 15 ．0 30 ．4 小形。項部欠損。

4 80 打 製石斧 J．キ．18 泥炭層 バチ 癖端片 頁岩 ？ 60 ．0 42 ．0 16 ．5 33 ．9 小形。

4 8 1 打製石斧 J．カ．18 泥炭層 バチ 縦 ？ 剥片 ホル ンフェルス 64 ．5 48 ．0 15 ．8 35 ．5 小形。矩形の形 を踏襲。

4 82 打 製石 斧 J．カ．19 泥炭層 バチ 剥片 ホル ンフェル ス 72 ．0 42 ．0 17 ．3 38 ．6 小形。刃部わずか に破損。

4 83 打製石斧 F．カ．1 4 バチ 縦 剥片 ホル ンフェル ス 66 ．8 35 ．3 5 ．3 11 ．7 打製石斧の ミニチュア。左側は H H P で整形、右側 は H N D で整形。

4 84 打製石 斧 F．カ．1 5 バチ 横 剥片 ホル ンフェルス 78 ．0 48 ．0 12 ．0 42 ．3 前主面部刃部に摩耗。線状痕明瞭。右側下端部は屈曲するように整形。

4 85 打製石斧 J．カ．18 泥炭層 バチ？ 剥片 ホル ンフェルス 82 ．5 49 ．5 13 ．5 52 ．9 刃部わず かに欠損。右側 は H N D で整形。

4 86 打製石斧 F．ク．1 3 屈曲 礫端片 ホル ンフェルス 86 ．3 55 ．5 15 ．0 57 ．6
右側 は刃潰 し顕著で、左側は H N D で整形。項部 は右 側に斜

行す る平坦面 を作出。

4 87 打製石斧 F．ケ．1 1 屈曲 剥片 ホル ンフェルス 83 ．3 43 ．5 9 ．0 31 ．5 刃部欠損。左側 は自然面 を利用。両側辺に摩耗。

4 88 打製石斧 J．オ．18 短冊 剥片（薄い） ホル ンフェルス 88 ．5 45 ．0 17 ．3 73 ．3 刃部わず かに欠損。
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番号 器種 出土位置 層位 形態 装着 素材 石 材
長 さ

（mm ）

幅

（mm ）

厚 さ

（m皿）

重 さ

（g ）
備考

4 89 打製 石斧 F．ス．10 屈 曲 剥片
（薄い） 頁岩 1 9 5 ．3 4 8 ．0 18 ．8 8 2 ．9 横長剥片 を利用 し、右側辺に H N D でわずかに加工。

4 90 打製石 斧 F．サ ．11 短冊 扇平礫 ホル ンフェルス 78 ．0 4 9 ．5 9 ．8 53 ．0 非常 に薄い。全体形は項部が 「く字」になる。

4 9 1 打製石斧 I 区一括 挟 入 縦 扇平礫 ホル ンフ ェルス 8 2 ．5 5 4 ．0 1 9 ．5 9 5 ．7 右側辺の挟りは深く、右側は浅い。刃潰し加工は両側顕著で摩耗も見られる。

4 92 打製石斧 F．ケ．12 扶 人 剥片
（薄い） ホル ンフ ェルス ・9 5 ．3 5 2 ．5 1 3 ．5 7 3 ．8 右側辺 は刃潰 し顕著。左側上部に挟 りを入れる。

4 93 打製石斧 J．キ．1 8 泥炭層 バ チ 横 剥片 ホル ンフェルス 9 6 ．0 5 1 ．0 2 1 ．0 9 8 ．1 器体が湾曲。刃部に裏面側に刃こぼれ顕著刃部表面側にわずかに摩耗。

4 94 打製石斧 J．ク．1 9 泥炭層 挟入 縦 ？ 礫端片 頁岩 ？ 9 9 ．8 4 6．5 1 3 ．5 7 1 ．5 右側に挟 りを入れ る。

4 95 打製石斧 N ．キ．1 泥炭層 バ チ 礫端片 頁岩 9 1 ．5 5 5．5 2 2 ．5 9 0 ．7 刃部わずかに欠損。左側の整形は顕著で稜線が摩耗。

4 96 打製石斧 F．サ ．12 挟入 縦 ？ 剥片 ホル ンフェルス 9 3 ．8 5 7．0 1 6 ．5 6 8 ．6 刃部わずかに摩耗。刃部が70度に傾く。左側辺が平坦に整形される。

4 97 打製石斧 F ．サ ．11 バ チ 横 礫 ホル ンフェルス 8 8 ．5 5 2．5 1 7 ．3 8 1 ．8 表面刃部に摩耗顕著。左側辺の挟 り部に摩耗。

4 98 打製石斧 F ．シ．11 屈曲 縦 礫端片 砂岩 10 3 ．5 5 7．8 2 1．8 10 7 ．5 右側 コプ付、屈曲する。

4 99 打製石斧 F．キ．14 バチ 縦 剥片 ホルンフェルス 9 7 ．5 4 9．5 1 8．0 8年．2 右側の刃部が屈曲するのが特徴。左側辺は H N D で整形 。

5 00 打製石斧 F ．コ．11 屈曲 縦 ？ 剥片 砂岩 10 0 ．5 4 5．0 1 8．0 7 9．1 右側辺の刃潰 しが顕著で、左側は右傾する。東北の石箆 と相似する。

5 01 打製石斧 F ．カ．15 屈曲 縦 扇平礫 ホルンフェルス 10 5．0 46 ．5 1 3．5 6 3．0
全体的に摩耗が激 しい。項部に斜行する平坦面を作出。刃部

は石器の軸に対 して 78 度斜行する。

50 2 打製石斧 ・ F ．キ．14 屈曲 縦 礫 硬 砂岩 1・1 1．0 48 ．0 1 9．5 10 5．0
右側辺の刃潰 しが顕著で左側辺は H N D で整形。項部 に節理

面を残す。刃部に摩耗。錐形か縦形か不明瞭。

50 3 打製石斧 J．キ．19 泥炭層 屈曲 礫端片 頁岩 ． 11 4．0 64 ．5 2 7．8 16 6．2 両側刃潰 し顕 著、摩耗。右側が内湾する。

50 4 打製石斧 F ．カ．14 屈曲 縦 扇平礫 緑色片岩 10 7．3 5 1．0 22 ．5 106 ．3 右側辺は刃部付近までの広範囲の刃潰 し加工。左側辺裏面は破損。

50 5 打製石斧 F ．コ．12 屈曲
剥片

（薄い）
頁岩 10 9．5 54 ．8 13 ．5 76 ．4

両側辺の稜 線が摩耗。刃部が石器の軸 に対して7 5度斜 行。刃

部は刃つぶれが見られる。

50 6 打製石斧 F ．ク．12 屈曲 礫端片 ホルンフェル ス 11 5．5 64 ．5 27 ．8 149 ．4 異様 な打製 石斧。左側 辺は丁寧 な H N D で整形。・

50 7 打製石斧 N ．ク．3 泥炭層 屈曲 横 礫端片 頁岩 126 ．0 69 ．0 24 ．0 174 ．9
器体が湾曲。刃部に裏面側 に刃こぼれ顕著 。刃部摩耗 の状態

か ら横装着 の可 能性 もある。

50 8 打製石斧 N ．コ．1 スキ 縦 ？
剥片

（薄い）
ホルンフェル ス 11 1．0 54 ．0 14 ．3 150 ．9

両側 で基部加工 が追 う。裏面側 刃部に摩耗顕著。 刃部摩耗 の

状態 か ら横装着 の可能性 もある。

50 9 打製石斧 J．ケ．19 痴炭層 －バチ 縦 ． 礫 頁岩 ？ 119 ．3 57 ．8 24 ．0 104 ．8 両側 ともに刃潰 し、摩耗顕著 。

51 0 打製石斧 J．キ．18 泥炭層 スキ 礫端片 頁岩 156 ．0 72 ．0 19 ．5 196 ．6
基部 を柄 のように作 出。右側 の加工が顕著 で一部 自然面 を残

す。刃部は刃 こぼれ が見 られ る。

51 1 打製石斧 F．コ．1 2 スキ 縦 ． 礫 ホル ンフェル ス 1 35 ．0 61 ．5 27 ．0 2 60 ．3 基部 を柄の ように作 均。右側 が刃部 に対 して垂直 になる。

51 2 打製石斧 J．オ ．17 スキ？ 横 剥片 ホル ンフェル ス 1 21 ．5 ・ 58 ．5 18 ．8 1 34 ．6 右側 と刃部一部 欠損 。裏面側刃部 に摩耗顕著。一線状痕明瞭。

51 3 打製石斧 J．キ ．18 泥炭層 スキ 剥片 ホル ンフェル ス 1 27 ．5 73 ．5 18 ．8 1 71 ；3
基部 H V D で柄のように作出。・左側が刃部に対 して垂 直に な

る。 刃部 は刃 こぼれ はげしい。

51 4 打製石斧 F．キ．14 短冊 横 礫端片 ホル ンフェル ス 1 30 ．5 60 ．0 10 ．5 93 ．3 ．
基部付近の両側辺摩耗。刃部裏面側に摩耗 ありで線状痕明瞭。

基部表面側 に着柄 による摩耗。

51 5 ． 打製石斧 N ．カ．1 泥炭層 短冊 扇平礫 ホル ンフェル ス 1 17 ．0 ．4 9 ．5 15 ．0 1 23 ．5 刃部前主面に摩耗顕著。線状痕明瞭。基部は m で整形、摩耗顕著。

5 1 6 打 製石斧 J．キ．19 泥炭層 バチ 横 剥片 ホル ンフェル ス 1 05 ．8 4 8 ．0 15 ．8 92 ．1 両側刃潰 し顕著、摩耗。表面刃都側に刃 こぼれ、摩耗顕著。

5 1 7 打 製石斧 N ．コ．1 短冊 横 ？ 剥片（薄い） ホル ンフェル ス 1 21 ．5 5 7 ．0 18 ．8 1 27 ．2 両側の摩耗顕著。

5 18 打製石 斧 J．カ．17 泥炭層 短冊 横
剥片
（薄い） ホル ンフェルス 1 24 ．5 5 4 ．0 14 ．3 9 6 ．1

基部わずかに欠損。前主面側に摩耗顕著。線状痕明瞭。器体が湾曲する。

5 19 打製石 斧 J．カ．19 泥炭 層 バチ 縦 ？ 礫端 片 ホルンフェルス ？ 1 38 ．0 6 8 ．3 18 ．0 17 6 ．5 両側摩耗顕著で項部の形態が分銅形 とおな じであ る。

5 20 打製石 斧 J．オ．18 挟人 縦 ？ 扇平礫 1 59 ．8 8 5 二5 3 0 ．0 48 1 ．1 大形。両側刃潰 し、摩耗顕著。刃部は稜線が摩耗。

5 2 1 打製石 斧 J．オ．19 泥炭 層 礫端片 ホル ンフェルス 64 ．5 4 9 ．5 16 ．5 7 0 ．3 基部破片。右側は刃潰 し顕著。左側は H N D で整形。

5 22 打製石 斧 F．工．14 ホル ンフェルス 75 ．0 4 5 ．0 2 0 ．3 7 8 ．5 基部破片。左右の側辺で加工に差があ る。

5 23 打製石 斧 F．カ．15 礫端片 砂岩 78 ．0 4 9 ．5 2 5 ．5 10 2 ．2 刃部欠損。両側辺の稜線が摩耗。．

5 24 打製石 斧 F．キ．14 礫 頁岩 9 3：0 4 9 ．5 2 5 ．5 9 3 ．5
刃部欠損。左側は下端部に H V D の刃潰 し加工が見 られる。

右側は H N D で整形。

5 25 打製石 斧 F．キ．12 剥片 ホル ンフェルス 6 1 ．5 6 0 ．0 1 6．5 5 1 ．7 基部、刃部欠損。

5 26 打製石斧 F．サ ．12 剥片 ホル ンフェルス 8 7 ．0 4 8．0 1 5．・0 6 3 ．1 刃部欠損。両側辺は H N D で整形。

5 27 打製石斧 J．オ．18 バ チ 横 ？
剥片
（蒋い）， ホルンフェルス 8 8．5 5 7．0 1 9．5 10 8 ．1 刃部欠損。両側摩耗。

5 28 打製石斧 F ．シ．12
失嘉冊
？
横 ？ 剥片

（薄い） 10 2．8 5 2．5 1 4．3 8 8．2 刃部欠損。両側の H V D は弱い。

5 29 打製石斧 F ．カ．13 剥片 ホルンフェルス 9 3．8 5 5．5 14 ．3 8 7．1
刃部欠損。左側 は H N D と H V D の刃潰 しが見 られ るが、右

側は H N D の粗い整形 である。

53 0 打製石斧 F ．コ．12
剥片
（薄い）

ホルンフェルス 6 3．0 4 5．0 12 ．0 3 5．2 基部破片。両側辺に摩耗。

53 1 打製石斧 J．ク．18 泥炭層 剥片．
（薄い） ホルンフェルス 8 8．5 46 ．5 12 ．0 5 8．5 右側刃潰 し顕 著。左側 は、H N D で整形 され、稜線が摩耗。

53 2 打製石斧 J．ク．19 泥炭層 錐 ？

錨 ？

短冊

縦

剥片 ホルンフェルス 9 6．0 45 ．0 19 ．5 7 9、3 刃部欠損。右 側．に刃潰 し。左側 は H N D で整形。

53 3 打製石斧 F ．ケ．12 礫端片 頁岩 ？ 9 1．5 59 ．3 15 ．8 73 ．7 刃部欠損。左側 は H N D で整形 され、稜線が摩耗。

53 4 打製石斧 J．ク．18 泥炭層

泥炭層

泥 炭層

剥片
（薄い）

礫端片

ホルンフェルス 11 9．3 70 ．5 18 ．8 138 ．8 刃部欠損。左側 に二次加工顕著 。

53 5 打製石斧 F ．コ．11 砂岩 58 ．5 43 ．5 11 ．3 29 ．2 裂片

53 6 打製石斧 I．ト．13 6 7．5 49 ．5 12 ．8 43 ．2 刃部欠損 。両側辺 は通常 の剥離 で整形 。

53 ケ 打製石斧 J．カ．20 剥片
（薄い）

礫

頁岩 93 ．8 49 ．5 1白．0 86 ．6 刃部欠損 。項 部に斜 めの自然面 を残 す。

53 8 打製石斧 F ．ケ．14 ホル ンフェル ス 90 ．8 52 ．5 18 ．0 1 03 ．7 刃部 欠損 。両側辺摩耗。

53 9 打製石斧 F．キ．1 4 ホル ンフェル ス 121 ．°5 55 ．5 18 ．0 1 32 ．5 刃部 欠損。両側 H V D で稜 線が摩耗。

54 0 打製石斧 F．工．1 4 分銅？ 剥片 ホル ンフェル ス 91 ．5 96 ．0 23 ．3 1 74 ．4 基部 欠損。挟 り部 に摩耗。

54 1 打 製石斧 F．ス．1 1 扇状 縦 剥片 ホル ンフェル ス 1 21 ．5 8 7 ．0 15 ．8 2 30 ．5
右側 の刃潰 しが範囲 が広 く、左側 は、基部のみの刃潰 し。左

側辺 が前．になる縦装着の可能性 あり。

54 2 打製 石斧 I 区表採 分銅 縦 礫端片 ． ホル ンフェル ス

頁岩 ？

1 21 ．5 8 7 ．8 2 1 ．0 2 12 ．3

右側辺 も刃潰 しが あるが、左側辺ほ どではない。刃 部 は扇刃

で刃 こぼれが見 られ る。刃 こぼれ は、一方向に顕著で、その
様子 から右側辺が前 にな る縦装着 と思われ る。

543 打製 石斧 I M l 分銅 縦 剥片 1 53 ．0 9 1 ．5 3 7 ．5 4 38 ．2 刃部 と項部は一部欠損。

5 44 打製 石斧 J．ク．20 短冊 剥片
（薄い）

90 ．0 4 5 ．0 15 ．0 56 ．2 基部欠損。右側に H V D 。裏面側刃部にわずかに摩耗。
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番号 器嘩 出土位置 層位 形態 装着 素材 石材
長 さ

（m皿）

幅

（mm ）

厚 さ

（m皿）

重 さ

（g ）
備考

54 5 打製石斧 J．キ．18 泥炭屑 錐 剥片
（薄い） ホルンフェルス 10 5 ．0 4 0 ．5 9 ．8 4 5 ．0

左側は自然面を残す。右側は項部下部で段がつ く。

54 6 打製石斧 J．キ．18 泥炭層 鈷 ？
剥片
（薄い） ホルンフェルス 11 4 ．0

4 6 ．5 1 2 ．0 6 3 ．6 右側 H N D で加工 。一部 摩耗。左側は自然面を残す。

54 7 打製石斧 J．キ．18 泥炭層 錐 ？ 礫端片 ホルンフェルス 11 2 ．5 6 9．0 1 9 ．5 13 3 ．7 基部欠損。左側に自然面を残す。右側は H N D で平坦剥離。

54 8 打製石斧 F ．オ．15 礫 ホルンフェルス 6 6 ．0 5 4．0 2 5 ．5 9 1 ．1 基部破片。湾曲が激 しい。

54 9 打製石斧 J．カ．18 泥炭層 別削 縦 ？ 剥片 ホルンフェルス ．8 8 ．5 8 1 ．0 1 7 ．3 rl1 9．2 刃部破片。刃部摩耗。

55 0 打製石斧 M ．ウ．1 0 横 剥片 ホルンフェルス 7 7 ．3 10 9．5 2 4 ．0 17 3 ．9
刃部片。右側のみ刃潰 しで、左側は通草の剥離、刃部前主両

部にわずかに摩耗。

55 1 打製石斧 J．ク．18 泥炭層 挟人 縦 剥 片 ホルンフェルス 11 4 ．0 10 9．5 3 0 ．0 35 9．2 大形。刃部破片。

55 2 打製石斧 J．ク．20 泥炭層 礫端片 ホルンフェルス 12 6 ．0 8 5．5 1 2．8 20 0．2 基部欠損。両側 摩耗顕 著。

55 3 打製石斧 F ．ケ．14 扁平礫 ホルンフェルス 6 8 ．3 7 2．0 1 0．5 5 8．0 刃部片。刃部両面に摩 耗顕 著。線状痕明瞭。

55 4 打製石斧 J．キ．19 泥炭層 剥 片
（蒋い） ホルンフェルス 7 8 ．0 6 6．8 1 5．0 6 7．8 基部欠損。

55 5 打製石斧 F ．コ．12 3 6 ．0 5 1．8 1 8．0 2 7．7 小破 片。

55 6 打製石斧 F ．オ．13 短冊 礫端片 ホルンフェルス 9 5．3 4 5．0 1 4．3 7 5．8 左側 の加工が入念 。1

55 7 打製石斧 F ．ケ．11 横 ？ 礫端片 1 ホル ンフェルス 7 3．5 5 1．0 1 2．0 5 9．9 基部欠損 。裏面 刃部 に摩耗 、線状痕 明瞭。

55 8 打製石斧 N ．カ．1 泥炭層 バチ 横 剥 片 頁岩 ？ 8 1．0 6 0．0 2 1．8 9 0．2 ‘基 部欠損 。表面 刃部摩耗顕 著。線 状痕明瞭 。

55 9 打製石斧 N ．ク．3 泥炭層 縦 7 剥片 頁岩 8 2．5 6 7．5 2 3．3 13 4．5 基部 欠損 。刃部 には刃つ ぶれが見られる。

56 0 打製石斧 I 区表採 扶入 縦 7 扇乎礫 頁岩 ？ 10 1．3 6 3．0 2 1．8 15 7．6 左側 辺は摩耗が顕著 。天地 不明瞭 。上端部欠損。

56 1 打製石斧 F ．シ．11 礫 砂岩 10 9．5 6 7．5 3 1二5 25 6．9
基部、刃部 欠損。右側 は H N D 、左 側 は H V D で整形 。上端

部折 れ面 をさらに叩いている。

56 2 打製石斧 ？ F ．キ．13 短冊 剥片
（薄 い）

ホル ンフェル ス 7 5．0 5 2．5 1 2．0 40 ．7 基部 欠損 。

56 3 打製石斧 I F 9 短冊 横 剥片 ホル ンフェル ス 7 9．．5 5 1．0 1 5．0 68 ．6 基部欠乱 前主両刃部摩耗顕著。右側辺は刃潰 し加工が見られない。

56 4 打製石斧 J．キ．18 泥炭層 短冊 縦 扇平礫 ホル ンフェル ス 9 1．5‾ 5 2．5 23 ．3 13 1．1 基 部欠損 。右側 は H N D 。

56 5 打製石斧 F ．コ．1 1 短冊？ 横 礫端片 ホル ンフェル ス 8 8．5 58 ．5 19 ．5 14 1．5 基部欠損。両側辺は通常の剥離で整形。顕著な刃潰 しは見られない。

56 6 打製石斧 F ．サ．11 短冊 横 剥片 ホル ンフェル ス 10 5．0 63 ．0 10 ．5 85 ．4
基 部欠損。両側 は H N D こご整形 され 、稜線 が摩耗。刃 部は表 面

に摩耗 があり線状痕 が明瞭 。休部には着柄 による摩耗 もある。

56 7 打製石斧 J．キ．19 泥炭層 剥片 砂岩 6 2．3 3 7．5 20 ．3 43 ．5 刃部 欠損 。項部 に斜 めの自然面 を残す 。

56 8 打製石斧 J．カ．17 泥炭層 礫 ホル ンフェル ス 8 3．3 39 ．8 2 1．0 73 ．2 刃部 欠損 。

56 9 打製石等 F．カ．1 5 礫 ホル ンフェル ス 8 2．5 47 ．3 2 1．0 92 ．8 刃部 欠損 。左側 は H N D で整形。両側 とも摩耗激 しい。

57 0 打製石斧 J．ク．18 泥炭層 縦 礫 ホル ンフェル ス 108 ．8 57 ．0 20 ．3 129 ．4 左側下部 にわず かに屈曲す る。 刃部 欠損。

57 1 打製石斧 J．オ ．18 錐 ？ 剥片
（薄 い）

ホル ンフェル ス 86 ．3 42 ．8 15 ．8 42 ．7 刃部 欠損 。右側稜線摩耗。

57 2 打 製石斧 J．オ ．18 　剥片 砂岩 63 ．0 53 ．3 14 ．3 58 ．6 刃部 欠損 。項部端片 を研磨 。

57 3 打 製石斧 J．キ．18 泥炭層
剥片
（薄 い） ホル ンフェルス ？ 7 5．0 56 ．3 12 ．0 5 1．5

刃部 欠損。

57 4 打製石斧 ？ J．キ．18 泥炭層 剥片 安山岩 ？ 90 ．0 66 ．8 3 1．5 2 03 ．6 下端部 に M F 顕著 。

57 5 打 製石斧 F．ス．1 0 ． 短 冊
剥片
（薄い） ホル ンフェル ス 52 ．5 39 ．0 10 ．5 24 ．8 基部 欠損。刃部 にわず かに摩耗。

57 6 打 製石斧 J．ク．18 泥炭層 剥片 ホル ンフェル ス 49 ．5 46 ．5 14 ．3 42 ．6 休部破片。

57 7 打 製石 斧 F．ク．1 3 剥片 ホル ンフェル ス 66 ．0 46 ．5 10 ．5 36 ．9
基部欠損。刃部の表裏摩耗。基部 がかなり湾 曲す るようであ

る。縦か横装着か不明。

57 8 打 製石 斧 F．キ．1 3 短冊？ 横
剥片 ．
（薄い） ホル ンフェル ス 55 ．5 40 ．5 12 ．0 27 ．2 刃部破片。刃部両面 に摩耗顕著。線状痕明瞭 。

57 9 打製石 斧 F．コ．1 1 剥片 ホル ンフェル ス 62 ．3 48 ．0 8 ．3 31 ．7 刃部欠損。両側辺 に H N D で整形。

5 8 0 打製石 斧 F．ク．1 1 ホル ンフェル ス 6 1．5 54 ．8 16 ．5 51 ．6 基部欠損。刃部は摩耗が顕著。刃部は石器の軸に対して 60 度傾 く。

5 8 1． 打製石 斧 F．カ．13
剥片
（薄い） ホル ンフェル ス 93 ．0 60 ．0 15 ．0 76 ．5 刃部表面 に摩耗 あり。

5 8 2 打製石斧 ？ J．ク．20 泥炭層 バ チ 剥片 ホル ンフェル ス 75 ．0 57 ．0 20 ．3 73 ．0 小形。基部 が細い。

5 83 打製石 斧 J．キ．18 泥 炭層 バ チ 礫端 片 砂 岩 1 13 ．3 ° 75 ．8 30 ．0 1 96 ．3 右側 に自然 をの こす。未成品の可能性高い。

5 84 打製石斧 ？ N ．ク．3 泥 炭層 剥片 頁岩 93 ．0 60 ．0 28 ．5 1 51 ．6 右側の加工顕著。打製石斧未成品 ？

5 8 5 打 製石 斧 J．サ．20 礫 ホル ンフェル ス 83 ．3 54 ．0 24 ．0 1 11 ．2 刃部欠損。

5 86 打製石 斧 J．カ．19 泥炭 層 剥片 ホル ンフェル ス 1 11 ．0 51 ．0 22 ．5 99 ．2 刃部欠損。左側は H N D で整形。

5 87 打製石斧 J．ウ．16 礫 頁岩 1 07 ．3 73 ．5 39 ．0 2 76 ．7 下端部破損。右側の H V D の加工はわずかで、・未成品の可能性がある。

5 88 打製石 斧 F 区埋没谷 9′It ． 安山岩 53 ．0 42 ．0 13 ．0 27 ．5 頂部破片。

5 89 打製石斧 J．ア．14 短冊 縦 ？ 礫端片 砂岩 1 18 ．5 46 ．5 19 ．5 1 08 ．6 頂部の右側 に角が作出。

5 90 打製石斧 J．エ．18 短冊 縦 礫 安 山岩 ・？ 1 13 ．3 51 ．0 20 ．3 1 27 ．8 刃部わずか に欠損。右側が外噂す る。両側摩耗顕著 。

5 9 1 打製石斧 J．ア．15 バ チ 縦 礫端片 ホル ンフェルス 97 ．5 49 ．5 24 ．0 1 03 ．4 刃部 は偏刃、刃 こぼれ。左側の中央部 に刃潰 し。

5 92 打製石斧 J．ィ．17 バ チ 縦 剥片 ホル ンフェルス ‾ 81 ．0 54 ．0 19 ．5 87 ．6 基部欠損。左側は刃潰 し加工で右側は H N D で整形。

5 93 打製石 斧 ⅡH 12 屈 曲 縦 ？ 礫端片 頁岩 90 ．0 54 ．0 13 ．5 56 ．8 頂部わずか に欠損。刃部わずかに摩耗。

5 94 打製石斧 J．ィ．14 短冊 縦 剥片 ホルンフェルス ？ 1 18 ．5 54 ．0 21 ．0 1 32 ．7
両側の中央部に挟 りをわずかにいれ、 その上下 は稜線 が摩耗 。

刃部は偏刃で摩耗。

5 95 打製石斧 I．ト．1 1 屈曲 縦 剥片 ホル ンフ ェルス 91 ．5 52 ．5 18 ．0 83 ．8 刃部摩耗、線状痕明瞭。

5 96 打製石斧 ？ I．セ．6 屈曲 縦 礫端片 ホル ンフ ェルス 13 8 ．8 75 ．0 24 ．8 2 35 ．1
左側刃部に摩耗顕著。線状痕明瞭。表裏面に は摩耗 は不 明瞭 。

刃部は刃部再生 されているよ うであ る。

5 97 打製石斧 I．サ．7 屈曲 縦

縦

礫堪片 頁岩 1 17 ．0 76 ．5 21 ．0 1 76 ．6 刃部偏刃、摩耗。頂部左側に斜行する平坦面が作出。刃部線状痕あり。

5 98 打製石斧 J．ィ．1 7 短冊 扁平礫 ホル ンフェルス 13 3 ．5 57 ．0 21 ．0 15 9 ．2 刃部欠損。両側稜線摩耗。

5 99 打製石斧 J．イ‘．17 短冊

短冊

剥片 ホル ンフェルま 6 7 ．5 42 ．0 15 ．0 3 3 ．7 上部欠損。両側摩耗顕著。

6 00 打製石斧 J．ウ．1 6 剥片 頁岩 6 1 ．5 49 ．5 18 ．0 6 2 ．0 基部破片。

6 01 打製石斧 I．1ツ．9
剥片
（薄い） ホルンフェルス 10 0 ．5 82 ．5 16 ．5 9 8 ．3

刃部破片。

6 02 打製石斧 I．ト．1 3 剥片 ホルンフェルス 1 12 ．5 60 ．0 2 2 ．5 17 8 ．2 刃部刃 こぼれ顕著。わずかに摩耗。両側刃潰 し顕著。

6 03 打製石斧 I．コ．1 バチ 縦 礫 安山岩 10 0 ．5 50 ．3 2 7 ．0 12 7 ．9 刃部欠損。右側 m 顕著。

6 04 打製石斧 J．オ．1 7 バチ 癖 礫端片 頁岩 ？ 6 6 ．8 4 4 ．3 18 ．0 5 2 ．3 項部破片。

6 05 打製石斧 1 H 22 礫　 ‾ 砂 岩 ？ 4 8 ．8 6 0 ．0 19 ．5 5 8 ．6 刃部破片。風化激 しい。

6 06 打製石斧 J．工．1 7 剥片 ホルンフェルス 5 5 ．5 5 7 ．0 2 1 ．0 5 7 ．7 刃部破片。刃こぼれ。
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番号 器種 出土位置 層位 形態 装 着 素材 石材
長 さ

（m皿）

幅

（m皿）

厚 さ

（皿皿）

重 さ

（g ）
備考

6 07 打製 石斧 ⅡM 3 1
剥片

（薄い）
頁岩 75 ．0 47 ．3 15 ．0 49 ．4

刃部欠損。左側は刃潰 し、摩耗顕 著。右側 は H N D ．で整 形。

項部右側 に斜行す る辺 を作出。．

6 08 打製 石斧 J．ア．13 ノヤチ 横
剥片
（薄い）

頁声 114 ．0 46 ．5 13 ．5 78 ．3
項部 を山形 に整形。着柄痕明瞭 。両側 は H N D で整形。 刃部

は表面側に摩耗顕著。線状痕明瞭。

6 09 打製 石斧 I．ト．1 2 バ チ 縦 ？ 扇平歴 頁岩 90 ．0 63 ．0 13 ．5 58 ．5 頂部 に山形の平坦面 を作出。刃部 は刃 こぼれ 。

6 10 打製 石斧 J．ア．13 バ チ
横 ？

縦 ？
剥片 ホル ンフェル ス 97 ．5 54 ．0 12 ．0 63 ．3 裏面 に摩耗顕著。線状痕明瞭。項部右側角がつ く。

6 11 打製石 斧 J 区埋 没谷 分銅 縦 礫端片 頁岩 90 ．0 54 ．0 27 ．0 1 16 ．8
項部 に角 を作出。右側 に深い挟 りが入 る。両側稜線摩耗 。刃

部わずかに摩耗。

6 12 打製 石斧 ⅡH 16 バ チ 縦 礫端片 ホル ンフェルス 96 ．8 49 ．5 18 ．8 96 ．7 左側刃部摩耗。両側刃潰 し顕著。

6 13 打製石 斧 J．ィ．14
・分銅

？
縦 ？ 礫端片 頁岩 92 ．3 52 ．5 19 ．5 81 ．5

項部左側に斜行す る節理面をの こす。左側の挟 りが右側 より

長い。刃部摩耗はげ しく、左側に偏 る。

6 14 打製石 斧 I．コ．1 挟入 縦 礫端片 ホル ンフェルス 1 13 ．3 51 ．0 19 ．5 1 27 ．4
左側が上部に、右側が より下部に作出 され る。左側の刃潰 し

顕著。刃部は偏刃。

6 15 打製石 斧 I．キ．7 バチ 横 ？ 礫端片 頁岩 1 11 ．0 64 ．5 17 ．3 97 ．6 刃部欠損。右側は加工な く稜線わずか に摩耗。

6 16 打製石 斧 J．ア．12 鈷 ？ 剥片 ホル ンフェルス 1 06 ．5 47 ．3 13 ．5 55 ．3 刃部わずかに欠損。両側は H N D で整形。

6 17 打製石 斧 J．工．17 剥片 頁岩 88 ．5 85 ．5 20 ．3 13 6 ．9 項部破片。わずかに摩耗。

6 18 打製石斧 I．ケ．1 2 短冊 縦 礫 ．安山岩 2 02 ．5 84 ．0 3 9 ．0 8 03 ．0 両側刃潰 し顕著。刃部は偏刃。大形。左側 2 ヶ所挟 りはいる。

6 19 打製石斧 J．ィ．1 6 バチ 縦 礫端片 頁岩 1 00 ．5 76 ．5 25 ．5 1 73 ．8 右側刃部刃 こぼれ顕著。全体の加工が未熟。

6 20 打製石斧 J．ィ．1 6 挟入 縦 礫端片 ホル ンフ ェルス 73 ．5 73 ．5 15 ．8 9 0 ．9 刃部破片。

6 21 打製石 斧 I．ケ．1
屈曲

？
縦 礫端片 頁岩 ？ 1 06 ．5 58 ．5 2 5 ．5 1 16 ．3

刃部は片刃。左側の刃潰 し顕著。右側 H N D で整 形。刃部わ

ずかに摩耗。東北の石箆 と相似。

6 22 打製石斧 I．サ．6 分銅 縦 轢端片 ホル ンフ ェルス 13 0 ．5 1 17 ．8 3 3 ．0 60 7 ．7 左側項部には角が作出。刃部は自然面が あり、未加工。

6 23 打製石斧 L．テ ．15 バチ 鈷 ？ 剥片 ホル ンフェルス 1 16 ．3 4 8 ．0 16 ．5 13 2 ．8 刃部欠損。項部左側に斜行する辺が作出。

6 24 打製石斧 F．オ ．14 短冊 横 ？ 剥片（薄い） ホル ンフェル ス ？ 6 7 ．5 5 4 ．8 15 ．0
5 0 ．1 刃部破片。両側摩耗顕著。

6 25 打製石斧 m D 66 バチ 横 ？
剥片
（薄い） ホル ンフェルス 8 8 ．5 4 5 ．8 15 ．0 4 4 ．4 項部に角がつ く。刃部摩耗。器体が湾曲。

6 26 打製石斧 Ⅲ H 24 剥片 安山岩 70 ．5 5 1 ．0 2 2 ．5 8 8 ．2 基部破片。左側刃潰 し顕著。

6 27 打製石斧 J．カ．1 7 泥炭層 ホルンフ・エルス 6 6 ．8 8 2 ．5 2 3 ．3 13 8 ．1 項部破片。

6 28 打製石斧 J．カ．1 8 挟入 縦 礫端片 ホル ンフェル ネ ？ 7 1 ．3 8 7 ．0 3 4 ．5 26 0 ．0 頂 部破片。大形打製石斧。

6 29 打製石斧 J．カ．1 7 泥炭層 横長剥 片 頁岩 7 3 ．5 16 0 ．5 2 2 ．5 20 9 ．°4
打製石斧未成品。あるいは、打製石斧で錐状の ものか。素材

は、礫打面を残 し H D で剥離。

63 0 打製右斧 ⅡM 3 1 屈曲 縦 礫端片 ホルンフェルス 9 1 ．5 5 7 ．0 1 7 ．3 8 2．5 刃部欠損。項部に斜行する辺をもつ。両側摩耗顕著。

63 1 打製石斧 I．ト．13
剥片
（薄い）

安山岩 6 0 ．0 5 7 ．8 1 2 ．8 14 1．5 基部破片。

63 2 打製石斧 J．工．1 8 剥片 ホルンフェルス 9 9 ．0 6 6 ．0 1 8 ．0 12 0．8 刃部欠損。左側に浅く挟 りが入る。両側稜線摩耗。

63 3 打製石斧 M ．ソ．1 － バチ
剥片
（薄い） ホルンフェルス 8 1 ．0 5 7 ．0 1 4 ．3 6 4．7 基部破片。

63 4 打製石斧 Ⅱ1号井戸 屈曲 縦 礫端片 ホルンフェルス 1 12 ．5 7 8 ．0 2 2 ．5 22 0．9 刃部、項部欠損 。左側刃潰 し、摩耗顕 著。

63 5 打製石斧 J．オ．19 礫端片 頁岩 6 6 ．0 5 3 ．3 1 2 ．0 4 5．2 項部破片。左側 に挟 りが入る。両側稜 線摩耗。

63 6 打製石斧 ⅡM 57
剥片
（蒋い） 頁岩 7 2 ．0 6 3 ．0 1 6 ．5 7 8．1 基部破片。左側 わずかに内湾。

63 7 打製石斧 ．＿ I．サ．6 剥片 ホルンフェルス 7 6 ．5 4 2．0 1 9 ．5 5 6．8 基部破片。おそらくバ チ形 の刃部。器 体が湾曲する。

63 8 打製石斧 ⅡM 26 剥片
（薄い） ホルンフェルス 5 5 ．5 4 6．5 1 0．5 2 7．3 刃部破片。

63 9 打製石斧 J．工．19 短冊 縦 礫端片 凝灰岩 ？ 9 3 ．0 5 7．0 2 4．0 14 9．9 基部欠損。左側 に浅 い挟 りをいれる。刃部は刃こぼれ。

64 0 打製石斧 F 区埋没谷 一括 バチ 横 剥片 ． ホルンフェルス 8 7 ．0 4 8．0 1 3．5 6 2．5 前主面部刃部 に摩耗 。線状痕縦 。

64 1 打製石斧 F 区埋没谷 一括 錐 剥片 ホルンフェルス 9 6 ．8 5 5．5 1 7．3 9 4．6 ナタ状のもので、刃部 は欠損 。塞部は、通常の剥 離で整形。

64 2 打製石斧 F 区埋没谷 一括 バチ 横 剥片 ホルンフェルス 12 3 ．0 5 8．5 1 7．3 13 0．0 前主 面部刃部 に摩耗 。線状痕縦 。

64 3 打製石斧 F 区埋没谷 一括 短冊 剥片 ホル ンフェルス 7 9 ．5 5 1．0 1 8．0 7 2．3 刃部 欠損 。

64 4 打製石斧 F 区埋没谷 一括 短冊 横 ？ 剥片 ホルンフェル ス 9 0 ．8 4 6．5 1 3．5 5 7．0 刃部 欠損 。

64 5 打製石斧 坪の内古墳 W ．半 礫端片 ホル ンフェル ス 13 2．0 7 6．5 1 6．5 18 7．2 打製石 斧未成品 ？

64 6 打製石斧 I．ト．13 礫端片 頁岩 ？ 7 6．5 4 2．8 1 2．0 39 ．亭 刃部原礫両側 に摩耗 、線状痕顕著 。

64 7 打製石斧 J．ク．18 泥炭層 屈曲 縦 扇平礫 ホル ンフェル ス 9 3．0 4 7．3 2 0．3 64 ．5 右側 に一部刃潰 しある。

64 8 打製石斧 J．ケ．18 泥炭層 屈曲 横長剥片 頁岩 5 9．0 39 ．0 0．5 9 ．4 ミニチュア。両側のみ加工 。

64 9 打製石斧 F ．ク．12 屈曲 縦 礫端片 ホル ンフェル ス 138 ．0 72 ．8 3 0．0 3 05 ．5 挟 り部 をわず かに作 出。刃部 は未加工 。

65 0 打製石斧 J．オ．19 挟入 縦 長楕円礫 ホル ンフェル ス 153 ．8 66 ．0 3 5．3 4 85 ．8 刃部 の刃こぼれ激 しく、つぶれ も見 られる。

65 1 打製石斧 F ．カ．13 分銅 縦 礫端片 硬砂岩 15 7．5 90 ．0 42 ．0 5 13 ．6 大形 、刃部 は刃 こぼれ顕著。項部右側 に平坦面 をもつ 。

65 2 打製石斧 ？ K ．ア．19 ヽ 屈曲 縦 長楕円礫 頁岩 124 ．5 49 ．5 32 ．3 2 47 ．8 刃部刃潰れ顕著。縦形打製石斧 のような用途 か。

65 3 打製石斧 I．ソ．9 縦 長楕円礫 泥岩 125 ．3 58 ．5 43 ．5 2 49 ．8 右側 と刃部 が摩耗。右側わずか に扶 りが入る。

65 4 打製石斧 F ．コ．1 2

8 ’It ．18 8

挟入 縦 緑色片岩‘ 106 ．5 79 ．5 30 ．0 2 79 ．9 大形 。項部破片。

65 5 打製石斧 J．キ．18 挟入

小形納

乳棒

乳棒

縦

横

長楕円礫

ホル ンフェル ス 1 09 ．5 86 ．3 39 ．0 2 99 ．4 項部破片。大形打製石斧。 おそらく未成品。

65 6 礫器 F．カ．1 4 1 14 ．0 71 ．3 43 ．5 4 23 ．3 刃部 は、H D の急角度剥離。

65 7 礫器 I．シ．5 長楕円礫 ホル ンフェル ス 9 1．5 39 ．8 2 1．0 81 ．9 刃部 は刃 こぼれ。

65 8 礫器 F 区埋没谷 長楕円礫 ホル ンフェル ス 106 ．5 52 ．5 26 ．3 2 10 ．0 刃部 は両刃状で稜線がやや摩耗。

65 9 礫器 J．キ ．18 泥炭層

泥炭層

礫

礫端片

ホル ンフェル ス 59 ．3 84 ．0 28 ．5 135 ．7 左側一部欠損。刃部 は両刃で一部交互剥離で整形。

6 6 0 礫器 F．カ．1 5 ホル ンフェル ス 55 ．5 84 ．0 75 ．0 3 54 ．0 礫打面か ら垂直方向の刃部加工が入 る。

6 6 1 轢器 ？ rF ．ケ．1 3 チャー ト 80 ．0 57 ．0 ＿ 35 ．0 1 35 ．2 石核の可能性 もある。

6 6 2 打製 石斧 J．工 ．20 蛇紋岩 38 ．0 14 ．5 6 ．0 7 ．1 非常 に小形で両刃 ぎみの片刃。

6 63 打製 石斧 J．ク．20 蛇紋岩 52 ．5 22 ．0 13 ．0 14 ．9 刃部破片。

6 64 磨梨石斧 ？ F．オ．14

縦

頁岩 44 ．0 31 ．5 10 ．5 14 ．3 上部欠損。刃部に摩耗。

6 65 打製 石斧 I D 44

泥炭 層

頁岩 59 ．3 48 ．0 16 ．5 45 ．7 刃部刃 こぼれ。前面研磨。

6 66 打製 石斧 J．カ．18 棒状礫 頁岩 1 02 ．0 36 ．0 23 ．3 91 ．9 項部、刃部欠損。自然礫 を利用 し、直接研磨。

6 67 打製 石斧 J．キ．19 泥 炭層 緑 色片岩 1 05 ．0 51 ．0 27 ．0 2 03 ．1 項部、刃部欠損。表裏に敲打痕。

6 68 打製 石斧 ⅡH 22 ホル ンフェル ス 79 ．5 51 ．0 30 ．8 1 49 ．4 休部破片。
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番号 器種 出土位置 層位 形態 装着 素材 石材
長 さ

（皿皿）

幅

（n皿）

厚 さ

（m皿）

重 さ

（g ）
備 考

66 9 打製石斧 N ．ケ．2 泥炭層 緑色岩 13 0 ．5 6 3 ．0 3 3．0 4 18 ．1 頂部、刃部欠礼 休部 4面に 2 対の敲打痕がつく。着柄の工夫か。

67 0 打製石斧 F ．カ．13 乳棒 縦 固色片岩 12 3 ．0 5 1 ．0 3 1．5 25 6 ．5 刃部欠損。

67 1 打製石斧 J．ィ．13 緑色片岩 9 7 ．5 5 7 ．0 3 4．5 26 7 ．2 休部破片。

67 2 打製石斧 J．キ．18 泥炭層 定角 頁岩 4 5 ．0 3 6 ．0 2 3．3 5 0 ．3 項部破片。

67 3 打製石斧 I．ク．13 定角 頁岩 4 8 ．0 5 5 ．5 2 8．5 9 2 ．7 項部破片。

67 4 打製石斧 F ．ク．10 蛇紋岩 52 ．5 4 8 ．0 1 8．0 5 0 ．7 項部破片。裏面が平坦に研磨。

67 5 打製石斧 J．工．17 縦 蛇紋岩 3 1 ．5 5 1 ．0 1 8．8 2 3 ．1 刃部破片。

67 6 打製石斧 ＿ J．キ．18 泥炭層 縦 緑色片岩 8 4 ．0 4 2 ．0 3 0．8 13 3 ．9 刃部破片。

67 7 打製石斧 J．ケ．19 泥炭層 縦 緑色岩 10 0 ．5 3 3 ．0 2 2．5 4 9 ．0 刃部破片。

67 8 打製石斧 J．エ．18 扇平 縦 緑色岩 78 ．0 7 2 ．0 2 2．5 15 4 ．2 刃部破片。

67 9 打製石斧 Ⅱ区一括 緑色岩 12 1 ．5 5 7 ．0 3 7．5 32 5 ．7 刃部欠損。上下端部、側面に敲打痕。敲石 に転用。

68 0 打製石斧 I．シ．4 扇平 縦 緑色岩 1 48 ．5 7 3 ．5 3 7．5 56 3 ．8 項部欠損。

68 1 打製石斧 J．カ．20 泥炭層 緑色岩 9 6 ．8 6 6 ．0 3 6．0 ．35 4 ．9 休部破片。刃断面 に敲打痕 と摩耗 。敲石 に転用。表面に敲打痕。

68 2 打製石斧 F ．オ．14 乳棒 縦 緑色岩 10 6 ．5 6 3 ．0 4 5．0 44 8 ．9
休部破片。裏面に敲打痕。敲石に転用。被熱。下部 は断面 を

H D で加工礫器のよ うな刃部を作出。

68 3 自然礫 J．キ．1 8 泥炭層 長楕円礫 ホル ンフェルス 63 ．0 2 1 ．8 1 1．3 2 7 ．3 全面にやや摩耗がみ られ る。

68 4 自然礫 ⅡM 9 長楕円礫 硬砂岩 57 ．0 2 5 ．5 1 8．0 2 9 ．6

68 5 自然礫 F．カ．15 長楕円礫 砂岩 66 ．0 2 5 ．5 1 5 ．0 3 1 ．7

68 6 自然礫 N ．カ．1 泥炭層 長楕円礫 緑色 片岩 79 ．5 2 1 ．0 1 5．0 3 4 ．6

68 7 自然礫 I．ク．2 長楕円礫 ホル ンフェルス 90 ．0 3 2 ．3 1 5 ．0 6 2 ．2 全面にやや摩耗が見 られ る。

68 8 自然礫 ⅡM 7 1 長楕円礫 ホル ンフェルス 83 ．3 2 5 ．°5 1 9 ．5 5 6 ．3 表裏面にやや摩耗が見 られ る。

68 9 白熱礫 E ．シ．20 長楕円礫 85 ．5 2 7 ．0 1 5 ．8 4 6 ．4

69 0 摩耗 礫 I M 23 長楕円礫 ホル ンフェルス 78 ．8 3 0 ．0 18．0 5 8 ．4 全面摩耗 しているが側面顕著。

69 1 自然礫 J．ケ．1 8 長楕円礫 ホル ンフェルス 97 ．5 3 0 ．0 3 6 ．0 13 6 ．1

69 2 自然礫 F．シ．11 長楕円礫 砂岩 49 ．5 4 5 ．0 18 ．0 5 2 ．2 破損。

69 3 ・敲石 I．タ．9 長楕円礫 安山岩 55 ．5 4 7 ．3 2 2 ．5 7 3 ．7 表裏に敲打痕。

69 4 自然礫 I．サ．6 長楕円礫 砂岩 22 ．5 　5 1 ．0 3 1 ．5 15 2 ．0

69 5 自然礫 J．ケ．1 8 泥炭層 長楕円礫 砂岩 72 ．0 4 9 ．5 2 2 ．5 8 4 ．5

69 6 自然礫 J．キ．1 9 楕 円礫 ホルンフェルス ？ 96 ．8 5 7 ．0 3 0 ．8 26 6 ．7

69 7 自然礫 J．カ．1 9 ．泥炭層 長楕円礫 安山岩 92 ．3 6 6 ．0 ・2 0 ．3 16 2 ．3

69 8 立石 ？ L．セ．4 角柱礫 砂岩 3 31 ．0 6 6 ．P 3 6 ．5 1442 ．6 下端部の一部に敲打痕。

69 9 自然礫 J．キ．1 9 泥炭層 長楕円礫 砂岩 1 18 ．5 4 6 ．5 3 1 ．5 20 1 ．9

70 0 自然礫 J．ケ．1 9 泥炭層 扁平
楕 円礫

安山岩 1 16 ．3 10 2 ．0 3 4 ．0 60 6 ．3 1
表裏面は 自然摩耗。

70 1 自然礫 m F D 5 4 長楕円礫 女山岩 1 86 ．0 8 7 ．0 5 8 ．5 9 78 ．4

70 2 摩耗礫 ⅡM 23 長楕円礫 安山岩 1 66 ．5 6 6 ．8 4 6 ．5 66 2 ．3 全面摩耗。中央部が摩耗顕著。石錘の可能性。被熟による黒斑がつく。

70 3 摩耗礫 ⅡM 17 長楕円礫 安山岩 1 29 ．0 6 0 ．0 3 7 ．1 37 4 ．4 全面わずかに摩耗。中央側に被熟に よる黒班部 をもつ。

70 4 自然礫 E ．ス．20 結 晶片岩 1 41 ．0 74 ．3 4 3 ．5 63 0 ．3

70 5 磨石 I．オ．3 円礫 安山岩 51 ．0 4 5 ．0 4 4 ．3 12 5 ．8 小礫。下部にス リ面顕著。

70 6 磨石 I．キ．8 円礫 安山岩 33 ．0 3 2 ．3 3 0 ．2 3 8 ．6 小礫。全面摩耗。わずかにス リ面。

7 07 磨石 ⅡT f1 6 長楕円礫 ホル ンフェルス 36 ．0 16 ．5 1 3 ．5 8 ．6 小礫。裏面にス リ面。

70 8 磨石 J．ア．1 3 小礫 泥岩 36 ．8 3 7 ．5 1 9 ．5 3 0 ．8 表裏に摩耗。

70 9 磨石 J．カ．1 7 泥炭層 長楕円礫 硬砂岩 74 ．3 4 3 ．5 2 7 ．8 16 3 ．6 ・裏面にス リ面顕著。線状痕は石器長軸 に直交す る。

7 10 磨石 I P 2 0 526 楕 円礫 砂岩 69 ．0 6 5 ．3 3 0 ．0 15 1 ．2 下部破損。

7 11 磨石 I．ト．1 2 円礫 安山岩 69 ．0 73 ．5 2 8 ．5 2 16 ．2 表裏わずかに摩耗。

7 12 敲石 F．キ．12 小礫 ・ 安山岩 33 ．8 3 4 ．5 3 0 ．0 3 8 ．2 表裏わずかに敲打痕。わずかに摩耗 ？

7 13 敲石 I 4号井戸 小礫 凝灰岩 51 ．0 4 2 ．0 2 2 ．5 5 5 ．6 周縁部に敲打痕。わずかに摩耗

7 14 小形敲石 J．工．1 7 黒曜石 45 ．0 4 3 ．5 3 3 ．0 2 0 ．6 表裏に敲打痕。側面はわずかに摩耗

7 15 敲石 J．キ．2 0 泥炭層 長楕円礫 砂岩 ？ 72 ．0 3 0 ．8 2 1 ．0 6 2 ．0 端部に敲打痕。

7 16 敲石 I．ト．1 3 長楕円礫 砂岩 70 ．5 4 4 ．‾3 3 3 ．0 14 0 ．0 端部に敲打痕。

7 17 敲石＋磨 石 F．カ．15 長楕円礫 砂岩 81 ．0 4 5 ．0 3 0 ．0 15 0 ．1 表面にス リ面。下端部に敲打痕。

7 18 敲石 J．ア．1 3 長楕円礫 砂岩 1 16 ．3 4 5 ．0 3 7 ．5 25 7 ．5 上下に敲打痕 （ソフ ト）、表面稜線 上に敲 打痕。

7 19 砥石 ⅡH 14 カマ ド 楕 円礫 砂岩 1 05 ．0 6 3 ．0 2 1 ．0 15 6 ．8 表面に長 さ 9 cm 、幅 2 cm 、深 さ 2 m皿ほ どの スリ面が ある。

7 20 欠番

7 21 敲石 F．シ．10 長楕円礫 砂岩 1 15 ．5 3 3 ．0 3 0 ．0 15 3 ．3 上下端部敲打痕。

7 22 敲石 ⅡD 119
扇乎
楕 円礫

砂岩 1 20 ．0 10 8 ．0 3 3 ．0 62 2 ．1 周縁部に敲打痕。表裏にわずかに敲打痕。・

7 23 敲石 E．エ．18
扁平
楕 円嘩

安山岩 1 20 ．0 10 3 ．5 3 4 ．5 54 1 ．3 端部にわずかに敲打痕。

7 24 敲石 J．ケ．1 9 泥炭層 楕 円礫 花崗岩 1 06 ．5 9 1 ．5 6 5 ．3 90 4 ．6 側線に敲打痕。表裏は自然摩耗。 ？

7 25 敲石 I M 9
扁平
楕 円礫

硬砂岩 92 ．3 8 3 ．3 3 7 ．2 33 5 ．0 下部にわずかに敲打痕。

7 26 敲石 J．工．1 5 長楕円 長楕円礫 頁岩 1 44 ．8 6 4 ．5 3 5 ．3 43 9 ．2 表面に敲打痕。

72 7 敲石 ＋磨 石 J．キ．1 9
扇平
楕 円礫

花 崗岩 ？ 1 18 ．5 10 3 ．5 4 1 ．3 68 3 ．8 表裏にス リ面。右側面にザ ラついた使用面。端部 に敲打痕。

72 8 敲石 I．シ．4
扇平
楕 円礫

安山岩 1 42 ．5 12 6 ．8 3 2 ．3 89 5 ．9 上下両側に敲打痕。表面側に敲打痕。裏面 に摩耗面。

72 9 敲石 F 区埋没谷 9′什
扇平
楕 円礫

安山岩 1 14 ．0 10 1 ．3 4 0 ．2 52 7 ．8 表裏に敲打痕。

73 0 敲石 F．ク．14 楕 円礫 安山岩 99 ．0 75 ．8 4 9 ．5 43 5 ．3 表裏に敲打痕。

73 1 敲石 F．ク．13 扇平円礫 安山岩 78 ．0 71 ．3 2 5 ．0 17 0 ．5 表裏に敲打痕。

73 2 敲石 F 区埋没谷 9′IY
扁平
楕 円礫 ・

安山岩 1 2P ．8 9 9 ．0 4 1 ．5 56 4 ．5 表裏に敲打痕。上下に敲打痕。

73 3 高貴石 ＋磨 石 F．サ．10 楕 円礫 砂岩 96 ．8 10 7 ．3 4 4 ．0 44 7 ．9 側面に敲打痕。

73 4 敲石 ＋磨 石 F．オ．15 楕 円礫 安山岩 82 ．5 9 5 ．3 4 9 ．5 43 6 ．4 表裏に 2 対の敲打痕。表裏ス リ面。

73 5 敲石 F．サ．10 楕 円礫 安山岩 81 ．8 10 8 ．0 4 1 ．5 45 3 ．8 表裏に 2 対の敲打痕こ

第76表　遺構外出土石器観察表⑪

－　229　－



番号 器種 出土位置 層位 形態 装着 素材 石材
長さ

（mm ）

幅

（m皿）

厚 さ

（m皿）

重さ

（g ）
備考

7 36 敲石＋磨石 J．ケ．19 泥炭層 楕円礫 閃緑岩 10 5．0 83 ．3 42 ．0 50 1．6
表面 の凹痕 は加工 の可能性 がある。裏面は 2 対の敲打痕。表

裏 スリ面。周縁部 は敲打痕 の残 り加工痕か ？

7 37 敲石 I H 6 扇平
楕円礫 砂岩 144 ．8 95 ．3 38 ．5 6 03 ．7 表面側 に敲打痕 が 2対 。

7 38 敲石＋磨石 ⅡM 8 0
扇平
楕円礫

安 山岩 149 ．3 8 1．8 32 ．5 4 36 ．5 表裏に 2対の敲打痕。両側にはザラついた使用面。表裏にスリ面。

7 39 敲石＋磨石 N ．サ．1 石鹸 安 山岩 139 ．5 67 ．5 40 ．5 6 53 ．4
表裏 に 2対の敲打痕 。両側 にザラついた使用面。上下に敲打

痕。表面風化激 しいが表裏 にス リ面。

7 40 敲石 工h 14 扇平
楕 円礫

安山岩 11 1．8 81 ．0 38 ．0 4 18 ．2 表面 に敲打痕顕著。上下 に敲打痕 。両 側にザラついた使用面。

7 41 敲石＋磨石 I．サ．6 石鹸 安山岩 144 ．0 83 ．3 47 ．0 8 81 ．6 表面に 2対の敲打痕。両側 は車 ラついた使用乱 裏面 はスリ面。

74 2 敲石 ＋磨石 L．サ．3 石鹸 楕 円礫 安山岩 106 ．5 72 ．0 40 ．5 ‘3 88 ．9 表裏 に敲打痕。両側 にザラつ いた使用面。

74 3 敲石 ＋磨石 J．ケ．19 泥炭層 楕 円礫 安山岩 98 ．3 84 ．8 41 ．0 4 69 ．8 表裏 に 2 対の敲打痕 とスリ面 。側 面にザラついた使用面。

74 4 敲石 ＋磨石 ⅡM 5 5．58
扇平

楕 円礫
安山岩 106 ．5 67 ．5 30 ．0 2 87 ．2

表面 に敲打痕顕著。表裏 にスリ面 。両 側辺にはザラついたス

リ面の使用面。上下 には敲打痕 。

74 5 敲石 ＋磨石 工H 19 扁平
楕 円礫 安山岩 123 ．0 81 ．8 35 ．0 4 66 ．4 表裏 に敲打痕。

74 6 敲石 ＋磨石 F．ケ．10 7 角柱 楕 円礫 安山岩 122 ．3 62 ．3 49 ．5 5 60 ．7 14 両に 2対の敲打痕。上下に敲打痕。表面風化激しいが 4 両ともにスリ面。

74 7 敲石 I．キ．12 楕 円礫 安山岩 106 ．5 79 ．5 42 ．0 4 24 ．2 表裏 に 2 対の敲打痕。両側 にも 2対の 敲打痕 。

74 8 敲石 F ．オ ．14 楕 円礫 安山岩 87 ．0 72 ．8 32 ．0 2 51 ．1 表裏 に敲打痕。

74 9 敲石 工H 19 楕 円礫 安山岩 102 ．8 72 ．0 47 ．0 3 82 ．9 表裏に 2 対の敲打痕。表面風化激 しい 。

75 0 敲石 I．タ．7 楕 円礫 安山岩 88 ．5 67 ．5 49 ．0 3 33 ．5 表裏に敲打痕。周縁 に敲打痕。風化激 しい。

75 1 敲石 Ⅲ H 6
扇平
楕 円礫

安山岩 124 ．5 76 ．5 24 ．0 3 16 ．9 衰耐 芋2 対の顧 打痕。上下端部 に敲打 痕。

75 2 敲石 I．テ．11
扁平
楕 円礫

安山岩 102 ．0 69 ．0 3 4 ．0 2 811 4 表裏に敲打痕。上下端部に敲打痕。

75 3 敲石 J．ア．13 楕 円礫 安山岩 102 ．0 85 ．5 4 7 ．5 4 74 ．8 表裏に敲打痕。上下両側に敲打痕。

75 4 敲石 I H 22 扇平礫 砂岩 97 ．5 72 ．8 2 9 ．0 2 07 ．2 表面にやや摩耗があ る。裏面 には、敲打痕 が上下 につ く。

75 5 台石 J．ィ．16 楕 円礫 安山岩 154 ．5 13 2 ．8 6 0 ．0 14 50 ．8 表面中央部に敲打痕。

75 6 石皿 I．チ．8 縁掃
出 し 安山岩 1 85 ．3 13 7 ．3 4 3 ．0 13 78 ．9 ス リ面はアバ タ状に敲打痕が ある。

75 7 石皿 F ．コ．12 緑掃
出 し 凝灰岩 3 18 ．0 18 6 ．0 8 4 ．5 3 53 0 ．0 大形。破片。両面にス リ面形成。

75 8 石皿 J．ケ．20 緑掃
出 し 安山岩 2 26 ．0 24 3 ．0 6 4 ．0 2 8 20 ．0 掃出 し口付近の破片。ス リ面顕著。

75 9 石皿 J．サ．20
縁掃
出 し

安山岩 1 71 ．0 13 5 ．0 6 6 ．0 93 8 ．9 破片。ス リ面顕著。

76 0 石皿 J．ケ．19 緑掃
出 し

安山岩 1 66 ．5 14 1 ．0 3 8 ．5 113 3 ．9
ス リ融 まアバタ状に敲打痕があ る。掃 出し口付近の破片。縁

はそれほど高 くない。

76 1 石皿 F ．オ．14 縁 凝灰岩 1 34 ．0 25 0 ．0 8 7 ．0 2 44 4 ．3 破片。ス リ面はアバ タ状敲打痕顕著。縁 が高い。

76 2 石皿 榛名社跡 緑
高い

安山岩 1 48 ．0 20 0 ．0 7 ‾7 ．0 159 0 ．3 嘩 片。

763 多孔石 I 2 号井戸 平坦 安山岩 2 42 ．0 22 6 ．0 11 5 ．0 5 29 0 ．0 凹痕は表面の平坦面に作出。凹痕間の上面はスリによって平坦面を形成。

76 4 石皿 J．工 ．16 平板 安山岩 1 36 ．5 10 8 ．0 1 6 ．0 34 8 ．9 破 片。表裏にス リ面顕著。

76 5 石皿 E ．サ．18 平板 安山岩 14 0 ．3 11 3 ．・3 2 6 ．5 75 9 ．9 破 片。表裏にス リ面顕著。

766 石皿 F 区埋没谷 9 T r 平板 安山岩 2 22 ．0 ‘19 0 ．0 11 3 ．0 5 64 0 ．0 破 損。平坦なス リ面。

76 7 石 皿 J．ア．13 平板 安山岩 4 8 ．0 6 3．8 4 9 ．5 33 2 ．3 両面にス リ面。平板 状石皿の破片。

768 石 皿 ⅡM 55 緑掃
出 し 安山岩 1 78 ．5 10 8．0 5 5 ．0 1 52 0．9 掃 出 し口付近の破 片。ス リ面顕著。縁 に装飾が入 る。

第77裏　道構外出土石器観察表⑫
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（3）石製晶・土製晶

石製品・土製品として2点を図示した。1は訣状耳飾′

りめ一部と考えられる。出土位置はⅢ区のM－アー16Gr

である。欠損しているが片側端はきれいに成形してある。

石材は碧玉であり、残存重量は6．16gを測る。形態は円

形とすると大型であるため、短冊形の耳飾りか或いは胸

飾り的な製品とも考えられる。2は土製耳飾りと考えら

れ、F区埋没谷内のF－カー15Grから出土した。形態

はいわゆる臼形耳飾りで環状を呈さない。文様も無く無

文である。ただ、片面に刻線が1本確認された。重量は

8．69gを測る。

一作愈「
咳診1　0　（1：2）

第147図　石製品・土製品実測図
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付編1

榛名平遺跡の縄文時代の剥片石器製作技法の研究

株式会社アノウカ

角張淳一

第1章　本稿の目的と方法

第1節　　本稿の目的

本稿は榛名平遺跡で出土した縄文時代の剥片石器について、その製作技法と変遷を明らかにす

るのが目的である。

従来は遺物によって時代を区分することが分類・分析の目的であったが、本稿の分析目的は縄

文時代前期、縄文時代中期の石器の製作技法を明らかにすることにある。製作技法が明らかにさ

れれば、自然に時期の区分が理解されるであろう。

そして、その方法的基準は別に記述するが、方法の手順は以下となる。

最初に遣構内の石器を器種ごとに分類する。そして分析によって特定時期の主要器種の製作技

法をつかむ。次に遺構内の成果に従い、包含層の石器を参考にしながら、石器の時代の変遷を試

みる。

こうした分析の積み重ねによって遺跡内の石器製作技法は、遺構内・遺構外について妥当な推

論に補われた考古学的事実として認識されるであろう。

第2節　　分析の方法

第1項　　はじめに

榛名平遺跡の石器総数は、1440点である。このうち、遣構内の剥片石器の資料を取り扱った。

しかし石器群様相を記述するのに必要十分な質と量を分析できたわけではない。とりわけ縄文中

期の石器は10点に満たないので、大きな傾向をつかむため、縄文前期の石器との比較を主な分析

手法とした。

ちなみに、縄文中期は剥片石器よりも打製石斧の量が多いこ・とが周知の経験事実である。縄文

前期と中期では、石器の組成・製作技法が根本的に違うのであろう。

記述にあたっては、縄文時代の石器の理解をすすめる目的で、剥離技術に着目した石器の記述

方法について最初に記した。一般的な記述方法については、「石器研究法」（竹岡俊樹著、言叢社、

1989）と『続石器研究の感想』（角張淳一、「東京考古」19号、東京考古談話会、2000）に準じた。
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次に石器群の概要を整理した。各個別石器の記述については属性表にゆだねるので、以下に属

性表の見方を述べる。なお、属性表の見方には、石器研究の一般論を理解する必要があるので、

煩雑ながら初歩的な石器の見方から記述を始めることにした。

第2項　　石器分類の手続きと分類の目的

石器分類の手続きは、2つの作業によって実現される。最初に私たちが石器を見たときに、石

器はみたままの違いで分類される。石皿である、石鉾である、打製石斧であると。これらは大き

さ、石材など見るからに違う石器は、あらかじめ分類しておく必要がある。この分類の方法を「器

種分類」という。

次に見た目で明らかに同じ石器をさらに分類する必要がある。最初に見た目の違いで分類され

た石器の中で、同じ石器としたモノの中にも、製作者の意図の違いがみられるからである。

以上のように、石器分類の目的は、作った側の意図に従う分類を明らかにするために行われる

のである。ゆえに、石器分類によって得られた「分類表」の善し悪しは、どの程度まで製作者の

意図に従う分類を復元できているのかで評価がなされるのである。私たちが悪意的に分類した石

器の分類表（器種分類表）は、分類した現代人の石器の分類を示しているので、石器研究の目的

の最終分類表にはならないのである。

第3項　　技術属性の記述の必要性

石器の分類で最も必要なことは、石器の技術属性を記述することである。石器は人工物なので、

製作者の意図が込められている。その意図は技術属性に表現されているので、技術属性の記述を

行うことで、製作者の意図に従った石器の分類を復元するのである。そして石器研究の目的は、

技術属性によって石器を見ることで、石器製作者の意図に従う石器の分類を、現代語で表現する

ことである。

第4項　　剥離技術の定義

石器を作るためには、石を割る（剥離する）手法を習得する必要がある。この手法を「剥離技

術」と呼ぶ。

石器を作るときには、利き手に工具（ハンマー）をもち、左手に剥離する素材をもつ。利き手

の動きと左手の動きの総合動作で石器の剥離は行われる。そこで「剥離技術」の実状をわかりや

すくすると、「右手（利き手）の技術」と「左手の技術」に分解できる。「右手の技術」は「ハン

マーの種類とその作法」であり、「左手の技術」は素材の傾け方のことになる。

－　234　－



第5項　　剥離技術の属性項目

右手の技術に従い、ハンマーの種類及びハンマーの動作の作法という属性がある。従って、「ハン

マーの種類」と「ハンマーの作法」が右手の属性として記述されることになる。一方左手の技術は素

材の傾きであり、剥離面の役割を決める属性である。素材の傾きは、剥離角として記述もできる

し、剥離の様相としても記述できる。より現実感のある記述は、剥離角と縁辺や末端の様相を組

み合わせた「日本語」として記述されるとわかりやすい記述になる。以下にそれらを詳述する。

第6項　　ハンマーの属性（右手の属性）

ハンマーの属性は硬・軟質の区分とハンマーの大きさである。

硬質ハンマー（表記は「H」）は、素材よりハンマーがより硬いものを指す。ゆえに硬質ハン

マーでは、結果として石器の縁辺に砕けや潰れが生じる。軟質ハンマー（表記は「S」）は、ハ

ンマーのほうが柔らかく、ハンマーそのものが変形し、衝撃のショックを吸収する。その結果打

点周辺には砕けや潰れがほとんど生じない。

またハンマーの違いは、打点周辺だけでなく、剥離面様相にも顕著に現れる。硬質ハンマーで

加撃されると石核側に残される剥離面の稜線はゴツゴツした切り立ったものになる。軟質ハン

マーで加撃されると、石核側に残される剥離面の稜線は平らで滑らかな線となる。また、軟質ハ

ンマーのほうが、剥離面が石器の中心に向かって、より伸びる傾向がある。

本遺跡の場合に限らず、黒曜石のハンマーの種類は特にわかりにくい。黒曜石は縁辺が砕けや

すく、打点の砕けだけではハンマーの種類を特定できないからである。しかし基本にもどって観

察を行うと、硬質ハンマーの場合は縁辺に潰れたコーンができ、白く濁った打点が発生する。軟

質ハンマーの場合は曲げの剥離が頻発するものや、打点が残るものは大きく打点が広がっている。

曲げの剥離にはバルブは発生しないので、打点の有無は容易に観察できるのである。また剥離面

の幅に硬質・軟質の顕著な差が表れる。軟質ハンマーのほうが剥離面の幅が2ミリ程度大きくな

る傾向がある。また本遺跡の場合にはリングのうねりと稜線の切り立ち方についても特徴がある。

ハンマーの大きさは、打点から推定できる打点の径によって記述する。加工の打点の径を測り、

ミリ単位で記述してもよいし、その記述をさらに整理して、この遺跡には広い（W）径のものと狭

い（N）径のものがある、という「理解」を示した記述でもよい。

第7項　　ハンマーの作法（使い方）の属性（右手の属性）

ハンマーの使い方は、対象（石核）に直接ハンマーを叩きつける直接打撃（表記は「D」）、ハ

ンマーを石核に押し付けて押し剥がす押庄剥離（表記は「P」）とパンチを使う間接打撃（表記
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は「I」）の3麺類がある。ともにハンマーの使い方が異なるので、剥離面様相も異なる。

直接打撃の場合は、打点は明瞭でバルブは比較的発達し、稜線はゴツゴツする。

押庄剥離の場合は、打点は明瞭なもののバルブが発達せず、稜線は平らになる。

間接打撃の場合は、小さい剥離面ながら規則正しく剥離がなされ、バルブがある直接打撃に近

似する剥離面になる。

第8項　　直接打撃のハンマーの作法（右手の属性）

普通に手首を返しながらハンマーを用いる直接打撃がある。通常の剥離とも呼ばれる。このと

き生じる剥離面は割れ円錐の発達する「コーンタイプ」と呼ばれる剥離面である。打点の直下か

ら円錐が発達し、さらに円錐は次第にハンマーの押し出す力に吸収されながら剥離がおこる。

次にハンマーを垂直にたたきつける直接打撃がある。主に楔形石器にみられる直接打撃である。

剥離面の打点は明瞭なものの、ハンマーによる圧縮の力が優勢のために、円錐が発達しないで、

物体を引き裂くように剥離が起こる。通常の剥離によって生じる「コーンタイプ」の剥離に対し

て、これを「ウェッジタイプ」の剥離面と呼ぶ。

さらに、ハンマーを寝かせて、石器の鋭い縁に並行にあてるハンマーの用い方がある。この剥離

面は広義の折れ面であり、打点がなく、バルブも生じない。「ベンドタイプ」の剥離面とも呼ぶ。

このように3種類の剥離面があるが、主にハンマーストーンの加撃によって形成される剥離面

は通常の剥離による「コーンタイプ」の剥離面である。

第9項　　素材の傾きと剥離の方向（左手の属性）

素材の傾きは、剥離面の役割を‾実現する。平らにおいた石器の縁辺を加撃すると、剥離によっ

て刃先ができる。また立てた縁辺を加撃すると、鋭い縁辺は潰れて、「刃潰し」の状態になる。

こうした素材の傾きは、刃先のあるものは剥離角で、刃先のないものは剥離面の様子によって記

述ができる。

「石器研究法」によれば、左手の技術によって形成された剥離面の種類は、通常の剥離・急角

度剥離・平坦剥離、階段状剥離・刃潰し・樋状剥離の6種類とされている。左手の技術の記述は、

この6種類を用いることで、十分に記述ができる。

剥離面の方向というのは、ハンマーの加撃による力の抜ける主たる方向である。

人間が素材の石を加撃する時には、その石を叩き壊そうとするのか、薄い剥片を剥がそうとす

るのか、いずれにしろ意識的に加撃がなされる。例をあげれば、榛名平遺跡の打製石斧の側辺に

は階段状剥離がみられるものがあるが、この階段状剥離は打製石斧から剥片を剥がそうとした剥

離痕ではない。石器の周辺をハンマーで叩いて、石器の側辺を整形することが目的の剥離である。

では、何故そのようなことが言えるのであろか。
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それは、ハンマーの振り下ろされる方向が、石器の奥に向かって進行しているので、剥片を剥

離する方向ではないからなのである。このようにハンマーを振り下ろすときに、何を目的とした

剥離なのかを理解する手だてとして、剥離面の方向は分析の対象とされるのである。

第10項　　剥離技術の記述方法

属性の項目を明らかにしておこう。

ハンマーの種類：硬質（H）か軟質（S）。

ハンマーの当て方：直接打撃（D）、間接打撃（I）、押庄剥離（P）。

ハンマーの径：細い（n）、広い（W）。本道跡の場合は、ハンマーのコンタクトエリアの径が2

mm程度のものを「n」、4mmをこえるものを「W」とする。

直接打撃のハンマーの身振り：通常と垂直（「Ⅴ」と表記）があるものの、通常は省略して、垂

直打撃のみを記述するほうが整理しやすい。

押庄剥離の作法：なんらかの固定具を使う押庄剥離（「MP」と表記）、手のひらのなかで石器

を保持して押圧する手のひら押圧（「HP」と表記）の2種類が本遺跡ではみられる。

以上の属性の組み合わせで剥離技術を記述する。このとき、剥離技術の定義に従って、右手／

左手の順番に記述するとわかりやすい。

したがって、記述の順番は「ハンマーの種類、ハンマーの作法／素材の傾き」となる。

例えば、径の広い硬質ハンマーの直接打撃で急角度の剥離がなされている加工なら、「HD／

急角度」。同じように、径の狭い硬質ハンマーの垂直打撃で刃潰し加工がなされているなら「Im

／刃潰し」となる。径の細い軟質ハンマーの固定具を使う押圧剥離であるなら、nSMPと記述す

る。いずれも、記号の意味と記述の順番の規則さえ守れば、混乱は少ない。

第11項　　石器の製作技法

石器を製作するにあたっては、剥離技術だけで石器製作はできない。そこに作ろうとする道具

の設計図がなければ剥離技術だけでは石器にならないのである。

石器を作るということは、石の剥離技術の習得と文化の中に埋め込まれた石器形態の理解が必

要になる。したがって、石器を作るということは、その文化の中で習得する剥離技術（ハンマー

の種類とその使い方の身振り）と、その文化の中にある道具の形態（形のイメージ）に習熟する

ことである。

石器の形態分析は、石器の形を構成している辺を分解することである。そして、分解した辺に

どのような剥離技術でどのような剥離面が形成されているかを理解し、特定の辺が特定の剥離技

術によって形成されて、特定の形態が作られているのが石器の姿である。
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石器の形態は特定の辺を特定の剥離技術で形成することで成り立っている。辺と剥離技術の規

則的な関係、及びその関係を全体の形態に置き換えると、特定の石器文化には特定の石器製作の

基本的な約束ごとがあることがわかる。この石器製作の約束ごとを「石器の製作技法」と呼ぶ。

第2章　関山I式に伴う剥片石器

第1節　　総論

榛名平遺跡では、開山Ⅱ式土器の出土した住居地が4棟ある。榛名平遺跡のなかでは、最もま

とまりのある時期であるので、この時期の石器の様相を記述することにしたい。榛名平遺跡の開

山Ⅱ式に伴う小形剥片石器は、石嫉、石匙、石錐、小形の両面加工尖頭器である。中形石器はへ

ラ状石器の基部の断片が工区のH4住居にみられる。榛名平遺跡ではへラ状石器が組成していな

いのは重要な事実である（註1）。

石嫉、石匙、石錐は技法が安定しており、興味深い事実がわかってきた。

石錐は石材と形態が結びつく2種類がある。2種類は素材剥片の種類、押庄剥離の様相、そし

て形態ともに固有の結びつきをもっている。

量の多い石錐は、正三角形のブランク（註2）に、基部の1／3くらいの箇所に急角度で挟り

をいれた内股で太い脚の凹基錐である。黒曜石の両極剥片を素材にしている。少ない量の石錐は、

二等辺三角形で、平坦できれいな押圧剥離で三日月状に基部を挟って脚部を作る。珪岩の間接打

撃の剥片を素材にしている凹基錐である。そして2種類の石銀は住居地の中で必ず共存している。

石匙は摘みの部分だけ加工をした縦形石匙である。器体も刃部も整形加工はなされない。

興味深いことに、横形石匙は開山I式には組成しない。横形石匙は、関山Ⅱ式と同時並行とさ

れるI区のH6住居にある。この住居の石錐には開山I式に伴う珪岩の石鉾（H6の2）が組成

し、さらに黒曜石で五角形錐が作られている（H6の1）。五角形錐は古い押型文土器の立野式

に伴う（註3）ので西日本の土器文化の石錐である。横形石匙の成立事情を推定するのに、重要

な資料であろう。

石錐は両極打撃を素材の剥離技術にして、棒状の形態の石錐を押庄剥離で仕上げている。この

石錐はおそらく関山Ⅱ式に一般的な石錐であろう。他の形態の石錐については、分析に耐える量

は出土していない。

以上の所見を総合する前に、関山I式土器が、繊維土器であり、縄文施文の土器であることと、

それが東北の土器文化の系列であることを前提にしておかねばならない。この前提ならば、開山

Ⅱ式に伴う石錐は、東北縄文文化の珪岩梨の石錐と在地の黒曜石製の石錐がひとつの住居に共存

しているという解釈ができるのである。また石匙も、縦形石匙が東北縄文文化の石器であり、榛名

平遺跡の石匙は東北縄文文化の石匙が在地化した（型式的に変形した）縦形石匙といえそうである。
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さらに、関山I式の同時並行のH6住居は五角形錐と横形石匙を伴うため、西からの来訪者に

よって住居が営まれた可能性がある。このとき東北縄文文化の石錐は組成するが、在地の正三角

形の石鉱の典型的なものはない。西からの伝統によって関山Ⅱ式の石鉾の作り方が崩れてしまっ

ているようである。こうしたことから、関山Ⅱ式の時期に次第に西日本の土器文化の影響が強ま

る時期としてH6住居を位置づけるならば、H6住居は開山Ⅱ式の最終末から諸磯式直前の時期

として推定できようか。

以上をまとめると、開山Ⅱ式の石器は、在地の石錐と東北縄文文化の石鉾の共存、そして在地

化した縦形石匙と石錐という組成をもつのである。横形石匙は、西からの影響によって、関山Ⅱ

式の終末に組成することも予察される。横形石匙が、関山Ⅱ式に客体的に組成しても問題はない

が、しかし、主体的に組成するものかは榛名平遺跡の分析だけではわからない。

註1）群馬県の関山I式の遺跡を参考にすると、この時期には打製石斧と呼称するよりも、東

北地方一円にひろがる所謂「へラ状石器」が組成する。榛名平遺跡には遺構内に伴う石

器が基部の断片1点なので、製作技法の分析は不可能である。しかし、北開東によく組

成し、榛名平遺跡に組成しないのは、東北縄文文化の地域的な受け入れからとみたほう

がよいだろう。また遺構外出土の打製石斧のなかで、479・481・484・485・486などは

へラ状石器の可能性が高いが、これらが関山I式に組成するかは、現状では分析不可能

である。

註2）ブランクとは、二次加工された素材のことである。

註3）『美女遺跡』　馬場保之編　飯田市教育委員会　平成9年

第2節　　関山I式並行の遺構出土の石錐の分析

第1項　　榛名平遺跡の関山Ⅱ式に伴う石錐の概要（図1）

石鉾の分析の視点を整理しておこう。石錐は押庄剥離でおおわれた列島の縄文時代固有の石器

である。とくに形態が多様であること、剥離技術が押庄剥離に限定されることが特徴である。ゆ

えに剥離技術の一定性ゆえに、もっぱら見た目の形で分類されることが多い。

しかし、よく観察すると、石錐の製作仕様にも「その文化独特の仕様」があることがわかる。

それは個別の文化のもつ石器製作技法の仕様である。

本遺跡の石鉄を分析すると、尖頭部と基部に2種類づつ製作仕様がある。尖頭部と基部はそれ

ぞれ強い結びつきで全体の形態を形成しており、結果として2種類の石錐を生み出している。ま

た、こうした2種類の石錐は固有の素材剥片、固有の石材と結びついており、原石・石質の選択

から、素材剥片の剥離技術、さらに押庄剥離のやり方に強い規格性をもって製作されていること

がわかった。以下にその分析を詳述する。
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第2項　　石材と石質の属性

関山I式の住居はI区のHl，H4，H12，H14の4住居牡である。石錐は59点出土している。石材

の内訳は、黒曜石が42点、珪岩13点、貢岩3点、安山岩1点である。剥離技術に関係のある石質

の属性として、石質1（ガラス質）と石質2（珪質）を区分した。その結果は、石質1；ガラス

質（黒曜石と安山岩）が43点、石質2；珪質の石質が14点、石質3；その他が2点である。

第3項　　尖頭部と基部の2種類

形態を観察すると、尖頭部と基部に特徴が認められた。

尖頭部は、稜線の立つ形態（形態A）、と稜線のたたない形態（形態B）がある（図2）。形態

Aは石鉢の器体軸に直角方向から押庄剥離を行い、尖頭部に稜線をもたせて断面を三角形にして

いる。形態Bは器体軸に斜め45度方向から剥離を行い、稜線をうち消すように押庄剥離を行う。

尖頭部を形成する押庄剥離は、珪岩がより長く、黒曜石がより短い傾向もある。ゆえに黒曜石の

石錐の尖頭部の押圧剥離はきれいな稜線を作らない。

一方基部は凹基の項点から脚部の先端部に補助線をひいたときに、補助線の上部に隙間のでき

る基部（形態1）と、補助線が脚部の中に入る基部（形態2）がある（図3）。

また凹基だけでなく、平らな基部もある。しかし観察の結果、平基は凹基の脚部を作る直前の

形態で、石嫉末製品である。

そして形態1を形成する平基と形態2を形成する平基には違いがみられる。形態1を形成する

平基は、平坦で均整のとれた細長い剥離である。こうした平基はHP／平坦で作られ、そこから

同じ剥離技術で基部を挟りながら脚部の形態を作ると、均整のとれた三日月状の基部形態1にな

る。一方、形態2を形成する平基は、裏面の真申に貝殻状の剥離を形成する。この裏面の貝殻状

の剥離をHP／急角度で加工すると基部形態2となる（図4）。属性表では、この観察をもとに

平基であっても、形態1と形態2として記述した。

第4項　　尖頭部と脚部の相関分析（形態の分析）

尖頭部と脚部の結びつきを調べるために、表1を作成した。表を観察すると、Aと1、Bと2

の結びつきが強いことがわかる。そして見かけの相関なのか、有意な相関なのかを証明するため

にカイ二乗検定を行った。その結果、カイ二乗値は39で、危険率5％のとき有意という結果がで

た。ゆえに、石錨の形態はAlとB2という二種類の形態があることがわかった。

第5項　　形態と石質の相関分析

次に形態と石質の相関分析を行うために表2を作成した。ガラス質の石質を1、珪質の石質を

2とし、形態別の石質表を作成した。この表よりAlは石質に偏らずに製作され、B2はガラス

質の石質に偏ることがわかる。この表も検定を行うと、危険率5％のカイ二乗値が11．37で有意

という結果がでたので観察所見は証明された。
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第6項　　大きさと石質の相関分析

AlとB2の形態とそれに応じた石質のグラフを作成した（図5と図6）。このグラフを読む

と、AlはB2よりも長く、二等辺三角形に作られることがわかる。またAlの中でも、黒曜石

よりも珪岩・頁岩のほうが長いプロポーションをもつことがわかる。

第7項　　形態と押庄剥離の技術の分析

属性表より、AlとB2について、石質1と石質2の組み合わせを行い、それぞれの押庄剥離

の最大幅と最大長の分析を行った。この表より、Alの押庄剥離のほうがB2の押庄剥離よりも

長く伸びていることがわった。またAlのなかでも、珪岩のほうが黒曜石よりも剥離が長く伸び

ていることがわかった。さらにAlの黒曜石とB2の黒曜石を比較すると、長さが4ミリの山が

できており、同じ曲線を描くことがわかる。またAlとB2の珪岩の押庄剥離は、4ミリ以上で

6ミリ未洞という結果がでている。

この結果より、押庄剥離の長さは、形態よりも石質と強い関係にあることがわかる。そして珪

岩・貢岩は、黒曜石よりもはるかに硬質であるので、もしも同じ工具で珪岩の剥離の長さに応じ

た剥離を行えば、黒曜石は砕けるであろう。微細な押庄剥離に、人間が意識的に力を加減できる

わけではないので、珪岩に対して伸びる剥離を形成する工具と黒曜石に対する工具とは違う可能

性が高いと考えたほうが、合理的であると結論した。そして珪岩でもH14の2の石鉄は背面に癌

を残し、その工具はソフトハンマーである。珪岩に対してはソフトに働き、黒曜石にはハードに

働く2種類の工具があると推定できるのである。

第8項　　石質と素材剥片の分析

石錐の技法と石質ごとに、長さと厚さを比較した。その結果、B2の黒曜石は長くなっても厚

さは一定であった。一方、Alの珪岩は長くなればなるほど、厚さは増す。これは素材剥片の種

類に起因すると推定できる。B2の黒曜石は両極剥片を、Alの珪岩は間接打撃の剥片を素材に

していると推定できよう。一方Alの黒曜石は、両極剥片と間接打撃の素材が混じる様相である。

第9項　　関山Ⅱ式に伴う石鉢の製作技法

以上の分析から、榛名平遺跡の関山I並行の石錐は2種類の製作技法があることが理解できた。

技法1は間接打撃の剥片を素材にし、基部から作り始める。尖頭部はHP／通常で加工され、

器体軸に直交する押庄剥離で、断面が三角形になる。基部はHP／平坦で加工され、平坦な押庄

剥離で三日月状の綺麗な弧を描く。HPは細長くきれいな剥離面である。押庄剥離の長さは5ミ

リ前後、幅は3ミリ前後である。石材は主に珪岩である。

技法2は両極剥片を素材にし、尖頭部から作り始める。尖頭部は器体軸に約45度傾けた方向（2

時と10時の方向）で、断面が凸レンズ状に形成される。押庄剥離の剥離面は長さが短く、幅が広

がる傾向がある。その長さは3ミリ前後、幅も3ミリ前後である。また基部はHP／急角度で加
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工され、器体の1／3の真申を挟るように作る。そのため基部は内股で、やや幅広の脚部を形成

する。石材は主に黒曜石である（図4）。

第3節　　関山I式の石匙・削器の分析

第1項　　石器の記述

関山Ⅱ式の住居から出土している石匙・削器は8点である。点数が僅少なので以下に石器の記

述を行うことにした（図8）。

Hlの23は黒曜石梨の削器。正面左側辺の手前に顕著な使用痕（マイクロフレイキング）。素

材は両極剥片。打面部分に間接打撃で形成されたような剥離があるが、加工か否か不明。全体の

形状はゆるやかな摘みをもつように見える。

Hlの26はガラス質安山岩の縦形石匙。加工はHP。右側辺の摘みの部分は自然面。左側辺は

刃部で正面側にHPで加工がなされ、裏面は使用痕（マイクロフレイキング）が顕著である。左

側辺の手前は折れ面だが、おそらく折取りの加工。

H4の29は縦形石匙。間接打撃の縦長剥片を素材にしている。素材を逆位に用い、裏面にHP

／平坦で摘みを形成している。

H4の30は黒曜石製の縦形石匙。素材の技術はHD。左側辺はHP／急角度で整形加工。右側

辺は素材の辺を利用した刃部で、使用痕（マイクロフレイキング）が付いている。29と同じで素

材を逆位に用いている。

H4の35は珪岩製。素材は垂直打ちの縦折れの剥片。素材の鋭い縁辺にHPで刃部を形成して

lいる。摘みはないが基部の形状が短い摘みを想起させる。

H4の34は片岩梨。縦形石匙。板状に割れた素材にHDで加工。摘みを作っている。

H6の14は硬質貢岩製。縦形石匙の模造品の可能性がある。加工はHP／急角度。

H6の21は黒曜石の横形石匙。背面に自然面を残す厚い剥片を素材にしている。素材の打面の

部分にHIでつまみを形成している。刃部は裏面側にHI／急角度の加工がなされ、尖った弧状の

刃部が形成されている。

第2項　　観察所見にもとづく石匙・削器の製作技法

形　　態：摘みを付ける石器と付けない石器がある。摘みを付けるものを石匙、付けないものを

削器と定義する。しかし両者のシルエットは近似している。

整形加工：摘みはHPで形成される。黒曜石梨の素材では、末端辺に摘みが付くのも特徴である。

刃部加工：刃部は背面側にHPで形成される石器が3点（Hlの26、H4の30、H4の35）、背面

側に直接打撃で形成される石器が1点（H4の34）ある。

素　　材：直接打撃の素材と両極打撃の素材がある。両極打撃の素材には摘みの加工がないのが
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特徴である。

第3項　　開山Ⅱ式の石匙と削器についての予察

以上のような石匙と削器の製作技法について、石匙の属する文化を交えた予察を提示したい。

押庄剥離で成形される石匙は、東日本の縄文文化、特に関東から南東北にかけては前期に盛行し、

中期は一部欠落しながら後期の前半に出現する。北東北では前期はもちろん中期・後期にわたり盛

行する。こうした傾向から石匙は主に北東北の文化の流れの中で形成された石器と推定できる。

榛名平遺跡の関山I式土器は繊維土器であり、縄文施文の土器である。この土器も円筒土器文

化の流れで、地域化した土器と推定できそうである。繊維の混じる縄文施文の土器に、石匙は付

いてきていると予測できるのである。

そして、縄文土器が地域化するように石器も型式的な変異を生み出す。榛名平遺跡の開山Ⅱ式

の石匙の特徴は、摘みを押庄剥離で作り、刃部や器体は素材の辺のままであることが特徴である。

このとき、摘みの位置は、素材の厚い側にもうけられるようである。石鉱の考察でも行ったが、

この遺跡には間接打撃と垂直打撃（垂直打撃の石核を床においたものが両極打撃）の両方がある。

このとき、間接打撃の素材は打面倒にバルブがあるので、バルブの部分が素材の最も分厚い部分

である。一方垂直打撃は、打点を残すがバルブを発達させず、作業面にまっすぐに力が抜けるた

め、石核がある程度大きければ、階段状剥離によって自然折損するか、もしくはヒンジプラク

チャーとなる。垂直打撃の場合は、素材の末端が最も厚くなるのである。

こうした素材の特性と、摘みの部分だけを素材の厚い部分に間接打撃で形成するという技法と

が結びつくとき、珪岩で間接打撃素材の石匙（Hlの23）と黒曜石で垂直打撃素材の石匙（H4

の29と30）の2者が区分されるだろう。

第4節　　石錐の分析

第1項　　石器の記述

石錐は8点出土している。形態は棒状のもの（形態1）と平らな摘みのつくもの（形態2）、

長く細い茎のつく形態（形態3）、Y字の摘みのつく形態（形態4）がある（図9）。

Hlの20は棒状形態（形態1）の石錐。黒曜石梨で素材は両極打撃で作られた石器。

H4の26・27・39は棒状形態（形態1）。26と27は珪岩製。39は珪質頁岩梨。いずれも素材は

両極剥片と推定され、打面倒に刃部先端が位置する。

H4の28は摘みのつく形態3の石錐。黒曜石製。両面加工。素材は不明。

H12の8は摘みつきの形態2の石錐。裏面に大きく素材の主要剥離面を残し、打面も残してい

る。素材は間接打撃の剥片。珪岩製。

H6の17は形態4の石錐。素材はおそらく両極剥片。両面加工。
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H6の18は形態1の石錐。黒曜石製。素材は両極打撃で作られた石器。

第2項　　製作技法の分析

石錐は、両極打撃の石器や、両極打撃による剥片を素材にして、棒状の形態1を作るものが5

点。間接打撃の剥片を素材にした形態2が1点。黒曜石の形態3が1点。黒曜石の形態4が1点

である。

第3項　　型式学的な予察

石錐も出土数が僅少のため、その考察は予察にとどまる。最も量の多いのは棒状の形態1で、

いずれも両極打撃を素材の剥離技術に採用している。珪岩と黒曜石は3点と2点なので、石質に

よる差異はみられない。この石錐が関山I式に伴う一般的な石錐であろう。また間接打撃の素材

を用いた形態2は、その素材の剥離技術から、東北縄文文化に近いものと推定される。形態2の

技法が真正の東北縄文文化に属するものか、すでに在地化しているものかは、ここでは判断でき

ない。形態3と形態4は1点ずつなので、分析のしょうがないものの、形態4は西日本の前期の

石鉾を出土しているH6の住居に伴うことが、今後の資料的蓄積の参考になるかもしれない。い

ずれにしろ1点では分析はできない。

第5節　　小形両面加工尖頭器の分析

第1項　　石器の記述

石錐に似ているが、素材と加工と大きさが異なる尖頭器が出土している。4点の出土である（図

9下段）。

Hlの25は黒曜石製。剥離の伸びが著しいので加工はSPの可能性がある。

Hlの19は珪岩梨。加工はHI。

H4の22は黒曜石梨。加工はSP。

H4の32は黒曜石製。分厚い剥片を素材にHIで加工。

第2項　　観察の所見と製作技法

石銀とは異なる石器で、分厚い尖頭器が組成している。加工はHIとSPの2種類ある。黒曜

石3点のうち2点はSPの加工。1点はHIの加工。珪岩は1点でHIの加工である。黒曜石がSP

に、珪岩がHIに偏るとも解釈できるが、数量が僅少なのでこの傾向は作業仮説にとどまるもの

である。今後は、この石器の分布と時期のひろがりを追究するべきであろう。土器型式のはっき

りしている住居内遣物の分析の積み重ねが今後の指針である。
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第3章　有尾式から諸磯式土器に伴う石器

第1節　　石器の概要

工区のH16住居牡に伴う石器である。くぼみ石が1点、右膝が1点（床面）である。

第2節　　石鉾の技法

珪岩の石鉱である。加工はHP。やや分厚い素材なので、素材はおそらく間接打撃の剥片の可

能性がある。尖頭部は関山I式の技法2の作り方、基部は関山Iの技法1の作り方である。押庄

剥離は長さ5ミリ、幅5ミリ前後で、開山Ⅱ式の技法2の押庄剥離の一回り大きくなった剥離面である。

第4章　土器型式不明の縄文前期の石器

第1節　　土器型式の住居

型式名は不明だが、縄文前期の土器が出土している住居牡はI区のH2とH9、Ⅲ区のH33

である。数量が少ないので観察所見を記述する。

第2節　　H2の石器の記述

1は黒曜石の横形石匙。直接打撃の横長剥片を素材にして、打面部分にHIでつまみを作って

いる。刃部は素材剥片の鋭い辺を利用している。

2は凝灰岩の削器。直接打撃の横長剥片が素材。バルブをHIで成形加工して、厚みをとる

加工をしている。刃部は素材剥片の末端辺の裏面にHPで丁寧に刃付けを行っている。背面側の

不規則剥離は使用痕である。

第3節　　H9の石器の記述

1は黒曜石製の石嫉。関山I式に伴うB2技法で製作された石鉱である。2は珪岩梨の縦形石

匙。両極剥片にHPで摘みを付けただけの石匙である。ミニチュア石匙（註）の可能性が高い。

（註）ミニチュア石匙・ミニチュア石器

縄文時代には、古代の石製模造品によく似た、極小の石器がある。押庄剥離で作られ、本来の

石器の形態だけを実現している石器で、この石器のことを本稿ではミニチュア石器と呼称する。

経験的に諸磯式土器文化にはミニチュア石匙があることを筆者は認識している。

第5章　縄文中期の剥片石器

第1節　　縄文中期の住居とその器種

Ⅲ区のH35（曽利工式）とH30（加曽利EI式）である。石器の器種は石錐と石錐、粗製削器

の3種類である。

第2節　　中期の石鉢の分析
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第1項　　石材と石質の属性

中期の石鉄は総数で13点である。曽利式に伴う石鉾は8点のうち2点が珪岩、6点が黒曜石で

ある。加曽利E式に伴う石錐は全てが黒曜石である。

第2項　　剥離技術の属性

曽利式に伴う石錐の剥離技術はHP（8点）とSP（2点）である。珪岩製のH35の5、黒曜

石梨のH35の2がSPである。その他はHPである。

加曽利E式に伴う石鉢の剥離技術はすべてHPである。これらのHPは長さ6ミリ前後、幅4ミリ

前後に集中しており、比較的幅広で長い剥離面が特徴である。前期の押圧剥離とは長さ・幅が違

うことに注意すべきである。

第3項　　形態の所見

資料点数が少ないため、形態的な属性を抽出できなかった。H35の中でも、1は脚部が発達す

る形態、2は脚部が発達せずに先端に突起の付く形態があるH30の1はやや厚い素材に鋸歯状の

HPで加工される形態、2は薄い素材に幅広のハンマーでHPの加工がなされ、脚部が発達しな

い形態である。これらの形態と右手の技術の関係に規則的な関係はみられない。縄文中期の住居

から出土した石銀は多様であり、形態的なまとまりのある縄文前期とは対照的である。

第3節　　石錐の分析

石錐は曽利工式の住居から2点出土しているム　H35の9（珪岩）と10（黒曜石）である。

いずれも横長の剥片を素材に用い、横に長い側辺をHPで加工して刃部を形成している。素材

の打面は石錐の軸の側面側に位置している。9は打面を折取り、10は打面を残している。

第4節　　粗製削器

H30で2点二H35で1点出土している。石材はすべて在地の貢岩である。

素材剥離技術はHVDで、打製石斧の側辺の加工と同じ剥離技術である。

刃部は素材の鋭い辺を用い、背面側にマイクロ・コンタクト・プラクチャー（MCF）が観察で

きる。H30の4のMCFは主要剥離面の打面側に大きな曲げの剥離で付いている。H30の5は右

側辺に小さなコーンタイプの剥離面と曲げの剥離面がついている。H35の3は表裏に曲げの階段

状剥離のMCFが付いている。H35とH30では使用痕の付き方が異なるものの、剥片の素材・石

材・刃先角などの諸属性は同じである。
＼

第6章　縄文時代の土坑の石器

第1節　　土坑の石器の概要

縄文時代の土坑の石器は13点出土している。このうち、2点が磨石、1点が磨梨石斧の基部断

片である。残りの10点が剥片石器となっている。
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土坑の石器組成と数量は、器種が2種類以上で石器も2点以上の土坑と、1点1器種の土坑の

がある。前者はD39（Ⅲ区）とD17（I区）で、後者はD2、D15、Dlで、すべてI区の土坑

である。榛名平遺跡は、工区に縄文前期の住居牡が多く、Ⅲ区に縄文中期の住居牡が多い傾向が

ある。したがって、発掘区ごとに土坑を区分して、その石器の記述を行うことにする。

第2節　I区の土坑

第1項　　概要

工区の土坑内の石器は石嫉4点、石錐2点、石器未製品1点、石匙1点、磨製石斧1点である。

第2噴　　石嫉

石鉢はD2とD17で出土している。D2は1点の黒曜石梨。D17は黒曜石2点と頁岩1点であ

る。これらの石錐は、土坑や石質に関係なく製作技法は一定である。加工はHPで関山Ⅱ式の技

法2を一回り大きくした押圧剥離である。尖頭部の作り方は技法2そのままである。しかし基部

は技法2の押庄剥離でありながら、技法1の三日月状の基部を作る。関山Ⅱ式の技法1と技法2

の折衷の技法となっていることから諸磯式の土器に伴う石錐であろう。これらのことから、I区

の土坑の石錐は諸磯式土器に伴う石器と推定できる。

第3噴　　石匙

D17に珪岩製の1点の石匙がある。この石匙はHPの両面加工石匙である。摘みもHP／苛角

度で整形している。背面の刃部に不規則剥離が目立ち、硬い対象物に対して使用された痕跡と推

定できる。この石匙は開山Ⅱ式の石匙とは全く異なる。経験的にいうならば諸磯式土器に伴う石

匙である。

第4噴　　石錐と磨梨石斧

石錐と磨製石斧は技法的な分析が遣構内でできていないので、時期を確定することができな

かったが、縄文前期に帰属することは遺構の分布から推定できよう。

第5項　　石器からみた土坑の時期

石錐と石匙の分析から、D2・D17は諸磯式土器に伴う土坑と推定できる。DlとD15は石器

から土坑の時期は推定できないが前期の土坑である。

第3節　　Ⅲ区の土坑

D39は磨石2点、間接打撃の粗製石匙1点、石嫉未製品1点である。Ⅲ区という地区割りと磨

石類の出土は他の土坑とは異質である。剥片石器2点は黒曜石である。2は分厚い剥片にHIで

加工をしている。横形石匙の未製品の可能性がある。また3は石鉢の押庄剥離で加工されている。

石錐の押庄剥離は幅が広く、榛名平遺跡の縄文中期の剥離面である。この土坑はおそらく縄文中

期に帰属する土坑である。
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第7草　道構外の石匙の製作技法

第1節　　はじめに

これまで、住居に伴う石器を観察し、その剥離技術から製件技法を分析した。それによれば、

関山Ⅱ式並行の土器に伴う石器と諸磯式土器に伴う石器、さらに縄文中期の石器では、石器の製

作技法に差があることがわかった。（図7）

しかし、すべての器種にわたって分析を行うには、遣構内の石器では量的に不十分である。そこ

で、型式学的成果のでやすい石器を選択し、榛名平遺跡の遺構外の石器の分析を行うことにした。

このような経緯で経験的に縄文前期に盛行する押庄剥離による石匙が、分析対象として選択さ

れた。榛名平遺跡の遣構外から出土した押庄剥離の石匙を分析し、遣構内の製作技法と比較しつ

つ、その様相を明らかにしたい。

第2節　　石匙の製作技法と型式学的考察

第1項　　概観

石匙とした器種は遇構外で72点出土している。この72点のなかでも、摘みの明瞭でないものや、

折損して摘みだけのものなども含まれている。したがって、全ての資料を同じに扱うのではなく、

縦形石匙・横形石匙として通常に認識できるもの44点を選択して分析の対象とした。

第2項　　分類の基準

石匙の属性は非常に多様だが、原則として加工によって最初の分類を試み、次に形態について

考察をすすめたい。

遺構外の石匙の加工は、①HP／急角度のみの加工、②sp／平坦による両面・半両面加工、（訂

HP／平坦による両面・半両面加工の3種類である。

第3項　　HP／急角度で加工された石匙の記述（図10）

HP／急角度の石匙は、住居祉内の石匙の分析で行ったものと同じ形式の縦形石匙がある。他

に横形石匙がある。横形石匙は榛名平遺跡の関山Ⅱ式に組成しないで、関山並行とされる型式不

明の土器（H6）住居牡にともなっていた。H6住居牡の石匙と263の石匙は同じ形式（註1）である。

ゆえにHP／急角度の加工の石匙は開山I式に並行する西日本の石匙であろう。ことには239の横

形石匙は下呂石で製作されており、横形石匙が西日本に発生した石匙という仮説が補強されよう。

（註1）形式

石器は強い属性と弱い属性の集合でできている。その強い属性の集合が、一定であるとき、そ

の属性の束は文化の諸規則として理解される。したがって、強い属性の束が一致するとき、その

属性の東をもつ石器の群を「形式」として呼び表す。「形式」は、おそらく製作者によって文化

の諸規則の原則に従って作られている「石器の種類」に近似するものであろう。石器の分類は、
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見た目の（属性分析以前の）分類（器種）から、属性分析を経た分類（形式）として、記述され

なくてはならない。

第4項　　SP／平坦両面・半両面加工に加工される石匙（図11・12）

両面加工・半両面加工の石匙は、横形石匙が大半である。石材で多いのは貢岩・珪質岩で、そ

の内訳は珪岩、頁岩、珪質貢岩・凝灰岩である。一部にホルンフェルスや安山岩などのバリ質の

強い石材も用いられている。

半両面加工の横形石匙の形態は、HP／急角度で作られる横形石匙と同じである。両面加工の

石匙は両面加工尖頭器の胴部に基部を作るもので、HP／急角度の石匙の形態にはない。

縦形石匙の形態は、半両面加工の尖頭器に、斜め45度の摘みを付けたものである。摘みの対称

軸でおくと横形石匙となる。縦形石匙と横形石匙の折衷形態であろう。

第5項　　HP／平坦による両面・半両面加工（図13）

縦形石匙と横形石匙の割合は半々である。縦形石匙の石材は黒曜石が圧倒的で、1点だけ珪岩

がある。横形石匙の石材は黒曜石、珪岩・貢岩・安山岩とすべての石材をまんべんなく利用して

いる。

縦形石匙の形態はHP／急角度と同じ形態（280・283・284）のほかに、身が反るものや、両

面加工のへラ状石器につまみのついた形態（287）がある。SP／平坦の縦形石匙の形態はない。

横形石匙はミニチュア石匙（232・233）とHP／急角度の石匙と同じ形態のもの、SP／平坦の

両面加工と同じ形態のものを半両面加工で製作したものなどがある。

第6噴　　石匙の型式学的考察

（丑形態の理解とその分類

これまで見てきた石匙を型式学的に理解するために、便宜的に6形態に分類した。その形態は

以下のようになる（図14）。

形態1：縦長の素材に扶りを入れて摘みをつくった形態。刃部は素材の辺もしくは押圧剥離で

成形する。

形態2：縦形石匙の胴部に斜めの摘みを付けた形態。

形態3：胴部が湾曲する縦形形態。

形態4：菱形に摘みを付けた横形石匙の形態。刃部は菱形の頂点を真申にするように作られる。

形態5：カマボコ状の胴部と、胴部の頂点を挟って摘みを付けた横形形態。

形態6：尖頭器や小判形を横におき、摘みを付けた横形形態。

（か形態と剥離技術の属性分析

そして技術と形態の相関表を作成し、これを用いてカイ二乗検定を行った。その結果は以下の

ようである（危険率5％で検定を行う）。
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最初に母集団に形態をもつ表と母集団に剥離技術をもつ表を作成した。

表3は母集団に加工を、属性に形態を配置した表である。この表全体の検定は、有意ではない。

その有意性のない原因は、形態1と形態5、及び形態6に属性の偏在がないからである。表3と

同じ項目で、今度は母集団を形態にした場合、より顕著にそれが表現されている（表4）。

そこで、剥離技術の属性を変更して、急角度剥離を周辺加工とし、両面加工と半両面加工はハ

ンマーの種類を捨象して、表5を作成した。

表5を観察すると、表3でみた多様性が整理されていることがわかる。特に表5からは形態1

と形態5がすべての加工属性をもち、その他の形態は加工属性に片よりがあることがわかる。

そこで次に、形態1と形態5を除いた表6を件成し、その表にカイ二乗検定を行ってみた。そ

の結果は、カイ二乗値21．89で危険率12．57なので有意である。

その結果を再度確認すると、形態3と形態6は両面加工と半両面加工で作られ、形態2は半両

面加工のみ、形態4は周辺加工のみという結果となった。

加工と形態の結びつきを技法とするならば、石匙は次のような技法が兄いだされる。

技法1：すべての加工で作られる石匙。縦形石匙は形態1であり、横形石匙は形態5である。

技法2：両面加工と半両面加工で作られる石匙。縦形石匙は形態3であり、横形石匙は形態6

である。

技法3：周辺加工だけで作られる石匙。横形石匙の形態4である。

技法4：半両面加工だけで作られる石匙。縦形石匙の形態2である。

次に、遺構内の石匙についても同様の表7を件成して、解釈の参考にした。

（訂解釈

以上の結果を解釈したい。まず遺構内の開山Ⅱ式土器の遺構に伴う石匙は周辺加工の石匙の形

態1だけであった。また横形石匙は形態4であり、それは関山Ⅱ式に並行する土器に組成した（H

6住居祉）。さらに、その土器は西日本の土器であろうと石錐の分析で予想しておいた。した

がって形態1と形態4の組み合わせが、関山Ⅱ式の時期に組成する石匙である。

次に両面加工と半両面加工の石匙は、形態3と形態6である。この組み合わせの時期は、榛名

平遺跡では関山I式の後に続く土器型式の時期なので、有尾式から黒浜式・諸磯式の土器の時期

であろうと考えられる。

これらのことを考慮して石匙の組み合わせと変遷の図を作成した（図15）。

この図から読めることは、関山Ⅱ式の石匙は周辺加工で製作されることがわかる。翻って開山

Ⅱ式の石匙の剥離技術はHP／急角度であった。この剥離技術そのものが周辺加工しか隼み出さ

ないことは容易に理解できよう。

次の時期になると、今度は平坦な剥離で両面加工や半両面加工の石匙が組成するようになる。
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このとき、関山I式にあった周辺加工の石匙形態のすべてが、両面加工や半両面加工で作られて

いることが重要である。また両面加工と半両面加工にしかない石匙形態は、形態2と形態3のみ

である。

ところで、形態2を形態3を横形に変形した石匙と仮定するならば、この裏の図式はきわめて

明瞭な理解を与えてくれる。

それは、関山I式がHP／急角度の加工技術であり、そこから作られる周辺加工の石匙形態は、

次の時期にはそのまま両面加工や半両面加工で作られる形態になっているのである。そして面的

加工がなされ、周辺加工のなされない縦形石匙が形態3であり、それを横形に変形したものが形

態2である。

結論：佐久平の縄文前期前葉から中葉の石匙は、最初に縦形と横形がすでに表れ、次の段階で、

その形態は保持されたまま加工が変化する。さらに新たに縦形形態が加わり、その横形の変形形

態も伴っている。

第8章　終章

以上の分析で興味深いことがいくつかわかった。ことに関山Ⅱ式の石鉾の製作技法と遺構外の

石匙の分析結果は、縄文土器の変遷と総合させて、今後の縄文前期の社会構造の解明に資するこ

とができればと考えている。

最後に謝辞を述べておきたい。

本文執筆を快く了解していただいた佐久市教育委員会文化財課と担当の冨沢一明氏に深く感謝

したい。また考察と図版の作成にあたって、㈱アルカの太田公彦氏に多大な協力をいただいた。

㈱アルカの池谷勝典氏には、石匙の考察にご教示を賜った。各位に深い感謝を述べるものである。

なお、参考文献と註は随時文中に挿入してある。
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鳶、三…／
形態A

形態A　剥離は器体軸に対して垂直

形態B　剥離は器体軸に対して斜め

形態B

図2　尖頭部の形態と製作法
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HP／平坦で剥離　　　脚部は補助線よりも内湾
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HP／急角度で剥離　　　脚部は補助線よりも外湾

図3　脚部形態と製作法
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図4　技法別工程
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　＼
形態－1 形態2 形態3 形態4 形態5 形態6 合計

S P平／両 3 2 4 9

S P平／半 1 1 2 4

S P平／両 2 2 4 8 16

H P平／両 1 1 2 1 5

H P平／両 4 ．2 3 9－

合計 11 2 3． 2 11 14 4 3

　＼ H P急 S P平／両 S P平／半 H P平／両 H P平／両 合計

形態 1 3 1 2 1 4 11

形態 2 2 2

形態 3 1 2 3

料態 4 2 2

形態 5 4 1 4 2 1 1－

形態 6 2 8 1 3 ．14

合計 9 ・4 16° 5 9 43

　＼ 形態 1 形態2 形態3 形態4 形態5 形態 6 合計

周辺加工 3 2 4 9

両面加工 2 1 3 3 9

半面加工 6 2 2 4 11 25

合計 11 2 3 2 11 14 43

形態 2 形態 3 形態 4 形態 6 合計

周辺加工 2 2

両面加工 1 3 ‘4

半面加工 2 2 11 15

合計 2 3 2 14 2 1
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ノ
し

遺物
番号 遺構 時期 器種 素材 技術

先端
形態
基部
形態

押庄
剥離
の最
大長
（ミリ）

押庄
剥離
の最
大幅
（ミリ）

剥離
方向
剥離
面 石材

長
（mm）
幅
（mm）
厚
（皿） 備　　　 考

1 H l 前期 石嫉 SP 3 2 5 3 両面 平坦 黒曜石 23．0 17．0 3．0

2 H l 前期 石嫉 H P 1 1 　5 3 ・両面 平坦 チャー‾ト24．0 14．5 4．0 カエシ部非対称、右側が突出する。

3 H l 前期 石嫉 SP 3 1 6 3 両面 平坦 チャート23．0 15．0 4．5

4 H l 前期 石鍍 H P 4 1 4 2 両面 平坦 黒田礎石（漆黒）19．5 13．0 3．5

5 H l 前期 石嫉 H P 3 2 4 3 両面 平坦 黒曜石 19．0 19．0 ・4．5

61 H l 前期 石錐 H P 3 2 4 3 両面 平坦 黒曜石 19．5 ．18．0 3．5

7 H l 前期 石嫉 H P 3 5 4 3 両面 平坦 黒曜石 17．0 17．0 3．5 基部わずかに内湾。

8 H l 前期 石嫉 H P 3 5 4 3 両面 平坦 黒曜石 16．0 13．5 3．0

9 H l 前期 石嫉 H P 3 5 4 3 両面 平坦 黒曜石 17．0 12．5 4．0

10 H l 前期 石嫉 H P 3 2 6 3 両面 平坦 黒曜石 14．5 14．5 4．5 先端部欠損。

11 H l 前期 石錬 H P 4 2 3 3 ．両面 平坦 黒曜石 18．0 11．0 3．5 右側 カエシ部欠損。

12 H l 前期 石鍍 H P 欠損 3 5 3 両面 平坦 黒曜石 11．0 14．0 3．0 先端部欠損。基部挟 りが深い。

13 H l 前期 石嫉 H P 欠損 3 4 2 両面 平坦 黒曜石 20．0 10．5 4．0 右側欠損。基部挟りが深い。

14 H l 前期 石嫉 H P 3 5 4 4 両面 平坦 黒曜石 14．5 13．5 3．5

15 H l 前期 石錐 H P 3 5 5 3 両面 平坦 黒曜石 17．0 16．5 4．0

16 H l 前期 石錨？ H P 欠損 5 6 4 両面 平坦 黒田闇石（漆黒）21．0 19．0 5．0 石鉢未成品 ？ミニチュア石匙か ？

17 H l 前期 石嫉 H P 3 5 4 3 両面 平坦 黒曜石 14．0 14．5 3．5 先端部、カエシ部欠損。

18 H l 前期 石嫉 SP． 3 5 4 3 両面 急角度黒曜石 14．0 14．0 ．4．5 先端部側線 は急角度で剥離。基部欠損。

19 H l 前期 石嫉 HI 1 4 未製品末製品両面 急角度チャート36．0 32．0 15．0 未成品。基部平坦部はH Iで加工。

1 H 4 前期 石鍍 SP 4 1 6 3 両面 平坦 チャート26．5 19．0 6．0 裏面平坦で、表面に稜 をもつ。

2 H 4 前期 石錬 SP 4 3 4 3 両面 平坦 チャート23．5 14．0 4．0 裏面平坦にする。基部扶り深い。

3 H 4 前期 石嫉 SP 4 3 4 3 両面 平坦 黒曜石 19．0 13．5 3．0 左側カエシ部わずかに欠損。

4 H 4 前期 石嫉 H P 2 1 4 3 両面 急角度黒曜石 17．5 13．5 3．5 裏面平坦にする。表面側に急角度で剥離し、稜を付ける。

5 H 4 前期 石嫉 H P 欠損 2 4 4 両面 急角度黒曜石 14．5 15．5 4．5 先端部欠損。裏面を平坦にし、表面に稜 を作出。

6 H 4 前期 石鉄 H P 3 2 4 3 両面 平坦 黒曜石 18．0 16．0 4．0 右側カエシ部欠損。

7 H 4 前期 石鉄 SP 4 1 4 3 両面 平坦 チャート20．0 19．0 4．5 先端部欠損。

8 H 4 前期 石鉄 SP 1 1 6 3 両面 急角度玉　 髄 19．0 15．5 5．0 側線から急角度剥離で整形。

9 H 4 前期 石鉄 H P．欠損 2 4 4 両面 急角度 黒曜石 21．0 16．0 5．5 先端部、左側欠損。鋸歯緑に整形 される。

10 H 4 前期 石鉄 H P 欠損 5 6 3 両面 急角度 黒曜石 17．0 18．5 7．5 先端部欠損。右側未加工。未成品。

11 H 4 前期 石嫉 H P 3 2 4 3 両面 平坦 黒曜石 18．0 16．0 4．5 裏面平坦に整形。

12 H 4 前期 石鍍 H P 1 2 4 3 両面 急角度黒曜石 9．0 10．0 4．0 小形。

13 H 4 前期 石鉄 H P 3 5 6 3 両面 急角度 チャート18．5 14．0 4．5 裏面平坦。裏面は素材面 を残 し、二次加工がす くない。

14 H 4 前期 石酎 H P 2 5 2 2 両面 急角度黒曜石 17．0 13．5 3．0 石嫉未成品 ？ミニチュア石匙か ？

15 H 4 前期 石鍍？ SP 3 5 6 3 正＋反平坦 チャート22．0 17．0 4．0 石錐未成品 ？ミニチュア石匙か ？

16 H 4 前期 石鍛 H P 1 2 6 3 両面 平坦 黒曜石 22．0 16．0 4．5 先端部は、急角度で表面側に剥離をいれて、断面三角にする。

17 H 4 前期 石鍍 H P 4 3 4 2 両面 急角度黒曜石 23．5 14．0 4．5 裏面平坦で、表面側 に急角度剥離をいれる。

18 H 4 前期 石鍍 H P 1 1 5 3 両面 急角度黒曜石 20．0．15．0 4．5 先端部は、急角度剥離で断面菱形に整形。

19 H 4 前期 石鍛 H P 1 2 5 3 両面 急角度頁　 岩 20．0 17．5 5．0 先端凱 左側カエシ部欠損。先端を急角度剥離で断面菱形に整形。

1 H 6 前期 石錬 NHP 2 2 4 4 両面 平坦 黒曜石 30．0 16．0 3．5 先端部をスペー ド形に作 り出す。表裏に素材面をのこす。

2 H 6 前期 石鍍 H P 1 1 5 3 両面 急角度チャート24．5 21．0 6．0 断面菱形になり厚みがある。

3 H 6 前期 石鍍 H P 1 3 3 3 両面 急角度安山岩 21．0 15．0 4．0 風化はげしい。

4 H 6 前期 石鍍 SP 3 1 4 3 両面 平坦 チャート24．0 16．5 4．0 先端部欠損。原礫面 をのこし、右側裏面は加工なし。

5 H 6 前期 石鋲 H P 3 1 4 3 両面 平坦 黒曜石 21．0 13．5 3．0 左側端部欠損。

6 H 6 前期 石嫉 H P 3 3 4 3 両面 平坦 黒曜石 20．0 13．0 3．0 左側カエシ部欠損。

7 H 6 前期 石鍍 H P 3 3 4 3 両面 平坦 黒曜石 20．0 12．0 2．5 右側カエシ部欠損。

8 H 6 前期 石鉄 H P 3 5 4 ．3 両面 平坦 黒曜石 15．0 13．0 3．5 左側カエシ部欠損。

9 H 6 前期 石嫉 H P 3 2 5 3 両面 平坦 黒曜石 20．0 15．5 3．0 先端部、右側カエシ部欠損。

10 H 6 前期 石鍛 H P ？ ？ 4 3 両面 平坦 黒曜石 17．5 14．5 4．0 欠損。裏面は素材面をのこす。石鋲の破損品の可能性もある。

11 H 6 前期 石鍍 SP 3 ？ 6 3 両面 平坦 黒曜石 24．0 16．0 7．0 石金鉄のような先立畠部のカロ工であるが、端部は、J革みがあり、カロここも

12 H 6 前期 石酎 H P 3 3 両面 急角度黒曜石 24．0 18．0 6．0 先端部欠‡員。裏面に素材面を残し、末女畠、周縁部を急角度車輌眼で整形。摘み部の挟りがわずかに見られる。
13 H 6 前期 石酎 HP 5 4 両面 平坦 黒曜石 12．5 18．0 3．0 上端部は欠損。

14 H 6 前期 石錐？ HP 3 3 正‡反急角度頁　 宕 28．5 13．0 4．0 両側欠損 ？

15 H 6 前期 石鉄 H P 欠損 3 5 3 両面 平坦 黒曜石 19．0 11．5 4．5 先端、右側カエシ部欠損。右側は未加工。裏面に素材面を残す。

1 H 12 前期 石錬 H P 1 1 4 3 両面 急角度 頁　 岩 7．5 14．0 3．5 先端招β欠損。右傾叫は表面偵叫に急角度剥離を施す。基部整形でカ

2 H 12 前期 石嫉 H P 3 ． 1 4 3 両面 平坦 黒曜石 8．5 11．0 3．0 挟り深い。

3 H 12 前期 石嫉 H P 3 2 5 3 両面 平坦 黒曜石 22．0 11．5 2．5 右側カエシ部欠損。先端からカエシ部の屈曲点に両側からやや深い剥離がはいる。

4 H 12 前期 石鍛 H P 3 1 4 3 両面 平坦 黒曜石 12．0 15．0 2．5 先端部欠損。

5 H 12 前期 石嫉 H P 4 2 5 3 両面 平地 玉髄 ？ 23．0 13．0 7．0 裏面を平坦に加工し、表面には剥離できなかった部分がこぶ状にのこる。

6 H 12 前期 石嫉 H P 3 1 5 3 両面 平坦 チャート21．5 12．0 3．0 表裏に素材面を残す。基部は、平坦に加工し、カエシ部をわずかに作出する。
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時期
図版

番号

遣物
番号 地区 遺構 時期

器種 素材 技術 先端
形態
基部
形態

の才甲
最庄
大承り
長再任

の押
最庄
大京U
I幅肖匪

剥離

方向

妄り離

面
石材
長
（皿皿）
幅
（mm）
厚
（mm）

‘備　　 考 ．

前期 5 1 I H 9 前期 石嫉 H P 欠損 2 4 3 両面 平坦
黒曜
石 11．0 13．5 3．0

先端部欠損。表面側にやや急角
度剥離で整形。

前期 7 1 工 H 14 前期 石鍍 SP 1 欠損 5 3 両面 平坦
チャ

ー ト
29．0 14．5 4．0

カエシ部欠損。裏面を平坦にカロ
工 し、表面には剥離できなかっ
た部分がこぶ状にのこる。

中期？ 7－ 2 I H 14 前期 石嫉 SP
未

製品 5
4 5 両面 平坦 チャ

ー ト
21．5 16．0 3．0

右カエシ部のつ くりが左側のも
のとちがい、左側の裏面側は加
工されない。この点から石匙の
ミニチュアの可能性もある。

前期 ．8 1 工 H 16 前期 石嫉 SP 1 1 5 3 両面
急

角度
チャ

ー ト
21．5 15TO 6．0 厚みがあり、断面菱形になる．。

前知 16 5 D 2 石嫉 HP 3 2 4 3 両面 平坦
黒曜
石
17．0 15．0 3．5 カエシ部わずかに欠損。

前期 16 8 D 1 7 石嫉 SP 1 1 4 3 両面 平坦
チャー
ト ？
19．0 14．0 3．5 裏面に素材面を残 し、平坦にす

る。先端部欠損。

前期 16 9 D 1 7 石鍵 HP 3 3 5 3 両面 平坦
黒曜

石
20．0 14．0 4．0 右側カエシ部欠損。裏面を平坦

にする。

前期 16 10 D 1 7 石錬 HP 欠損 4 5 3 両面 平坦
黒曜

石
17．0 15．0 5．0 先端部欠損。

図版
番号
遺物
番号
地区 遺構 時期 器種 素材 技術

先端
形態
基部
形態

最才甲
二大庄長承り
′て招陸上ノの

最才甲
大庄
幅承リ
ノ．了鰯陸上ノの

剥離
方向

剥離

面
石材
長
（mm）
幅
（皿皿）
厚
（叫） 備　　 一考

10 1 Ⅲ H 30 中期 石鍍7 横長 HP 3 5 ’6 4 正 平坦
黒曜
石 26．0

13．0 4．0 石虚数の未成品 ？

10 2 Ⅲ H 30 中期 石嫉 HP 3 欠損 6 3 両面 平坦
黒曜
石 19．0 22．0 5．0 右側カエシ部欠損。

10 3 Ⅲ H 30 中期 石嫉 HP 欠由 5 6 4 両面 平坦 黒曜石 18．0 8．．5 3．0 先端部欠損。

13 1 Ⅲ H 35 中期 石鍛 HP ’3 欠損 5 4 両面 平坦 黒曜石 20．0
12．0 3．5 先端部‘とカエシ部一部欠損。裏面平坦。

13 2 Ⅲ H 35 中期 石鹸 HP 3 5 6 4 両面 平坦
黒曜
石 19．0 13．0 3．5

挟 りは浅い。裏面を平坦 に
加工。

13 3 Ⅲ H 35 中期 石嫉 HP 欠損 1 6 4 両面 平坦 黒曜石 20．0 12．0 5．5
基部挟 りの剥離が SIの可
能性がある。

13 4 Ⅲ H 35 中期 石嫉 H P 3 1 6 4 両面 平坦
黒曜
石 18．0 15．0

3．5 カエシ部欠損。

13 5 Ⅲ H 35 中期 石嫉 SP 3 1 7 3 ．両面 平坦 チャ
ー ト
21．0 12．0 4．0 先端部が尖る。

13 6 Ⅲ H 35 中期 石嫉 SP 3 1 7 4 両面 平坦 黒曜石
23．0 17．0 4．0 先端部欠損。

13 7 Ⅲ H35炉 中期 石嫉 SP 1 5 8 5＿ 両面 平坦
チャ

ー ト
23．0 17．0 6．0 先端部、カエシ．部欠損。

13 8 Ⅲ H 35 中期 石鍍 SP 欠損 5 7 4 両面 平坦 黒曜石（茶）17．0 13．0 4．0 先端部欠損。
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時

期

図

版

番

遣

物

番

整

理

番

器

種

遺

跡

地

区

遺

構

G r．

′It．

層

位

形

態

素

材

次

加

先

端

形

基

部

形

押
庄
剥
離
の
最

押
圧

．剥離
の
最

剥

離

方

剥

離

刃

部

形

石

材

長 嘩 厚 備

考口‾弓‘ 口号 口7テ 工 態 態
大
長
大
幅 向 面 態

　　（
mm　　）
　　（
mm　　）
　　（
mm　　）

？ 2 16 226 石鉢 NH N Ⅱ H 22 凹基 N S
M P
1 5 6 4 両面 平坦 チャ．

ー ト
23 15 5 裏面に平坦面をもつ。

？ 2 18 213 石嫉 NH N H 3 1 周溝 凹基 W H
M P 3 5 6 4

両面 平坦 頁岩 30 2 0 5 カエシ部の作出が特徴的。

前期 2 1 220 石鍍 NH N Ⅱ H 2 2 凹基 N H
M P
1 2 3 2 両面

急
角度

黒曜
石 12 10 3

非常に小形。
右側カエシ部
わずかに欠損。

前期 2 5 224 石嫉 NH N Ⅱ H 22 凹基 N S
M P
3 1 4 2 両面 平坦

黒曜

石 11
13 3．5 右側カエシ部

わずかに欠損。

前期 2 12 206 石銀 TT U
床面
東半
凹基 N H

M P
欠損 欠損 4 3 両面 平坦

黒曜
石 17

14 4．5 先端部、カエ
シ部欠損。

前期 2 15 218 石鉄 N H N I H 22 凹基 N H
M P
3 4 4 3 両面

急

角度
黒曜
石
20 13 5

左側は急角度
示相性で整形。
素材面を残す。
横長承り片。

前期 2 2 2I9 石嫉 N H N I H 22 凹基 NS

M P
3 2 5 3 両高 平坦

黒曜
石 16 12 4

右側カエシ部
わずかド欠損。

前期 2 3 222 石鉢 N H N I H 22 凹基 N H
M P
3 欠損 5 3 両面 平坦

黒曜
石 17 11

3 カエシ部欠損。

前期 2 4 216 石嫉 N H N I H 22 凹基 N H
M P
1 2 5 3 両面 平坦

翠曜
石・ 21 13 4

カエシ部わず
かに欠損。先
端尖．る。

前期 2 6 234 石嫉 NH N Ⅲ H 47 凹華 N S
M P
欠損 2 5 3 両面 平坦

黒曜石

（赤）14 15
3．5 先端部わずか
に欠損。

前期 2 11 2 17 石嫉 NH N I H 22 凹基 N S
M P
3 1 5 3 両面 平坦

黒曜
石 19 19 4 基部挟り深い。

前期 2 13 2 08 石錐 TT U
床面

東半
凹基 N S

M P 1 5 5 1 3
両面 平坦 黒曜

石 22 13 3．5
左側カエシ部
欠損。

前期 2 14 2 10 石嫉 NH N 工 H 21 凹華 N S
M P
欠損 1 5 3 両面 平坦

黒曜
石 15 15 4．5 先端部欠損。

前期 2 17 23 5 石鉢 NH N Ⅲ D 54 凹基 N S
M P
欠損 5 5 3 両面 平坦

黒曜

石
19 18 4

先端部欠損。
両側を糸田かい
鋸歯縁状にす
る。

前期 2 8 ．232 石嫉 NH N Ⅲ H 44 凹基 N S
M P
欠損 1 6 3 平面 平坦 ．

黒曜
石 18 12 3 右側欠損。

前期 2 9 227 石嫉 NH N I M 20
E．
カ．
15

凹基 N S
M P
3 2 6 3 両面 平坦

黒曜
石 19 15 4 基部挟 り深い。

前期 2 10 223 石嫉 NH N Ⅱ H 22 凹基 N S
M P
3 2 6 3 両面 平坦

黒曜
石 写3 15 5

左側カエシ部
欠損。裏面平
増に整形。

前期 2 ．19 221 石嫉

石嫉

石鉱

石嫉

石鉱

石嫉

石嫉

NHN I H 2 2

F．
コ
12

F ．
ケ．
12

シ南

ヨ望
ン　ク

円基

円基

凹基

凹基

N S
M P 2

欠損 6 3 両面

両面

両面

両面

両面

画面

両面

平坦 黒曜
石

黒曜
石

13 15 4 先端部尖る。基部欠損。

前期 2 30 236 N H N Ⅲ FD 5

H 24

N S
M P
6 7 6 3 平坦 23 12 3

両側を
N H M P で．鋸
歯線状にする。

中期 2 31 525 N H N I

I

ⅥrS
M P 3 7 6 5

平坦
頁

岩 ？ 27 18 10
表面側にコブ
が残る。

中期 2 ．7 212 N H N N S
M P
3 3 7 3 平坦

黒曜石
（漆黒）

黒曜
石

19 14 2．5 右側カエシ部欠損。

中期 2 20 561 N H N H 22
N S
M P 4

欠損 7 4

平画

17 19 3
先史結部の破片。
先立畠部にさら
に突出部がイ乍
出。

中期 2 21 215 N H N Ⅱ H 17 N S
M P
2 5 7 5 平坦

黒曜
石 28 20 3 先端部が尖る。

中期 2 23 2 48 N H N I
W S
M P 3 5 7 5

平坦 黒曜石
（漆黒） 26 18 6．5

右側 カエシ部
欠損。器体が　‾
湾曲。
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中期 2 24 23 7 石鍍 NH N Ⅲ F　8
W S
M P 3

欠損 7 5 両面 平坦
黒曜

石
25 18 4 基部欠損。

中期 2 27 6 15
石
錬 7 N H N 工

F．
オ．
14

N S
M P
欠損 5 7 5 両面 平坦

平 坦
（両面）
黒曜石
（漆黒） 16 2 3 4．5

裏面はあまり
加工されてお
らず未成品の
可能．性0

中期 2． 28 6 18 石鍍 NH N I
F．
カ．
12

N S
M P
欠損 欠損 7 5 両面 平坦

平 坦
（両面）
黒曜石
（漆黒） 28 19 4 右側欠損。

中期 2 26 269
石
鍍 ？NH N 工

F．
サ．
11

W H －
M P
3 5 8 6 両面 平坦 貢岩 27 ‘22 7

4、破片。尖頭
器の先端ある
いは基畠βの可
台邑一性。

中期 2 22 28 7
石
鍍 ？NIIN

Ⅱ
F．
ク．
11

W S
M P
3 欠損 9 5 両面 平坦

黒曜

石
20 16 7．5 下部欠損。

中期 2 25 280
石
鍍 ？NH N 工 H 24

N H
M P
3 5 9 5 －両面 平坦

チャ

ー ト
30 2 1 11 表裏にこぶ状の部分を残す。

中期 2 29 560 石錐 NH N I H 13 凹基 N S
M P
欠損 欠損 10 5 両面 平坦

平 坦
（両面）
黒曜

石
30 17 3．5 大形石鹸破片。優品である。
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時期 箱 遺物 番号 地区 時期 器種 素材 技 術 先端形態 基部形態

押
庄
剥
離
の
最
大
長

押
圧：
剥
離
の
最
．大
幅

剥離方向
長

（m皿）

幅

（m皿）

厚

（mm ）
備　　　 考

前 ・期 1 6 1 石　 鍛 N S M P 1 3 2 2 両　 面 1 3 1 0 3 小形 。素材の面を多 く残す。

前　 期 5 214 石　 鍛 N H M P 1 2 2 2 両　 面 1 8 1 1 3 素材 の面 が多い。

前　 期 2 82 石　 鍍 N H M P 欠損 3 3 2 両　 面 1 7 1 5 5 先端部 欠損 。未製品 ？

前　 期 4 195 石　 鍾 N H M P 3 1 ・3 2 両　 面 1 5 1 1 3 素材 の面を多 く残す。

前　 期 5 223 石　 鍛 N H M P 1 欠損 3 2 両　 面 2 0 1 4 5 左 カエシ部欠損。

前　 期 5 236 石　 鍍 N H M P 1 1 3 1 3 両　 面 1 3 1 2 ．3 基部 の扶 りは深い。

前　 期 1 2 石　 錐 N S M P 未製品 5 3 3 両　 面 2 4 1 9 6 石嫉未製 品。

前　 期 1 3 石　 鍛 N H M P 1 1 3 3 両　 面 2 2 1 3 3 基部 の挟 りは深い。

前　 期 2 68 石　 鍍 N S M P 欠損 欠損 3 2 両　 面 1 4 1 0 3 左右 カエシ部欠損。

前　 期 1 5 6 石　 鍛 N S M P 4 5 4 2 両　 面 1 8 1 3 3 未製 品。

前・期 2 11 1 石　 鍛 N S M P 3 1 4 2 両　 面 1 7 1 3 4

前　 期 4 15 8 石　 金鉄 N H M P 3 5 4 2 両　 面 1 1 9 3 小形 。素 材の面を多 く残す。

前　 期 4 173 石　 嫉 N S M P 3 2 4 2 両　 面 2 1 1 2 3 プロポーシ ョンは縦 長。

前　 期 4 18 0 石　 嫉 N S M P 3 1 4 2 両　 面 1 3 1 2 4 基部 の挟 りは深い。

前　 期 4 18 1 石　 地 N S M P 3 1 4 2 両　 面 1 6 1 2 4

前　 期 4 20 0 石　 鍛 N S M P 3 2 4 2 両　 面 1 3 1 2 3

前　 期 5 21 7 石　 錐 N H M P 3 3 4 2 両　 面 1 8 ．1 4 4 左 カエシ部欠損。

前　 期 1 8 石　 鍍 N S M P 3 2 4 3 両 ．面 1 4 1 4 3 左側 カエシ部欠損。

前 ‘期 1 1 2 石　 鍛 N S M P 欠損 2 4 3 両 ‾　面 1 9 1 4 3 先端部 欠損 。

前　 期 1 2 6 石　 鍛 N S M P 3 1 4 3 両　 面 1 4 15 3 扶 り深 く、カエシ部 が長い。

前　 期 1 3 1 石　 錐 N S M P 1 未製品 4 3 両　 面 2 4 1 1 3 未製 品。

前　 期 1 3 6 石　 錐 N S M P ？ 5 4 3 両　 面 1 4 2 7 5 未製 品か ？

前　 期 1 5 0 石　 鋏 N S M P 欠損 3 4 3 両　 面 1 9 1 3 5 先端 ・左 カエシ部欠損。

前　 期 1 5 9 石　 錐 N S M P 4 5 4 3 両　 面 1 8 1 4 4

前　 期 1 6 0 石　 錐 N S M P 1 5 4 3 両　 面 1 3 1 8 4

前　 期 2 9 0 石　 鉄 N S M P 2 3 4 3 両　 面 1 6 1 6 4 基部 の挟 りは深い。

前　 期 2 9 2 石　 錘 N S M P 2 5 4 3 両　 面 1 9 1 6 4 左 カエシ部欠損。

前　 期 2 9 5 石　 錐 N S M P 3 欠損 4 3 両　 面 1 7 1 4 2 素材 の面 が多い。未製品 ？

前 ・期 2 9 9 石　 錬 ． N H M P 1 5 4 3 正 ＋反 1 8・ 1 5 2 素材 の面 が多い。未 製品 ？

前　 期 2 10 4 石　 鍬 N S M P 3 3 4 3 両　 面 1 6 1 1 3 左右 カエシ部欠損。

前　 期 2 11 5 石　 鍾 N H M P 未製品 5 4 3 両　 面 1 6 1 3 3 未製 品 ？

前　 期 3 13 1 石　 錐 N S M P 3 1 4 3 両　 面 1 5 1 5 4

前　 期 3 14 4 石　 錐 N S M P 3 1 4 3 両　 面 1 1 1 1 3 小形 。

前　 期 ． 4 15 4 石　 鍍 N H M P 3 2 4 3 両　 面 1 3 1 5 4

前　 期 4　‾ 15 6 石　 鍍 N S M P 1 1 4 3 両　 面 1 7 1 4 4 先端 ・右 カエシ部欠損。

前　 期 4 17 2 石　 錐 N S M P 欠損 2 ． 4 3 両　 面 1 9 1 7 4 先端 部欠損 。

前　 期 4 18 4 石　 鍾 N S M P 3 5 4 3 両　 面 1 3 1 0 3

前　 期 4 19 8 石　 鍍 N H M P 末製品 4 4 3 両　 面 1 8 1 2 5 先端 部から左カエシ部欠損。

前　 期 4 20 4 石　 鍍 N H M P r　3 2 4 ‘ 3 両　 面 1 3 1 2 3 表 に素材 の面を残す。

前　 期 5 22 1 石　 鍛 N H M P 未製品 4 4 3 両　 面 1 7 1 3 5 素材 の面 が多 く残す。

前　 期 5 22 2 石　 銀 ． N S M P 3 5 4 3 両　 面 1 7 14 4

前　 期 1 5 石　 鍍 N H M P 3 2 5 3 両　 面 1 6 9 2 小形 。左側 カエシ部欠損。

前　 期 1 9 石　 鍛 N H M P 1 欠損 5 3 両　 面 2 2 1 1 5 右側 カエシ部大きく欠損。

前　 期 1 1 8 石　 錐 N S M P 2 1 5 3 両　 面 1 6 1 4 3

前　 期 1 2 1 石　 鍍 N S M P 3 3 5 3 両　 面 1 6 1 1 3 左側 カエシ部欠損。

前　 期 1 2 5 石　 鍛 N S M P 1 3 5 3 両　 面 1 7 1 3 4

前　 期 1 2 9 石　 嫉 N S M P 3 2 5 3 両　 面 1 6 1 3 3 左右 カエシ部欠損。

前　 期 1 4 2 石　 鍛 N H M P 2 1 5 3 両　 面 2 0 1 5 4

前　 期 1 4 8 ° 石　 錐 N S M P 2 5 5 3 両　 面 1 9 1 6 4

前　 期 1 5 4 石　 錐 N S M P 3 2 5 3 両　 面 2 1 1 1 4 裏面 に素 材の面を多く残す。

前　 期 2 7 0 石　 嫉 N S M P 3 1 5 3 両　 面 1 5 9 5 小形 。

前　 期 2 7 3 石　 鍍 N S M P 5 3 5 3 両　 面 1 8 14 4

前　 期 2 7 5 石　 鍛 N S M P 1 1 5 3 両　 面 1 5 12 4 左側 カエシ部欠損。

前　 期 2 7 7 石　 嫉 N H M P 欠損 5 5 3 両　 面 1 9 1 8 7 先端 ・基 部欠損。

前　 期 2 7 8 石　 錐 N H M P 3 5 5 3 両　 面 1 9 1 8 5 右側 カエシ部欠損。

前　 期 2 8 9 石　 鍼 N S M P 3 1 5 3 両　 面 1 9 1 5 4

前　 期 2 9 4 石　 鍍 N S M P 5 5 5 3 両　 面 1 5 1 4 5

前　 期 2 9 7 石　 鍛 N H M P 2 5 5 3 両　 面 1 8 1 4 4 裏面 に素 材の面が多い。

前　 期 2 10 7 石　 錐 N S M P 未製品 5 5 3 両 ・面 1 4 1 4 2 未製 品 ？

前　 期 2 1 10 石　 嫉 N S M P 3 5 5 3 両　 面 1 3 1 5 4

前　 期 2 11 6 石　 嫉 N S M P 3 5 5 3 両　 面 2 1 1 2 4

前　 期 2 11 7 ．石　 錐 N S M P 欠損 1 5 3 両　 面 2 2 16 5 先端 部欠損。

前　 期 3 1 19 石　 鍍 N S M P 欠損 6 5 3 両　 面 1 4 1 1 4 先端 ・基部欠損。

前　 期 3 12 2 石　 嫉・ N S M P 3 2 5 3 両　 面 1 7 17 4

前　 期 3 13 3 石　 鍛 N S M P 1 2 5 3 両　 面 1 8 13 5

前　 期 3 13 5 石　 鍍 N S M P 3 1 5 3 両　 面 3 0 1 3 5 プロポーシ ョンは縦 長右カエシ部欠損。

前　 期 3 14 3 石　 鍍 N S M P 3 5 5． 3 両　 面 1 3 1 1 4 小形 。

前　 期 3 14 7 石　 鍍 N H M P 3 5 5 3 両　 面 1 9 11 4 左右 カエシ部欠損。

前　 期 4 15 1 石　 鍛 N S M P 3　‾ 1 5 3 両　 面 1 9 1 0 5 左 カエシ部欠損。

前　 期 4 15 2 石　 鍍 N S M P 3 1 5 3 両　 面 1 7 1 3 3

前　 期 4 15 7 石　 錐 N H M P 未製品 5 5 3 両　 面 1 6 1 6 5 未製 品。

前　 期 4 16 3 石　 鍛 N H M P 欠損 1 5 3 両　 面 1 7 13 5 先端 部欠損。

前　 期 4 16 4 石　 鍍 N H M P 3 2 5 3 両　 面 1 3 1 4 4 基部 の挟 りは深い。

前　 期 4 16 6 石　 鍛 N S M P 1 1 5 3 両　 面 1 9 17 6

前　 期 4 16 7 石　 鍛 N S M P 3 3 5 3 両　 面 1 7 1 2 4

前　 期 4 16 8 石　 鍍 N S M P 3 2 5 3 両　 面 2 0 14 4

前　 期 4 17 6 石　 鍛 N S M P 3 5 5 3 両　 面 1 6 11 5

前　 期 4 17 9 石　 錐 N S M P 1 1 5 3 両　 面 2 7 1 5 6 右 カエシ部欠損。

前　 期 4 19 1 石　 嫉 N S M P 3 5 5 3 両　 面 2 0 9 4 左 カエシ部欠損。

前　 期 4 19 7 石　 地 N S M P 4 2 5 3 両　 面 1 9 12 3 左 カエシ部欠損。

前　 期 4 20 7 石　 錐 N S M P 3 5 5 3 両　 面 1 5 9 3 小形 。

前　 期 4 20 8 石　 錐 N S M P 欠損 5 5 3 両　 面 1 3 11 3 小形 。先端 ・右カエシ部欠損。

前　 期 5 21 6 石　 嫉 N S M P 欠損 5 5 3 両　 面 1 6 1 4 4 先端 ・左 カエシ部欠損。

前　 期 5 22 5 石　 錐 N H M P 1 2 5 3 両　 面 2 3 12 4 プロポーシ ョンは縦 長。

前　 期 5 22 8 石　 鍛 N H M P 3 1 5 3 両　 面 1 7 1 4 5

前　 期 5 22 9 石　 嫉 N S M P 3 1 5 3 両　 面 1 7 15 4
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時期 箱 遇物 番号 地区 時期 器種 素材 技術 先 端形態 基部形態

押
庄
剥
離
の
最
大
長

押
庄
剥
離
の
最
大
幅

剥離方向
長

（mm ）

幅

（m皿）

厚

（mm ）
備　　　 考

前　 期 5 230 石　 鍛 N SM P 3 1 5 3 両　 面 30 12 6 プ ロポーシ ョンは縦長。

中　 期 2 6 5 石　 鍍 W S M P 1 欠損 6 5 両　 面 24 19 5 基部欠損。

中　 期 2 98 石　 鍛 wn M P 1 1 6 5 両　 面 26 16 5 左カエシ部欠損。

中　 期 3 136 石　 鍍 W S M P 3 1 6 5 両 ・面 25 16 3

中　 期 4 2 03 石　 鍍 W H M P 3 5 6 5 両　 面 22 17 4

中　 期 4 194 石　 錐 N S M P 3 3 7 2 両　 面 21 1．1 4 プロポーシ ョンは縦長。

中　 期 1 39 石　 鍼 W S M P 3 7 5 7 3 両　 面 21 15 4

中　 期 2 83 石　 錐 N S M P 欠損 2 7 3 両　 面 17 15 4 先端部欠損。

中　 期 3 138 石　 鍛 N S M P 欠損 1 7 3 両　 面 2 1 16 4 先端部欠損。

中　 期 4 196 石　 錐 N H M P 3 4 7 3 両　 面 2 0 14 5 先端部か ら・左カエシ部欠損。

中　 期 1 4 石　 鍍 N S M P 3 5 7 4 両　 面 18 18 4

中　 期 1 14 石　 鍍 W S M P 2 3 7 ．4 両　 面 2 5 17 4 裏面に素材の面を残す。

中　 期 1 16 石　 鍍 W S M P 3 1 7 4 両　 面 2 3 15 3 右側カエシ部欠損。

中　 期 1 24 石　 鍍 W S M P 欠損 5 7 4 両　 面 17 17 4 先端部欠損。

中　 期 1 28 石　 鍛 W S M P 未製品 欠損 7 4 両　 面 2 4 16 4 左側カエシ部 欠損。

中　 期 1 33 石　 錐 W S M P 2 1 7 4 両　 面 2 0 14 5 左右カエシ部欠損。

中　 期 1 38 石　 鍛 N S M P 3 1 7 4 両　 面 2 4 19 4 左カエシ部欠損。

中　 期 1 40 石　 鍾 W S M P 3 5 7 4 両　 面 2 2 16 6 未製品 ？

中　 期 1 46 石　 鍍 W S M P 2 1 7 4 両　 面 2 4 16 4

中　 期 1 63 石　 錐 W S M P 4 5 7 4 両　 面 2 4 16 5

中　 期 2 72 石　 鍼 W S M P 3 1 7 4 両　 面 2 2 13 4 左側カエシ部欠損。

中　 期 2 9 1 石 ．鍍 W S M P 1 5 7 4 両　 面 2 1 16 5 右 カエシ部欠損。

中　 期 2 93 石　 鍍 W SM P 5 5 7 4 両　 面 1 9 15 6

中　 期 2 96 石　 鍍 W SM P 4 5 7 4 両　 面 2 4 16 4

中　 期 2 113 石　 錐 W SM P 3 欠損 7 4 両　 面 2 5 18 5 基 部欠損 。

中　 期 3 1 26 石　 錐 W H M P 2 5 7 4 両　 面 2 3 2 1 9 未 製品。

中　 期 3 1 46 石　 錐 W S M P 欠損 2 7 4 両　 面 1 6 19 3 先端 ・右 カエシ部欠損。

中　 期 4 183 石　 錐 W S M P 3 5 7 4 両　 面 2 4 18 5

中　 期 4 1 89 石　 錐 wn M P 5 5 7 4 両　 面 1 8 17 4 右 カエシ部欠損。

中　 期 4 2 05 石　 錐 W H M P 3 5 7 4 両　 面 1 9 12 ．4 左 カエシ部欠損。

中　 期 4 2 12 石　 鍍 W SM P 欠損 3 7 4 両　 面 1 5 13 3 先端 部欠損 。

中　 期 5 2 32 石　 錐 W SM P 3 1 7 4 両　 面 2 0 16 4 左 カエシ部欠損。

中　 期 1 45 石　 錐 W SM P 1 欠損 7 5 両　 面 2 4 17 6 右側 カエシ部欠損 。

中　 期 2 86 石　 錐 W SM P 欠損 1 7 5 両　 面 2 2 2 2 5 先端部 欠損 。

．中　 期 4 1 77 石　 鍍 W SM P 3 5 7 5． 両　 面 2 7 1 8 8 未製 品。

中　 期 1 27 石　 鍛 W SM P 3 3 8 4 両　 面 2 8 17 5 右側 カエシ部 欠損。

中　 期 1 47 石　 鉄 W SM P 3 5 8 4 両　 面 2 2 12 6

中　 期 1 53 石　 鍼 W S M P 3 5 8 4 両　 面 1 9 1 6 4 先端部 欠損 。

中　 期 2 81 石　 錐 W SM P 欠損 5 8 4 両　 面 1 7 2 1 7 先端部 欠損 。

中　 期 2 85 石　 錐 W S M P 1 5 8 4 両　 面 2 7 1 9 6

中　 期 3 1 21 石　 錐 N S M P 欠損 5 8 4 両　 面 1 7 1 6 4 先端部欠損－。

中　 期 4 1 65 石　 鍾 W SM P 欠損 5 8 4 両　 面 1 9 1 5 4

中　 期 4 1 70 石　 錐 W SM P 欠損 5 8 4 両　 面 1 9 1 8 4 先端部欠損 、未製品 。

中　 期 3 1 49 石　 鍛 W SM P 3 1 8 5 両　 面 2 7 1 9 6

中　 期 1 ．55 石　 錐 W SM P 欠損 5 9 5 両　 面 2 3 2 5 7 先端部欠損 。

中・期 4 1 74 石　 鍛 W SM P 欠損 5 9 5 両　 面 2 3． 1 9 6 先端 ・左 カエシ部欠損 。＿未製品。

前 期 ？ 1 15 石　 鍼 W SM P 1 1 5 4 両　 面 1 7 1 5 5 先端部 ・右側 カエシ部欠損。

前期 ？ 2 74 石　 錐 W SM P 1 1 5 4 両　 面 23 13 4 右側 カエ シ部 欠損。

前 期 ？ 3 13 0 石　 錐 W SM P 1 1 5 4 両　 面 19 13 4

前期 ？ 1 19 石　 錐 N S M P 1 1 6 3 両　 面 1 9 16 5

前 期 ？ 1 3 5 石　 鍍 N S M P 1 1 6 3 両　 面 26 1 7 5 右 カエ シ部欠損。

前 期 ？ 3 1 20 石　 鍛 N S M P 1 1 6 ．3 両　 面 16 15 5

前 期 ？ 3 13 7 石　 鍛 N S M P 1 1 6 3 両　 面 18 15 4

前 期 ？ 2 6 4 石　 鍍 W S M P 1‾ 1 6 4 両　 面 24 19 4

前期 ？ 2 10 3 石　 鍍 W S M P 1 1 6 4 両　 面 23 14 6 先端部欠損。

前期 ？ 4 18 7 石　 鍼 W S M P 1 1 6 4 両　 面 20 14 5

前期 ？ 4 2 11 石　 鍍 W S M P 1 1 6 4 両　 面 20 16 5 ＿左右側線 に挟 り。

前期 ？ 5 22 6 石　 錐 W S M P 1 1 6 4 両　 面 32 20 4 左 カエ シ部欠損。

前期 ？ 5 23 3 石　 錐 W S M P 1 1 6 4 両　 面 22 16 5 左 カエ シ部欠損。

前期 ？ 5 23 5 石　 鍛 W S M P 1 1 6 4 両　 面 26 2 1 5

前期 ？ 1 4 3 石　 鍍 W S M P 1 3 5 4 両　 面 15 15 4

前期 ？ 1 4 4 石　 鍍 W S M P 1 5 5 4 両　 面 18 16 4

前期 ？ 4 16 9 石　 鍍 W H M P 1 5 5 4 両　 面 16 16 4

前期 7 4 19 9 石　 鍼 N S M P 1 5 ・ 6 ． 3 両　 面 17 15 3

前期 ？ 2 6 6 石　 鍍 W H M P 1 5 6 4 両　 面 21 20 7 未製品 ？

前期 ？ 2 8 4 石　 錐 W S M P 1 5 6 4 両　 面 20 13 5 左右 カエ シ部欠損。

7 4 19 0 石　 鍍 W S M P 1 欠損 6 4 両　 面 27 15 5 左 カエ シ部欠損。

？ 5 22 0 石　 鍛 W S M P 1 欠損 6 4 両　 面 18 13 4 基部欠損。

？ 1 1 7 石　 鍍 W S M P 2 1 5 4 両　 面 20 10 3 プ ロポー ションは縦長。

？ 1 5 8 石　 鍛 W S M P 2 5 5 4 両　 面 25 17 4

？ 2 6 9 石　 鍍 W S M P 2 5 6 4 両　 面 18 14 4

？ 2 7 9 石　 錐 N S M P 3 1 5 3 両　 面 19 12 5 左側緑鋸歯 を作 る？

？ 4 21 0 石　 鎖 W S M P 3 1 5 4 両　 面 25 14 3 左カエシ部欠損。

？ 1 1 1 石　 地 ・ W S M P 3 1 6 3 両　 面 24 13 3 プ ロポー ションは縦長。

7 1 5 2 石　 錐 N S M P 3 1 6 3 両　 面 22 15 3 裏面に素材の面 を多 く残す。

7 3 13 9 石　 錐 N SM P 3 1 6 3 両　 面 17 13 5

7 3 14 0 石　 鍛 W S M P 3 1 6 4 ． 両　 面 23 15 5

？ 5 23 4 石　 鍛 W S M P 3 1 6 4 両　 面 20 18 5

？ 5 23 7 石　 鍛 W S M P 3 1 6 4 両　 面 19 18 5

？ 1 1・0 石　 錐 W S M P 3 2 ．5 4 両　 面 22 17 ・ 5

？ 4 21 3 石　 錐 W S M P 3 2 5 4 両　 面 17 14 3 右カエシ部欠損。

1 7 1 7 石　 鍍 N SM P 3 2 6 3 両　 面 24 ．17 4 左側カエ シ部欠損。

？ 1 5 7 石　 錐 N SM P 3 2 6 3 両　 面 26 18 6 右側カエシ部欠損。

？ 2 6 7 石　 鍛 N SM P 3 2 6 3 両　 面 18 12 2 右カエシ部欠損。

－　269　－



時期 箱 追物番号 地 区 時期 器種 素材 技術 先端形態 基部形態

押
庄
剥
離
の
最
大
長

押
庄
剥
離
の
垣
大
巾畠

剥 離方 向
長

（mm ）

幅

（皿皿）

厚

（mm ）
備　　　 考

？ 4 1 71 石　 鍼 N S M P 3 2 6 3 両　 面 2 0 1 3 3 左 カエシ部欠損。

′I7 1 23 石　 鍍 N S M P 3 3 6 3 両　 面 2 2 1 1 3 右側 カエシ部欠損。フロポーションは縦長 。

？ 2 1 00 石　 ‾錐 N S M P 3 3 6 3 両　 面 2 2 1 3 3 右 カエシ部欠損 。

？ 2 1 05 石　 鍛 N S M P 3 3 6 3 両　 面 2 2 1 4 4

7 4 1 85 石　 鍍 W S M P 3 4 6 4 両　 面 1 9 1 5 5 左 カエシ部欠損。

？ 1 13 石　 錐 W S M P 3 5 5 4 両　 面 2 2 1 5 5 先端 部 ・左側カエシ部欠損 。

？ 3 1 32 石　 錐 W S M P 3 ， 5 5 4 両　 面 1 6 1 2 4

7 5 2 18 石　 鍍 W S M P 3 5 5 4 両　 面 2 2 1 5 5 右 カエシ部欠損。

？ 1 51 石　 鍍 N S M P 3 5 6 3 両　 面 2 6 1 7 8

？ 2 88 石　 錐 N S M P 3 5 6 3 両　 面 1 6 1 4 3

？ 2 1 06 石　 鋏 N S M P 3 5 6 3 両　 面 1 7 1 5 4

7 2 108 石　 錨 N S M P 3 5 6 3 両　 面 2 2 1 2 5

？ 3 124 石　 鍍 N S M P 3 5 6 3 両　 面 1 9 1 7 4

7 3 1 27 石　 鍍 N S M P 3 5 6 3 両　 面 2 2 1 6 6

7 1 20 石　 鍾 W SM P 3 5 6 4 両　 面 2 6 1 7 4 左側 カエシ部欠損。

7 2 71 石　 錐 W SM P 3 5 6 4 両　 面 2 3 1 3 4 右側 カエシ部欠損。

7 2 101 石　 鍍 W SM P 3 5 6 4 両　 面 2 2 1 6 4

？ 3 125 石　 錐 W SM P 3 5 6 4 両　 面 1 8 1 8 5

？ 4 193 石　 錐 W SM P 3 5 6 ’ 4 両　 面 1 7 1 9 6

7 5 ‘2 19 石　 鍍 W SM P 3 5 6 4 両　 面 2 0 1 7 5

？ 5 2 24 石　 錐 W SM P 3 5 6 4 両　 面 2 0 1 5 5

？ 5 2 31 石　 錐 N S M P 3 5 6 ＿ 4 両　 面 2 3 1 6 5

？ 1 22 石　 鍍 W SM P 3 欠損 5 4 両　 面 2 7 2 0 4 左側 カエシ部欠損。

？ 2 87 石　 錐 W S M P 3 欠損 6 3 両　 面 1 9 1 4 4 左右 カエシ部欠損。

？ 4 153 石　 銀 N S M P 3 欠損 6　－ 3 両　 面 1 8 1 2 3 基 部欠損。

？ 2 76 石　 錐 W SM P 3 欠損 6 4 両　 面 2 1 1 5 4 先端 ・基部欠損。

？ 2 112 石　 錐 W SM P 3 欠損 6 4 両　 面 2 5 1 8 8 基部欠損。

7 5 215 石　 錐 W SM P 3 欠損 6 4 両　 面 1 7 1 3 4 基 部欠損。

？ 1 6 石　 鍍 N S M P 3 未製品 6 3 両　 面 2 1 1 3 6 未製品。裏面に素材の面を多く残す。

7 4 178 石　 錐 W SM P 4 1 5 4 両　 面 2 0 1 6 3

？ 1 62 石　 錐　 ‾ W SM P 4 1 6 4 両　 面 2 4 1 6 4

？ 4 206 石　 鍍 W SM P 4 1 6 4 両　 面 2 3 1 6 4

？ 4 186 石　 錐 W S M P 4 4 5 4 両　 面 2 0 1 6 4

？・ 4 159 石　 錐 W H M P 4 4 6 4 両　 面 1 9 1 3 5

？ 4 202 石　 錐 W S M P 4 5 5 4 両　 面 2 5 16 4 左カエシ部欠損。

？ 1 37 石　 錐 N H M P 4 5 6 4 両　 面 2 3 1 9 4 右カエシ部欠損。

7 2 80 石　 鍍 W S M P 5 1 5 4 両　 面 1 8 1 2 4

？ 1 4 1 石　 錐
W S M P ＋

N H M P
6 1 5 3 両　 面 2 2 1 5 4 W S M P の後、 N H M P で鋸歯を作る。

？ 5 239 石　 錐
W S M P ＋

N H M P
6 2 4 2 両　 面 2 2 1 4 3 W S M P の後、 N H M P で鋸歯を作る。

？ 3 142 石　 鋏 W S M P 6 6 6 4 両　 面 2 1 15 6 有茎。鋸歯縁を H P で作る。

？ 3 14 1 石　 錐 W S M P 6 6 ・ 7 4 両　 面 2 2 1 6 4 有茎。鋸歯縁を H P で作る。

？ 3 148 石　 錐 W S M P 欠損 1 5 4 両　 面 1 3 15 5 先 端部欠損。

？ 5 227 石　 鍍 W S M P 欠損 1 5 4 両　 面 2 5 2 1 5 先端 ・左カエシ部欠損。

？ 1 1 石　 錐 N S M P 欠損 1 6 3 両　 面 2 0 1 5 3 裏面に素材の面を残す。

7 1 30 石　 錐 ． W S M P 欠損 1 6 4 両　 面 1 9 15 4 右カエシ部欠損。

？ 4 175 石　 鍍 W S M P 欠損 1 6 4 両　 面 1 6 14 4 先 端部欠損。

？ 4 182 石　 鍍 W H M P 欠損 1 6 4 両　 面 2 3 2 2 7 先 端部欠損。

？ 4 188 石　 錐 W S M P 欠損 1 6 4 両　 面 1 7 2 1 5 先 端・左カエシ部欠損。基部の挟りは深い。

？ 4 160 石　 鍬
N SM P　＋

N H M P
欠損 2 3 3 r 両　 面 1 8 16 3 H P で鋸歯を作る。

？ 4 20 1 石　 鍍 W H M P 欠損 2 5 4 両　 面 1 6 13 4 先端 ・左カエシ部欠損。

？ 1 34 石　 錐 N S M P 欠損 3 6 3 両　 面 1 8 14 3 左右カエシ部欠損ム鋸薗緑。

？ 4 162 石　 鍍 W S M P 欠損 3 6 4 両　 面 2 2 15 4 先 端部欠損。

？ 4 209 石　 錐 W H M P 欠損 3 ． 6 4 両　 面 2 5 15 5 先 端 ・左カエ シ部欠損。

？ 3 134 石　 鍍 W S M P 欠損 5 5 4 両　 面 1 6 15 ‘5 先 端部欠損。

7　－ 3 145 石　 錐 W S M P 欠損 5 5 4 両　 面 1 9 16 4 先 端 ・左カエ シ部欠損。

？ 4 15 5 石　 鍍 W S M P 欠損 5 5 4 ＿ 両　 面 1 6 14 5 先 端部欠損。

？ 4 19 2 石　 錐 N H M P ． 欠損 5 ・ 5 4 両　 面 1 6 13 6 先 端部欠損。

7 2 109 石　 銀 N S M P 欠損 5 6 3 両　 面 1 7 15 3 先 端部欠損。

？ 3 128 石　 鍍 N S M P 欠損 5 6 3 両　 面 1 5 12 5 先 端部欠損。

？ 3 12 9 石　 鍛 N S M P 欠損 ‾ 5 6 3 両　 面 2 2 18 6 先 端か ら基部大 きく欠損。

？ 5 23 8 石　 鍍 N H M P 欠損 5 6 3 両　 面 16 15 5 先端部欠損。

？ 2 10 2 石　 鍍 W S M P 欠損 5 6 4 両　 面 1 5 15 4 先 端部欠損。

？ 2 114 石　 鍍 N S M P 欠損 5 6 4 両　 面 1 6 15 5 先端部欠損。

7 3 11 8 石　 鍛 W S M P ？ 欠損 5 6 4 両　 面 2 1 17 6 先端部欠損。

？ 4 15 0 石　 鍍 W S M P 欠損 5 6 4 両　 面 1 9 2 0 5 先 端部欠損。

？ 1 4 9 石　 錐
W SM P ＋ ．

N H M P
欠損 6・ 5 3 両　 面 17 15 5 先端 ・基部欠損。鋸歯緑。

7 3 12 3 石　 錐 W S M P 欠損 欠損 5 4 ‘ 両　 面 2 0 16 5 先 端 ・基部欠損。

7 1 3 2 石　 鍍 W S M P 未製品 1 6 4 両 ．面 19 15 4 未製品 ・右側 カエシ部欠損。

7 4 16 1 石　 鍍 W S M P ．未製品 5 6 4 両　 面 17 17 4 裏面に素材の面を多 く残す。
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付編2

榛名平遺跡出土の打製石斧について

株式会社アルカ

池谷勝典

aはじめに

榛名平遺跡では、約200点に及ぶ打製石斧の出土がある。一概に打製石斧といってもその内容

は多様である。打製石斧という器種は、考古学者が名付けた分類上の用語であるので、それが当

時の人々の分類と一致しているのかどうかを検証しなければならない。そこで、本遺跡の打製石

斧について形態、二次加工、使用痕などの相関について詳細に検討してみたいと思う。

分析に用いた資料は、完形品を主体とし94点を抽出して分析をおこなった。この94点の個別の

内容については、属性表にゆずる（表1）。

b打製石斧の形態分類（図1）

従来の打製石斧研究は、その大半が形態分類を精緻におこなっており、本遺跡での形態分類も

従来の形態分類を参考にして分類をおこなっている。

本遺跡出土の打製石斧の形態は、以下の8種類に分類できる。

短冊形：両側辺がほぼ平行で、長方形を呈するもの。

スキ形：基部が作出され、刃部は頭部状に肥大する。

バチ形：下端部の刃部に向けて、両側が開いていくもの、バチの形状を呈するもの。

屈曲形：どちらかの側辺がもう一方の辺によりかかるような形のもので、

刃部が偏刃になるもの。全体形が非対称形でいびつである。

挟人形：どちらかの側辺に挟りが入るもの。

分銅形：両側辺に挟りが入り、分銅の形状を呈するもの。

鐘　形：一側辺に加工が顕著に施され、反対側の側辺は刃潰し加工あるいは、自然面を残す。

錐形の形状を呈するもの。

扇　形：基部が短く、刃部が扇のように丸く広い形状のもの。
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さて、これらの形態を保証しているのは剥離技術である。次に見るのは、形態と剥離技術とは

どのような関係にあるのかである。

C形態と剥離技術の相関について（表2）

剥離技術については、素材の厚みを減らしながら石器のおおまかな形を形成する成形加工と、

石器の形を縁辺で最終的に調整する整形加工がある。打製石斧の場合、両側辺に剥離技術の特徴

がよくあらわれるため、側辺の整形加工に着目して分析をおこなった。

観察された剥離技術は、ハードハンマーの刃潰し加工（HvD）とハードハンマーの通常剥離

（HD）である。例えば、側辺にHvDの刃潰し加工を、おこなった場合、側辺の稜線は潰れ、激しい

場合は、面を持つようになる。一方、HDでおこなった場合は、側辺の稜線は明瞭に残る。

（表2）

形 ・ 態 H　　　 D 白D と H v D H　 v　 D 総 計

バ　　　 チ 1 6 7 3 2 6

屈　　　 曲 1 2 8 0 2 0

短　　　 冊 1 ．1 8 4 4 2 6

分　　　 銅 0 3 4 7

挟　　　 入 4 3 0 7

総　 計 5 0 2 5 1 1 8 6

これらの剥離技術と形態との組み合わせを集計したものが表2である。この表2をもとに形態

と剥離技術の相関をみるためにカイ二乗検定をおこなった。検定に際しては、資料数が安定して

いるバチ、屈曲、短冊、分銅、扶人の各形態について検定をおこなった。この場合、形態と剥離

技術の間には何の関係もないという仮説を検定できる。検定をおこなうと、カイ二乗値は22．53

である。自由度は8で危険率5％で15．9であるから、明らかに有意である。この結果から先の仮

説は棄却され形態と剥離技術には関係があることが明らかになった。しかし、表をよく見てみる

とバチ、屈曲、短冊、挟人については、用いられる剥離技術に同じような傾向があることがわか

る。唯一違いがあるのが分銅である。分銅にはHDが単独で用いられることはない。そこで、

分銅を除いてバチ、屈曲、短冊、挟人でカイ二乗検定をおこなってみると、「有意ではない」と

いう結果が出た。

以上の結果から剥離技術と形態に相関があるのは分鋼形のみで、その他の形態については、あ

まり相関がみられないということが明らかになった。これらのことは、バチ、屈曲、短冊、挟人

という我々の形態分類が当時の製作者の分類と一致していないということを示していると考えら
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れる。有効なのは、分鋼形という分類だけである。

本遺跡の分銅形の特徴は、HvDの剥離技術が用いられていることと、HDの剥離技術を単独で

用いることはないということである。

では、分鋼形以外のものについては、すべて同じ打製石斧かというとそんなことはなく多様で

ある。そこで、次に検討しなければならないのが、剥離技術と使用痕との関係である。

d打製石斧の使用痕と装着方法について

打製石斧の刃部表面には、よくズルズルの使用痕と一般に呼ばれる使用による摩耗が見られる

場合があるが、従来、打製石斧の使用痕については十分な研究がおこなわれてこなかったようで

ある。ある時期から打製石斧が土掘具と片づけられてしまったからであろうか。そこで、刃部の

使用痕について検討をおこなった。

分析の視点は、摩耗や線状痕がどの部分にどういう方向に見られるのかという点について観察

した。これは、使用痕という属性が石器の動きをダイレクトに示すものであるので、使用痕を分

析することで石器の動き方、着柄方法、石器の使用者の動作を復元することができるからである。

そこで、観察属性として摩耗と刃こぼれの状況に着目し、刃部の表裏面で偏りがあるかどうか

観察をおこなった。その集計結果が表3である。有効資料は77点である。不明としたものは、刃

部欠損などの観察できなかったものである。

刃こぼれと摩耗の偏り H　　　 D H DとH vD H　 v　D H vD とH D 総計

あ　　　 り 2 5 1 0 1． 3 6

な　　　　 し 1 7 1 4 9 1 4 1

不　　　 明 1 2 3 2 1 7

総　 料 5 4 2 7 1 2 1 9 4

表3をみると摩耗、刃こぼれ等に偏りがみられたものが36点ある。また、それらの偏りがみら

れないものが41点ある。

これらの使用痕観察から石器がどのように用いられていたかある程度推定することに可能であ

る。摩耗、刃こぼれに偏りがみられるものについては、刃部が柄に対して直交する横斧型の装着

方法が推定され、いわゆる鍬のイメージによる使用法が想定される。また、使用痕に偏りがない

ものについては、刃部が柄に対して平行になる縦斧型の装着方法が推定され、いわゆる斧のイ
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メージによる使用法が想定される。

ここで、本遺跡の打製石斧の装着方法に縦型と横型の2種類があることが推定できたわけであ

るが、この2種類の装着方法の違いは、打製石斧の機能・用途に関わる重要な属性である。

そこで、表3をもとに使用痕の偏り状況と剥離技術になんらかの相関があるかどうかカイ二乗

検定をもちいて検定をおこなった。その結果は、カイ二乗値が9．31で自由度3、危険率5％で

7．81であるので、有意であることが判明した。

この結果を読み解くと、HvDの剥離技術をもつ打製石斧には使用痕の偏りがなく縦斧型装着

をされた打製石斧である可能性が高いということを示している。また、逆にHDの剥離技術を

もつ打製石斧については、横斧型装着の打製石斧である可能性が高いということを示している。

以上、使用痕の観察から縦斧型、横斧型の打製石斧を推定し、それらの2種類は剥離技術を違

えて作りわけがなされていることがわかってきた。

これらのことをもう少しわかりやすくまとめたのが表3である。

（表4）

装　 着 H　　　 D H D と H v D H　 v　 D 総 計

横 4 8 9 5 7

縦 1 1 6 1 1 ・2 8

総　 計 4 9 2 5 1 1 8 5

この表4をもとに推定された装着方法と剥離技術との相関についてカイ二乗検定をおこなった。

結果は、カイ二乗値が54．49であり、自由度2、危険率5％で5．99であるので、非常に有意であ

るということが判明した。

e縦斧型と横斧型の製作仕様

これまでの分析の結果、縦斧型と横斧型で作りわけがあることが明らかになった。以下、その

具体的な製作仕様についてまとめておきたい。図2・5は、それぞれの製作仕様によって作り分

けられた代表的な資料について提示してある。

図2・3は、HDの剥離技術で作られた横斧型の打製石斧である。図3中段は、HDとHvD

の二つの剥離技術を用いて作られた横斧型の打製石斧である。同図下段は、同じくHDとHvD

の剥離技術が用いられているが、HvDの施される場所が刃部よりの側辺であるという特徴をも

つ横斧型の打製石斧である。図4は、同じくHDとHvDの剥離技術が用いられているが、使用

痕の状況から縦斧型と推定される打製石斧である。図5は、形態分類で有効であった分鋼形であ

る。剥離技術は、側辺の挟り部をHDで成形して、最後にHvDで整形するものである。
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fまとめ

以上のように、本遺跡の打製石斧については、形態、剥離技術、使用痕の検討から大きく5つ

の製作仕様が明らかになった。これらの5つの製作仕様は、おそらく当時の製作仕様そのものと

考えられるが、本道跡は前期から中期の複合遺跡であり、これらの製作仕様の違いのなかに時期

差をあらわしているものがあるはずである。今回は、資料的制約からこの所属時期についての検

討が十分にできなかった。今後、時期が限定される資料の増加を待って再検討してみたい。

＜参考文献＞

小田　静夫1976「縄文中期の打製石斧」ドルメン10

角張　淳一1999「附編1．　下野谷遺跡第7次調査出土の打製石斧の製作技法について」

『下野谷遺跡』保谷市遺跡調査報告第2集

鈴木　次郎1983「打製石斧」『縄文文化の研究』7（雄山閣）

池谷　勝典　2000「打製石斧研究序論」東京考古18
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（表1）打製石斧属性表

図版
番号
遺物
番号

形 琴 装 着 素 材 二次加工
刃 こぼ れ
摩耗の偏り 石 材 備　　　　 考

22 4 79 屈　 曲 癖 ？・横 長 剥 片 H D な　 し 安　 山　 岩 小 形。項 部 欠損。

22 4 80 ノヤ　チ ．癖 礫　 端　 片 H D な　 し 頁　 岩　 ？ 小 形。

22 4 81 バ　 チ 嘩 剥　　　 片 H D 1な　 し ホルンフェルス 小 形。

22 4 82 バ　 チ 横 剥　　　 片 H D な　 し ホルンフェルス 小 形。 刃部 わず かに破損 。

22 4 83 バ　 チ 横 剥　　　 片 H D な　 し ホルンフェルス 打 製石 斧の主ニチュア。左側 は H P で整形 、右側 は H D で整形 。

2‾2 4 84 バ　 チ 横 剥　　　 片 H D あ　 り ホルンフェルス 前 主面部刃部 に摩耗 。線状痕 明瞭。右側 下端部は屈 曲するように整形 。

22 4 86 屈　 曲 横 礫　 端　 片 H D な　 し ホルンフェルス 項 部 は右側 に斜行 す る平 坦面 を作 出。

22 4 87 屈　 曲 横 剥　　　 片 H D 不　 明 ホルンフェルス 刃部欠 損。左 側 は自然面 を利 用。両 側辺 に摩耗 。

22 4 88 短　 冊 横 剥片 （薄い） 甲D 不　 ＿明 ホルンフェルス 刃部 わずか に欠損 。

22 4 89 屈　 曲 ？ 剥片 （薄 い） H D な　 し 頁　　　 岩 横 長剥 片 を利 用 し、右側 辺 を H D でわず か に加工 。

23 4 90 短　 冊 横 扇　 平　 礫 H D な　 し ホルンフェルス 非 常 に薄い 。

23 4 91 挟　 入 横 扇　 平　 礫 H D とH vD あ　 り ホルンフェルス 左 側辺 の挟 りは深 く、右 側 は浅 い 。

23 4 92 挟　 入 横 剥片 （薄 い） H D な　 し ホルンフェルス 左 側上 部 に挟 りを入れ る‾。

23 4 93 バ　 チ 横 剥　　　 片 H D あ　 り ホルンフェルス 器体が湾曲。刃部に裏面側に刃こぼれ顕 著。刃部表 面側 にわずかに摩耗。

23 4 94 挟　 入 縦 ？ 礫　 端　 片 ．H D 不　 明 頁　 岩　 ？ 右 側 に決 りを入れ る。

23 4 95 バ　 チ 横 礫　 端　 片 H D な　 し ホルンフェルス 刃部 わずか に欠損 。左側 の整形 は顕 著で稜 線 が摩耗 。

23 4 96 挟　 入 横 剥　　　 片 － H D な　 し ホルンフキルス 刃部 わずか に摩耗 。刃部 が70度 に傾 く。

23 4 97 バ　 チ 横 礫 H D あ　 り ホルンフェルス 表 面刃 部 に摩 耗顕著 。左側 辺 の挟 り部 に摩耗 。・

23 4 98 屈　 曲 横 礫　 端　 片 H D 不　 明 砂　　　 岩 刃部 わずか に欠損 。

23 4 99 バ　 チ 横 剥　　　 片 H D あ　 り ホル？フェルス 右 側の 刃部 が屈曲 す るのが特徴 。左 側辺 は H I）で整 形0

24 500 屈　 曲 縦 剥　　　 片 H D とn 心 な　 し ．砂　　　 岩 右 側辺 の刃潰 しTが顕 著 。

24 501 屈　 曲 横 扇　 平　 嘩 H D あ　 り ホルンフェルス 全体的に摩耗激しい。項部に斜行する平坦面を作出。刃部は、石器の軸に対して78度斜行する。

24 502 屈　 曲 縦 扇　 平　 礫 H D とH vD な　 し 硬　 砂　 岩 右側辺の刃潰しが顕著で左側辺はH D で整形、項部に節理面を残す。刃部に摩耗。

24 503 屈　 曲 横 礫　 端　 片 H D とH vD あ　 り 頁　　　 岩 両 側摩 耗。右 側 が内湾す る。

24 504 屈 ‾曲 縦 扇　 平　 礫 HD とH vD な　 し 緑 色 片 岩 右 側辺 は刃 部付近 まで の広 範 囲の刃 潰 し加 工 。

24 505 屈　 曲 横 剥片 （薄 い） H D あ ・り 頁　　　 岩 両側辺の稜線が摩耗。刃部が石器の軸に対して75度斜行。刃部は刃つぶれが見られる。

24 506 屈　 曲 横 礫　 端　 片 H D な　 し ホルンフェルス 左 側辺 は丁寧 な H D で整 形。

24 507 屈　 曲 横 礫　 端　 片 H D あ　 り 頁　　　 岩 器体が湾曲。刃部に裏面側に刃こぼれ顕 著。刃部表面側にわずかに摩耗 。

25 508 ス　 キ 横 剥片 （薄 い） H D あ　 り ホルンフェルス 両 側で 基部加 工 が違 う。裏面側 刃部 に摩耗 顕著 。

25 509 ・ バ　 チ 縦 礫 H vD な　 し 頁　 岩　 ？ 両 側 と もに刃潰 し、摩耗顕 著 。

25 510 ス　 キ 横 礫　 端　 片 H D あ　 り 頁　　　 岩 基部を柄のように件出。右側の加工が顕著で一部自然面を残す。刃部は刃こぼれが見られる。

25 511 ス ．キ 縦 礫 HD とH vD な　 し ホルンフェルス 基 部 を柄の よ うに件 出 。右 側 が刃部 に対 して垂 直 にな る。

25 513 ス ＿　キ ？ 剥　　　 片 H vD とH D ’な　 し ホルンフェルス 基部Im で柄のように作出。左側が刃部に対して垂直になる。刃部は刃こぼれはげしい。

26 514 短　 冊 横 礫　 端　 片 H D あ　 り ホルンフェルス 基部付近の両側辺摩耗。刃部裏面側に摩耗ありで線状痕明瞭。基部表面側に着柄による摩耗。

26 515 短　 冊 縦 扇　 平　 礫 H vD な　 し ホルンフェルス 刃部前主両側に摩耗顕著 。線状痕 明瞭。基部は H vD で整形 、摩耗顕 著。

26 516 バ　 チ 横 剥　　 片 H D とH vD あ　 り ホルンフェルス 両 側刃 潰 し顕 著、摩 耗 。表 面 刃部側 に刃．こぼれ 、摩 耗顕著 。

26 517 短　 冊 横 剥片 （薄 い） H D あ　 り ホルンフェルス 両 側の 摩耗顕 著。

26 518 短　 冊 横 剥片 （薄 い）H D とH vD あ　 り ホルンフェルス 基 部わず かに欠損 。刃部 摩耗顕 著。線 状痕 明瞭 。器体 が湾 曲す る。

26 519 バ　 チ 横 礫　 端　 片 H D とH vD あ　 り ホルンフェルス？ 両 側摩耗 顕著 で項部 の形態 が分 銅形 とお な じであ る。

26 520 分　 銅 縦 扇　 平　 礫 H vD な　 し ホルンフェルス 大 形。 両側 刃潰 し、摩耗顕 著 。刃部 は稜線 が摩 耗。

27 527 ノヤ　 チ 横 剥片 （薄 い） HD とH vD 不　 明 ホルンフェルス 刃部欠損 。両 側摩耗 。

27 528 短　 甲 横 剥片 （薄 い） H D 不　 明 ホルンフェルス 刃部欠損 。両側 の H v D は弱 い 。

28 537 短　 冊 横 剥片 （薄 い） H D 不　 明 頁　　　 岩 刃部欠損 。項 部 に斜 めの 自然面 を残 す。

28 539 短　 冊 縦 扇　 平　 礫 H vD 不　 明 ホルンフェルス 刃部欠損 。両 側 H vD で稜線 が摩 耗。

29 541 扇　 状 7 剥　　　 片 H vD な　 し ホルンフェルス 右側の刃乱 が範囲が拓く、左如 、基部のみの刃潰し。左側辺が前になる縦装着の可能性あり。
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図版
番号
遺物
番号 形態 装着 素材 二次加工

刃こぼれ
摩耗の偏り 石材

備　　　　 考

29 5 42 分　 銅 縦 礫　 端　 片 HvD あ　 り ホルンフェルス
右側辺も刃潰しがあるが、左側辺ほどではない。刃部は扇刃で刃こぼれが見られる。
刃こぼれは、一方向に顕著で、その様子から右側辺が前になる縦装着と思われる。

29 5 43 分　 銅 縦 剥　　　 片 HvD な　 し ホルンフェルス 刃部と頂部は一部欠損

29 5 44 短　 冊 横 剥片（薄い） H D あ　 り ホルンフェルス 基部欠損。裏面側刃部にわずかに摩耗。

29 54 5 銘 ？ 剥片（薄い） H D な　 し ホルンフェルス 左側は自然面を残す。右側は項部下部で段がつ く。

29 54 6 短　 冊 横 剥片（薄い） H D 1あ　 り ホルンフェルス 右側 H D で加工、一部摩耗。左側は自然面 をの こす。

29 54 7 屈　 曲 横 礫　 端　 片 H D な　 し ホルンフェルス 基部欠損。左側に自然面を残す。右側は、HD で平坦剥離。－

31 56 0 分　 銅 縦 扇　 平　 礫 HvD な　 し 頁　 岩　 ？ 左側辺は摩耗が顕著。天地不明瞭。上端部欠損。

31 56 3 短　 冊 横 剥　　　 片 H D あ　 り ホルンフェルス 基部欠損。‘裏面側刃部摩耗顕著。

31 56 4 短　 冊 縦 扁　 平　 磯 HD とHvD ．な　 し ホルンフェルス 基部欠損。

31 56 5 短　 冊 横 礫 ’端　 片 H D あ　 り ホルンフェルス 基部欠損。両側辺は通常の剥離で整形。顕著な刃潰しは見られない。

31 56 6 短　 冊 横 剥　　　 片 H D あ　 り ホルンフ主ルス
基部欠損。両側はH D で整形 され、稜線 が摩耗。刃部 は表面

に摩耗があり線状痕が明瞭。体部には着柄による摩耗 もある。

32 57 1 短　 冊 横 剥片（薄い） HD 不　 明 ホルンフェルス 刃部欠損。右側稜線摩耗。

32 5 75 短　 冊 横 剥片（薄い） H D あ　 り ホルンフェルス 基部欠損。刃部にわずかに摩耗。

34 58 9 短　 冊 横 礫　 端　 片 H D な　 し 砂　　　 岩 項部の右側に角が作出。

3年 59 0 短　 冊 縦 礫 HD とHvD 不　 明 安 山 岩 ？ 刃部わずかに欠損。両側摩耗顕著。

34 59 1 バ　 チ 縦 礫　 端　 片 H D な　 し ホルンフェルス 刃部は偏刃、刃 こぼれ。

34 59 2 バ　 チ 縦 剥　　　 片 HD とHvD な　 し ホルンフェルス 基部欠損。左側は刃潰 し加工で右側はH D で整形。

34 59 3 屈　 曲 横 礫　 端　 片 H D あ． り 頁　　　 岩 項部わずかに欠損。刃部わずかに摩耗。

3年 59 4 挟　 入 横 剥　　　 片 H D な　 し ホルンフェルス？ 両側の中央部に扶りをわずかにいれ、その上下は稜線が摩耗。刃部は偏刃で摩耗。

34 59 5 屈　 曲 横 剥　　　 片 HD とHvD あ． り ホルンフェルス 刃部摩耗、線状痕明瞭。

34 59 6 屈　 曲 縦 ？ 礫　 端　 片 HD とHvD あ　 り ホルンフェルス 左側刃部に摩耗顕著。線班痕明瞭。表裏面には摩耗は不明瞭。項部が尖る。

35 59 7 屈　 曲‘ 横 礫　 端　 片 H D あ　 り 頁　　　 岩 刃部偏刃、摩耗。項部左側に斜行する平坦面が作出。刃部線状痕あり。

35 598 短、冊 横 扇　 平　 礫 H D 不　 明 ホルンフェルス 刃部欠損。両側稜線摩耗。

35 599 短　 冊 横 剥　　　 片 H D あ　 り ホルンフェルス 項部欠損。両側摩耗顕著。

35 60 2 短　 冊 縦 剥　　　 片 H vD な　 し ホルンフェルス 刃部刃こぼれ顕著。わずかに摩耗。両側刃潰 し顕著。

35 603 バ　 チ 縦 礫 HD とHvD 不　 明 安　 山　 岩 刃部欠損。右側 H D 顕著。

36 608 ノヤ　チ 横 剥片（薄い） ．H D あ　 り 頁　　　 岩 項部を山形に整形。着柄痕明瞭刃部は表面側に摩耗顕著。線状痕明瞭。

36 609 バ　 チ 横 扇　 平　 礫 H D あ　 り 頁　　　 岩 頂部に山形の平坦面を作出。刃部は刃こぼれ。

36 610 バ　 チ 横 ？ 剥　　　 片 HD とHvD あ　 り ホルンフェルス 裏面に摩耗顕著。線状痕明瞭。項部右側角がつく。

36 61 1 分　 銅 縦 礫　 端　 片 HD とHvD な　 し 頁　　　 岩 項部に角を作出。右側に深い扶りが入る。両側稜線摩耗。刃部わずかに摩耗。

36 612 バ　 チ 縦 礫　 端　 片 H vD な　 し ホルンフェルス 左側刃部摩耗。両側刃潰 し顕著。

36 613 バ　 チ 横 礫　 端　 片 H D あ　 り 頁　　　 岩
項部左側に斜行する節理面をのこす。左側の挟りが右側より長い。刃
部摩耗はげしく。左側に偏る。

36 614 挟　 入 縦 礫　 端　 片 HD とHvD な　 し ホルンフェルス
項部右側に斜行する平坦面を残す。両側で挟りの位置がずれており、左
側が上部に右側がより下部に作出される。左側の刃潰し顕著。刃部は偏刃。

36 615 バ　 チ 横 礫　 端 ．片 HD 不　 明 頁　　　 岩 刃部欠損。右側は加工なく稜線わずかに摩耗。

37 616 短　 冊 横 剥　　　 片 HD 不　 明 ホルンフェルス 刃部わずかに欠損。両側はHD で整形。

37 618 短　 冊 縦 礫 H vD な　 し 安　 山　‾岩 両側刃潰し顕著。刃部は偏刃。大形。軍側 2 ‘ヶ所挟 りはいる。

37 621 屈曲 ？ 横 礫　 端　 片 HD とHvD あ　 り 頁　 岩　 ？ 刃部は片刃。左側の刃潰し顕著。右側 Hp で整形。刃部わずかに摩耗。

37 622 分　 銅 縦 礫　 端　 片 HD とHvD な　 し ホルンフェルス 左側項部には角が作出。刃部は自然面があり、未加工。

38 623 バ　 チ 縦 剥　　　 片 H vD 不　 明．ホルンフェルス 刃部欠損。項部左側に斜行する辺が作出。

38 625 バ　 チ 横 剥片（薄い） HD あ　 り ホルンフェルス 項部に角がつ く。刃部摩耗。器体が湾曲。

39 634 屈　 曲 縦 礫　 端　 片 HD とHvD な　 し ホルンフェルス ．刃部、項部欠損。左側刃潰 し、摩耗顕著

39 6 39 短　 冊 縦 礫　 端　 片 HD とHvD な　 し 凝 灰 岩 ？ 基部欠損。刃部は刃こぼれ。

40 6 40 ノヤ　チ 横’ 剥　　　 片 HD あ　 り ホルンフェルス 刃部表側に摩耗。線状痕縦。

40 6 41 錐 ？ 剥　　　 片 H D 不　 明 ホルンフェルス ナタ状のもので、刃部は欠損。基部は、通常の融離で整形。

40 6 42 バ　 チ 横 剥　　 片 HD とHvD あ　 り ホルンフェルス 刃部表側に摩耗。線状痕縦。

40 6 44 短　 冊 横 剥　　　 片 H D 不　 明 ホルンフェルス 刃部欠損。

40 6 47 屈　 曲 縦 扇　 平　 礫 由D とH祀 な　 し ホルンフェルス 右側に一部刃潰 しある。

41、 650 挟　 入 縦 長 楕 円 礫 HD とHvD な ．し ホルンフェルス 刃部の刃こぼれ激 しく、つぶれ も見 られる。

41 6 51 分　 銅 縦 長 楕 円 礫 ’HD とHvD な　 し 硬　 砂　 岩 大形。刃部は刃こぼれ顕著。項部右側に平坦面をもつ。
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（手工H1号住居址全景（西より）

（かIH1号住居址内土坑（東より）



①工H2号住居址全景（南より）

②工H4号住居址全景（西より）



①IH6号住居祉全景（南より）

②IH6号住居址遺物出土状況（東より）



①IH9号住居址全景（南より）

②IH12・H14号住居址全景（南より）
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②IH27号住居址全景（南より）



①ⅢH33・37・38号住居祉全景（東より）



②ⅢH30号住居址炉全景（東より）
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②皿H35号住居祉炉全景（北より）
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①ⅢH40号住居祉全景（東より）



①ⅢH40号住居址炉全景（東より）

②ⅢH40号住居祉炉掘り方全景（東より）
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①ⅣH12号住居址全景（南より）

②ⅣH16号住居址全景（北より）
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（餌区埋没谷セクション

②r区埋没谷調査風景
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